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10月31日(金)一 般大会午前 の部にお ける説教

福音を分かち合う

大管 長

ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル

愛 する兄弟姉妹の皆様 前回私たちがこ
ちらにまい りました時， この同 じ会場

で神殿を建設する発表 をしたことを，私は

今，思い出 しています。その時，皆様方は

大いなる感銘 を表わ して下 さいました。そ

の神殿 も今や完成 されました。そして今，

私 たちはこの偉大な 日本の皆様の上に，恐

らくこれから起こるであろう大いなる出来

事 に思いをはせ ています。

今朝， この麗 しい地で皆様にお会 いでき，

感無量でございます。前回，1975年8月 の

地域大会以来，この国において教会が目覚

ましい発展を遂げて きたことに，私は強 く

胸を打たれてお ります。

また，1830年4月6日 に，ニュー ヨー ク

州フェイヤ ットで教会が設立 されて以来，

この教会全体 も目覚ましい発展を見てまい

りました。教会の設立に立ち会ったわずか

6名 の会員か ら，今 日では実に450万 人の

会員を擁するようになっています。私は150

年 の教会歴史の うちの85年 を生 きて きて，

その驚 くべ き発展 をつぶ さにこの 目で見て

まい りました。

しか しながら， それでもその数 は少ない

と思います。私たちはすべての国民，民族，

国語の民，人々に福音を宣べ伝えるよう主

か ら責任 を託 されてお り，その責任 を果た

そ うとす るためには，歩み を速めることが

必要 でございます。

小 さいソル トレー ク市には街角ごとに礼

拝堂があ り， ステー キ部 もた くさんありま

す。 このような状態 を全世界で実現す るよ

うにしなければな りませ ん。それは確実 に

実現 されつつあ ります。そこで私たちは皆

様に，皆様方の偉大 な国における教会の発

展に尽力 して下 さるようお願 い致 します。

と申 しますのは，教会の伝道プログラム と

教会の発展はひとえに，皆様方一人一入 と

主に負っているか らであ ります。皆 さんが

ステーキ部や伝道部， または皆様 自身の家

庭で行なっておられる業 については特にこ

のことが言えると思 います。今朝この よう

に して大勢の皆様方を前にし，私は素晴 ら

しい機会が私たちの前途に横 たわっている

ことを感ず るのであ ります。

もしも今 日この会場においでの皆様方が

1年 以内に他の家族をひ とつ教会に導 くな

らば，やがて私たちの利用 している建物 で

は足 りな くな り，教会は急速に世 界各地に

広 まるに違 いあ りません。

隣近所の人々を見過 ごしに しないように

して下 さい。福音 を必要 とし，待ち望んで

い る立派な人々が大勢い らっしゃいます。

そのような人々は機会 さえあれば，福音に

2



耳 を傾けるのてあ ります。 しかし，福音を

彼 らに伝 えることかて きるのは，皆様方や

私 たちを置いてほかにいませ ん。福音は値

ふみのてきない貴いものてあ ります。幼 い

子供たちてす ら， この福音 を他の人々に分

かち合えるとは何 とい う驚 くへ きことてし
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し

しか しそれ とて も，伝道プログラムのご く

一部分に しかすぎません
。警告 を受けた者

は隣人に警告するように と，主は言ってお

られます。すべての男女，子供たちは， こ

の大会 を終えてお帰 りになる時に，親戚や

友人の方々に福音 を伝 えようとの決意を持

ってお帰 りになるようにして下 さい。

この教会のすべての若い男性， また多 く

の若い女性は，伝道に出るようこれか らも

計画 して下さるよ うお勧め します。 また，

若い男性や若 い女性が清 くふさわ しい生活

を送れるように，家庭 の夕べや家庭生活に

おいて彼らを教え， しつけるようにして下

さい。なぜならふさわ しい生活 を送 ってい

ない人は宣教師になれないからであ ります。

宣教師を召す今 ひとつの理 由は， これら

若い男性たちに2年 間訓練 を得 る機会 を与

え，彼 らが将来ワー ド部の監督や シオ ンの

ステーキ部の高等評議 員，ステーキ部長会

の一員にな る準備 をさせ ることであ ります。

さて，もうひとつの種類の伝道活動があ

ります。それは老いも若 きも年齢 を問わず，

全員が行 なわなければならない伝道活動 で

す。死者や，自分 自身の家族 の系図 と神殿

活動がそれです。いまや， 日本には美 しい

神殿があ り， これ まで以上に神殿に参入し

やす くな りました。ほどな くして，東洋の偉

大 な国々のほとんどに神殿が建て られる日が

来ることでしょう。私たちはすべての家族が

それぞれの家庭の夕べで，また家族の集いで，

さらに教会の集会において も，いつ も神殿

と系図のことを語 り合 うよう願 っています。

皆様方全貝が記録 をつけて下 さるように，

す なわち家族の記録 を持 たない家族のない

ように願っています。先祖の記録だけでな

く， 日記を書いて 自分 自身の記録 も残すよ

うに して下 さい。
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兄弟姉妹の皆様，信仰箇条第12条 には次

の ようにあ ります。「われ らは，王，大統領，

統治者，長官に従 うべ きを信 じ， また法律

を守 り，敬 い，支 うべ き を信ず。」私 たち

は このことを信 じてお り，出向いた先々の

地でこのこ とを教 えて参 りました。皆様の

国に， また皆様の指導者に忠実であって下

さい。国の法律 を守って下さい。良い公民，

良 い隣 人であって下 さい。いついかなる時

にも真理 と正義に従 う立派な模範 であって

下 さい。 自分に倣 う者になるよう子供 たち

に教えて下 さい。

さて，兄弟姉妹の皆様，皆様が推 し進め

ておられる業 を天の御父は喜んでいらっし

ゃいます。今後も引き続き天の御父に喜 ん

でいただける方法で神のみ業 を行なうよう

に して下 さい。私たちがこの大会で感 じら

れた福音の精神 と教 えを持 ち帰って，それ
.を心に深 く浸透 させ ることができるよう願

っています。

この話 を結ぶにあた り，私の証 を述べ た

い と思います。まさしくこの業は主の業に

他な りません。神は生 きてお られ，私たち

は神の姿 に似せて造られました。私 たちの

救 い主，贈い主であるイエス ・キ リス トは

生 きておられ ます。そして私たちに何 をす

べ きか を教えてお られ ます。そして主は聖

なる聖典 の中で， また過去，現在の主の予

言者たちに下 された主 ご自身の， また御 父

の啓示によって，なすべ き事柄 を私 たちに

告 げておられ ます。

私は このことを証 申し上げ ると共に，皆

様に誠実 であ るよう， また主のみ業の中に

あって歩み を速め るよう申し上げたいと思

い ます。皆様に，私の愛 と祝福 を，イエス・

キ リス トのみ名に よって残 したいと思いま

す。アーメン。



10月31日(金)一 般 大会午 前の部 における説教

聖典と生ける予言者

愛 する兄弟姉妹の皆様 こうして皆様と
お会いできますこ とを心か らうれ しく

思います。スペンサー ・W・ キンボール大

管長をお迎 えしていることを，心か ら感謝

しています。キンボー ル大管長は教会の大

管長であるばか りでな く， 主の予言者，聖

見者，啓示 を受ける者 であ ります。現代に.

おける神の代弁老 です。私 は， このことが

真実であることを皆様 に証 します。

主イエス ・キ リス トについてのキンボー

ル大管長の証 を伺 えることは，本当にすば

らしいことです。末 日聖徒 の持つ最 も大切

なメッセー ジは，主 イエス ・キ リス トにつ

いての証です。私たちは，キリス トがまさに

生 きておられるというキンボール大管長の

証 を，心か ら支持 します。 イエ ス ・キリス

トは神の御子 であ り，私 たちの蹟 い主，救

い主であ ります。イエス ・キリス トのみ名

以外に， 人類に救い をもたらす名前は存在

しません。 これが世の人々に対する末 日聖

徒 の証です。

あらゆる時代に，主はその民 を救おうと

努めて こられました。古代において多 くの

予言者 を遣わされ ました。すでにアダムの

時代 に福音 を与 えられ ました。ノアの時代，

モーセの時代に もそ うで した。そのほか大

勢の予言者が主のみ言葉 を語 りました。 イ

十二使徒評議 員会会員

マ ー ク ・E・ ピー ター セ ン

ザヤ も偉大な予言者のひとりです。彼はキ

リス トにつ いて証 しました。 しか し，予言

者 たちの言葉に もかかわ らず，古代の人々

はしば しば道 を踏みはず してしまいました。

どの ような時代にも道を踏み誤る人々がい

るものです。その結果，幾度 も背教が起こ

りました。 しか し， これ らの背教に もかか

わらず，主は予言者たちのメッセージを後

の時代 の人々に伝 えようとされ ました。聖

典が残されたのです。旧約聖書 という聖典

です。この偉大な書物は，様々な時代の人

の手 を経て私 たちにもたらされ ました。

しか し，聖典だけでは十分で ありません。

時の絶頂において， イエス ・キ リス トは肉

体 をもって この地上に来られました。そし

て，人類の間に主の教会 をお立てにな り，

十二使徒 を召されました。 多くの奇跡を行

なわれ，天の御父について証されました。

また，御 自身が神の御子 であることも証 さ

れ ました。 しか し，主は多 くの人々か ら拒

絶され，敵意 を持つ人々の手によって十字

架にかけ られ ました。それか ら3日 後に，

主は栄光の中に復活されたのです。そして

復活が実際の出来事であることを示されま

した。

復活は現実に起 こります。主 は御 自身が

復活 した体 を持 っているこ とを示すために，
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弟子たちの前で食物 を召 し上が りました。

さらに弟子たちを自らの もとに招 き，御 自

身が霊ではな く骨肉の体 を持っていること

を実際に触れて確かめ るように と言われ ま

した。それか ら主は天に昇 られました。そ

の時使徒たちに，すべての造 られたものに

福音 を宣べ伝 えるように指示 され ました。

使徒 たちはそのように努 力しましたが，

敵 に妨げられ，黙示者 ヨハネを除いてすべ

ての使徒が殺 されました。 しか し，主はそ

の ヨハネさえも人々の間か ら取 り上げ られ

たのです。

再び背教の時代がや って きました。それ

か ら100年 以 内に，互いに対立する30も の

キ リス ト教の教派が生まれ ました。キ リス

トの時代 までさかのぼ ることので きる教会

はひ とつ も存在 しません。すでにペ テロや

パ ウロの時代に背教が始まっていました。

教会は人がつ くった教派に分裂 し始めてい

たのです。新約聖書に収められているほ と

んどの手紙は， この背教 と戦 うために記 さ

れたものです。

御存知のように，コ リン トの町には4つ

の異なった教派が存在 していました。ある

入はパウロにつ き，ある人はギリシャの偉

大な説教者についていました。ペ テロにつ

く人もいました。 キリス トにつ く人もいま

した。パウロの時代にさえ， このコ リン ト

の町に異なる4つ の教 派があったのです。

したがって， キ リス トの時代 までさかのぼ

れる唯一の教会が存在す るというのは， ま

った く道理にかなわないことなのです。

真実の教会 は人々の間か ら消え去 りまし

た。しかし， ここにも一冊の書物が残 され

ました。それは新約聖書です。新約聖書は

私たちに何 を告げて くれるで しょうか。イ

エス ・キ リス トの生涯についてです。 イエ
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ス が神の御子であることを証 し，死 人の中

か らよみが えられたことを証 します。 また，

全人類が復活 した骨肉の体 をもって死 より

よみが えることを証 しています。 この書物

は大背教の時代があったことを告げてい ま

す。 しか し，末 日に福音が回復 されること

も宣言しています。この新約聖書 と旧約聖

書 を合 わせ て，私たちは聖書 と呼んでいま

す。幾世代を通 じて聖書が保存されてきた

こ とは，ひ とつの大 きな奇跡です。神 はこ

の聖書を私たちが用いるために保存 してこ

られました。この書物は，ナザレ人イエ ス

が まさに神の御子 であるとい う不滅の証に

基づいているのです。

救 い主は別の時代に も，人類に福音 を伝

えようとされ ました。それは古代 アメリカ

において起 こりました。古代 においてこの

地に多 くの人々が住んでいたように，古代

ア メリカにも大勢の人が住んでい ました。

キ リス トはその民のために予言者 をお立て

にな り，キ りス トの福音を説かれ ました。

そして，イエス御 自身が古代アメ リカの住

民にみ姿を現わされたのです。パ レスチナ

で復活 されたイエスは，古代アメ リカ大陸

を訪れて，御 自身を現わされ ました。御存

知のよ うに， イエスは復活された後に弟子

たちをお呼びにな り，御 自身の体に触れる

よ うに言われました。主はその時に，復活

とは骨 肉の体の復活であることを示そ っと

されたのです。古代アメ リカで も，主 は同

じことをされました。2千5百 人の群衆が

キ リス トのみ前に立ちました。そして，一

人一人がイエスに近寄ってみ体に触れたの

です。彼らはは りつけの釘跡 に触れ ました。

イエスは群衆に向か って 「われはイエス ・

キリス トな り」 と宣言され ました。群衆は

その傷跡に触れ，この御方がまさしくイエ



ス ・キリス トであるこ とを知 りました。そ

して，いっせいに呼ばわって 「ホザナ，ホ

ザナ」 と叫び， イエスの足下にひれ伏 して

イエスを拝 しました。

主は人々の間に教会 をお建てにな り，12

名 の特別な弟子 を選 んで福音 を宣べ伝 えら

れ ました。そ して，その地 に住むすべての

人が改宗 しました。それから200年 の間，

古代 アメリカには全 き平和が続いたのです。

すべ ての人々が福音に従って生活 しました。

彼 らは義人であ り，罪を犯す人はい ませ ん

でした。互いに持 ち物 を分かち合 ったので，

貧 しい人はいなか ったと記されてい ます。

しか し，その ような時で さえ，背教の影が

忍び寄 ってきたのです。人々は背教への道

に足を踏み入れ，ついには完全に滅びて し

まいました。

しか し， この時に も一冊の書物が残され

ました。古代アメ リカの予言者によって記

された聖典 です。聖書 と同 じように， イエ

スがキ リス トであるごとを証するこの書物

は，様々な時代を経て私たちの手に渡 って

きたのです。

しかし，聖典 だけでは私 たちは救われ ま

せん。一般 に人々は聖典 を誤って解釈す る

傾向があるか らです。聖典 は真実ですが，

それだけでは人は救われないのです。生け

る予言者が必要です。現代の啓示が必要で

す。神権の権威 と権能が必要です。 これ ら

すべての ものが聖典 と共に必要 なのです。

生け るキ リス トの教会 も必要です。神 はそ

れを御存知 でした。では，神はそのために

何 をなさったのでしょうか。

古代の予言 を成就するために，神は現代

において新 たにひ とりの予言者をお立てに

な りました。 また，それに続 く予言者 と現

代におけ るイエス ・キ リス トの使徒 をお立

てになったのです。そのほかに，何 をして

くださったでしょうか。 もう一冊の書物 を

与えて くださいました。予言者 ジョセブ ・

ス ミスを通 して与え られた啓示 を記 した書

物です。

現在私たちの手 もとには何があるで しょ

うか。四大標準聖典，つま り旧新約聖書，

モルモン経，教義 と聖約，高価なる真珠で

す。これ らの書物は私たちに何 を教 えて く

れ るので しょうか。それは，イエス ・キ リ

ス トが全能の父なる神の御子であるという

ことです。しかし，聖典 だけでは十分であ

りません。生ける予言者や使徒たちの手に

よって教会が運営 されていかなければなら

ないのです。主 は現代において，予言者 と

使徒 をお立てになり，四大標準聖典 をその

手に委ね られ ました。彼 らは全世 界に対す

るイエス ・キ リス トの証 人になったのです。

2人 か3人 の証 人によって，すべてのこと

が明 らかにされると主は言われたではあ り

ませ んか。私たちには4つ の証言が ありま

す。四大標準聖典がキ リス トのことを証 し

ているのです。これだけではあ りません。

生ける予言者の生ける声があ ります。現代

の使徒 たちの生ける声があ ります。私たち

は皆様に証 します。 まさに私たちが，現代

の生ける使徒であ り，予言者であります。

私たちの証 は真実であ り，偽 りではありま

せん。神は私たちを通 して働いておられま

す。特に主の予言者，聖見者であられるス

ペ ンサー ・W・ キンボール大管長 を通 して，

神は このみ業 を行なっておられるのです。

私たちにはひ とりの偉大な指導者がいま

す。私 たちはその補佐をする者です。その

ひ とりの指導者こそ，現代の世 の人々に対

す る神 の代弁者なのです。神が再び天から

み声 を発せ られたことを証す るのは，本当

7



にすば らしいことです。皆様に救 いが もた

らされたことを宣言す るのは，何 と喜ば し

いことでしょうか。

私たちの知 る限 り， あらゆる時代 を通 じ

てキ リス トの真の福音が東洋に もたらされ

たことはあ りません。しか し，私たちはそ

れを皆様にお持 ちしました。皆様は先祖 を

大切にす る民であると聞いてお ります。そ

れはすば らしいことです。皆様は家族 を愛

していらっ しゃると思 います。皆様の御両

親 も家族 を愛 してい らっしゃると思います。

また，祖父母の方々 も家族を愛 してお られ

るでしょう。このように して，代々 さかの

ぼってこの愛は続いてい くのです。

皆様の先祖の方々は，真の福音がなかっ

たために， これまで救いを得 ることがで き

ませんで した。しか し， その福音が今，皆

様の ところに もたらされたのです。それだ

けではあ りません。皆様 を通 して先祖の方

方に も福音が もたらされるのです。神は何

とすばらしい祝福 を東洋の人々に与 えて く

ださったことでしょうか。皆様 自身の救 い

だけでな く，すべての先祖の方々の救いが

もた らされたのです。これがイエス ・キ リ

ス トの福音の真髄です。主が授け られた福

音に従って生活するならば，主は皆様の家

族だけでなく，先祖の方々 もすべて救って

くださるのです。

主は皆様に神殿を授けて くださいました。

神殿 は全 き福音 をもた らす ものです。神殿

な くして，全 き福音は存在 しませ ん。その

中では，神の王国に昇栄するために必要な

儀式が行 なわれ ます。神はあわれみによっ

て， この偉大な機会 を皆様 にお与 えにな り

ました。神殿は皆様方のみならず，皆様の

先祖の方々にとって も，救 いの門となるの

です。これらのすべ ての事柄が，主 イエス・
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キ リス トのあわれみ と思いや りによっても

たらされたのです。

確かにイエス ・キリス トは救い主です。

皆様方だけでな く，皆 さま方の先祖の救い

主で もあ ります。救いの門戸である神殿 を

皆様 に与えて くださ.いました。イエス ・キ

リス トのみ名 をほめたたえようではあ りま

せんか。イエスは救い主，贈い主であ り，

神の御子であ ります。 また，万物の創造主

であ ります。すべてのものは主によって造

られ，主によらない ものはひ とつ としてあ

りません。ですか ら，主のみ名をあがめ，

たたえよっではありませ んか。

私 たちが主 を愛 し，主に仕えるこ とがで

きるように， また主の戒め を守 るこ とによ

り主への愛 を示すこ とができるように，へ

りくだってイエス ・キ りス トのみ名に より

お祈 りします。アー メン。



10月31日(金)一 般大会午前 の部におけ る説教

回復された真実の教会

七十人第一定 員会 会員

マ リオ ン ・D・ ハ ンク ス

ア イスルキ・ウダイシマ イノミナサマ・

ア リガ トウゴザイマス，シンセツ。ア

リガ トウゴザイマス，ウツクシイオハ ナ。

ア リガ トウ。

私は今朝， 回復されたこの教会が真実 の

教会であるこ とを証 したいと思います。こ

の時満ちたる神権時代に，主 は予言者ジ ョ

セブ ・ス ミスを通 して次の ような啓示 をお

与 えにな りました。

「神の王国の鍵 はこの世の人の手に委任

され，福音はここより転 じ行 きて世の果に

までも達せ ん。あたか も人手によらず山よ

り切 り出されたる石の転が り出でて，つい

に全世界に充 ち満つるが如 し。」(教 義 と聖

約65：2)

この啓示にあることをすべて成就 させ る

ために，神の器 として， また予言者 として

立て られたのがジョセブ ・ス ミスです。長

年にわたって大勢の人々が，このジ ョセブ・

ス ミスという人物 とその業績 を説明しよう

と試みて きました。何年か前のことですが，

イギリスで他の教派のひ とりの聖職者が興

味ある言葉 を書いています。この人は長年

の間ジョセブ ・ス ミスの業績 について研究

した結果， ジョセブが 自分の理解を越えた

人物 であるこ とを認め ざるを得な くなりま

した。こ う書いています。

「モルモニズムに対す る最大の問題 とは
，

ジョセブ ・ス ミスのように学問のない者が

どうしてあのような素晴 らしい考え方や，

様 々な原則 を発明す ることが できたのか，

しか も多 く.の歴史的事実 を踏 まえ，壮大な

想像力を駆使 しなければ生まれて来ない事

柄 をどうして生み出すことができたのか，

その上彼がそれ らを書 き残す時に，どうし

てあのように明 らかに文化的背景 を異にす

る文体 を使 うことができたのか， というこ

とである。」また彼はこうつけ加 えています。

「一方
，彼に敵対する者が，あれは作 り話

にすぎない と言っているが，そういうこと

では今述べた問題の答えにはならない。と

い りのは，それが， ジョセブ ・ス ミスのよ

うに無学の者がなぜ あのような素晴 らしい

システム を作 り得たか という問いに対す る

説明となっていないか らである。このこと

は，一般 に考えられている以上に もっと大

きな問題 なのである。100年 以 上 もの間語

り継がれる作 り話を作 り出そうとすれば，

大変に有能な学者の助けがなければできな

いことなのだ。」つまり，彼はジョセブ ・ス

ミスとい う人物 を理解できなかったのです。

ジ ョセブ ・ス ミスが神の助けを得て行なっ

た業は，並の人間には決 してで きないもの

です。いかなる学者 といえども，ジョセブ・
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スミスがもたらしたものをもた らすこ とは

できません。

数年前のこと， ソル トレー ク ・シテ ィー

のテンプルスクウェアで，ひ とりの観光客

に若い宣教師が福音 を教 えました。その観
.光客は宣教師に深い感銘 を受け ました

。素

晴 らしい人物だ と感 じたのです。 しか し宣

教師が伝 えるメッセージは理解できず，従

って受け入れることができませんでした。

私は彼がその宣教師のこ とを口にす るのを

何度も聞きました。大変に立派な入物だっ

たと言 うのです。 しか し，福音のメッセー

ジは受け入れ られませんでした。 しか しそ

れか らしば らくして，彼は もうひとりの，

全 く別 のタイプの宣教師か ら教えを聞きま
ノ

した。そして私が決 して忘れることのでき

ない言葉 を彼は発したのです。これは私た

ちすべ てが記1意すべ き言葉 でもあ ります。

彼の 目には涙があふれていました。心 の琴

線に触れ るものが あったのでしょう。彼は

こう言いました。「宣教師のせい じゃないん

ですね。宗教そのものがこ うい う気持 ちに

させ るのですね。」

その宗教 こそ私 たちが信奉す る福音 です。

ジョセブ ・ス ミスは確かに主のみ手にある

最 も高貴な器 となったのです。そして最 も

10

L



大切な ことは， ジョセブ ・ス ミスが予言者

として メッセー ジを教えた ということです。

.そのメ
ッセー ジとは何 でしょうか。

イエスは，導 きと教 えの業 をお始めにな

るにあたり，葦野 に40日 間お入 りにな り，

誘惑 をお受けにな りました。その誘惑 は，

私たちすべてが受ける誘惑を代表する もの

です。

空腹の時に物を食べて 自分 自身 を喜ばせ

るこ と。

人前で奇跡 を行な うことに より人の注 目

を集め ること。

この世 のすべてのものを得 るために悪魔

を喜ばせ ること。

イエスはこのすべての誘惑 を退 けること

によって伝道の備 えをし，ガ リラヤのナザ

レに行かれま した。そ して会堂で教えを説

かれ ました。 イエスは，私たちが今学んで

いる旧約聖書 を開いてその中か らひとつの

聖句 をお読みにな りましたが，その言葉は，

新約聖書のルカによる福音書4章18節 に 記

されています。

「主の御霊がわた しに宿 っている
。貧 し

い人々に福音 を宣べ伝 えさせ るために，わ

たしを聖別 して くださったか らである。主

はわたしをつかわ して，囚人が解放 され，

盲人の目が開かれることを告 げ知 らせ，打

ちひしがれている者 に自由 を得 させ，主の

め ぐみの年 を告げ知 らせ るのである。」

これは私たちの使命です。キ リス トか ら

ジョセブ ・ス ミス，そ してこの回復 され た

教会 を指導す る者 としてジョセブ ・ス ミス

の後 を継いだ一入一人の予言者に至 るまで，

すべての人が私たちにこれ と同 じ使命を強

調 してきました。私たちはこの召しをどの

よっにして果たす ことができるでしょうか。

真理 を教 えましょう。その真理 とは，神

が私たちの御父であ り，その御父に似せ て

私 たちが造 られた とい うこと，またイエス

が神の御子であり，私 たちを愛す るが故に

十字架 におかか りになった とい うこと，さ

らに私 たちが神の息子，娘であるというこ

とです。また人生の 目的 と永遠の生命につ

いて真理 を教えるのです。もしも私たちが

自分が何者なのかがわかれば， 自分がだれ

につ く者なのか，そして与え られた使命が

何なのかを理解す ることができるでしょう。

この宗教で私たちが教 えなければならな

い ものは， まだほかに もあります。すなわ

ち私たちは，幸福 な人生の送 り方 というも

のを模範 を通 して教えなければならないの

です。それには互 いに兄弟姉妹 として接 し，

神が定めた方法で結婚 して互いに愛 し合い，

堅 固で誉れある家庭 を作 り，罪を悔い改め

て心 と体 を清めることに より霊性 を増すよ

うに してなければな りません。確かにこの

宗教 は， どの ような生活 を送 らなければな

らないか を教えて くれるのです。

もうひ とつ大きな祝福があ ります。それ

は，福音の原則が真実であることを，私た

ちが 自分 自身で知 ることができるというこ

とです。私たちは， これこそが主が私たち

に望んでお られる生 き方だ ということを，

自分で知 るこ とができるのです。

イエス ・キ リス トは私 たちの救 い主です。

ジ ョセブ ・ス ミスは，福音 と教会 と神権を

回復する器 として主に選ばれ ました。また

キンボール大管長は，現時点において，こ

の地上において再び人類に託 されたすべ て

の鍵 をお持 ちの方です。.福 音が伝えるメッ.

セージは真 実です。私はその ことを証 しま

す。イエス ・キ リス トの聖なるみ名により

お話 し致 しました。・アー メン.
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10月31日(金)一 般 大会午前の部 におけ る説教

家族を強めなさい

十二使徒評 議員会会長

エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン

愛 する兄弟繍 の皆様・枇 ちはこの5
日間，忘れ得ぬ時を過 ごしてきました。

愛に満 ちた，思 い出に残る 日々でした。 き

ょう皆様が帰宅 される時，家族 は永遠に存

続するものであるとの確信 を強 くしてお帰

りいただ きたいと思 います。

皆さんは月曜 日の家庭 の夕べ の時に，神

殿が献堂 されたこと，素晴 らしい献堂の祈

りのこと， また主の神殿で家族 を永遠に結

び合わせ る結び固めの儀式 を受ける計画の

あることをお話になるこ とで しょう。

そ うです。モルモンの家族は永遠 に存続

するのです。

「救いは家族の問題であって
，家族は堅

固な基であ り，文明の隅石である。国家は

決 してその国を築 く家庭以上に強 くなるこ

とはないし， また教会 も教会内の家庭をし

の ぐことはできない」 と言われ ますが， こ

れは本当です。

末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会は，家族

をこの世においても永遠の世においても最

も大切 な組織であると考えてい ます。教会

は，あらゆるこ とを家族 を中心にして考え

るように教 えています。この世 において も

永遠の世において もつ家族の生活は他のあ

らゆる事柄以上に優先 させ るべ きものであ

ります。教会は両親が持つ愛 と義務 を尊重

しています。私たちは，家庭 と家族が永遠

に存続す ることを確信 しています。このた

め，教会は最 も聖い建物すなわち神 の神殿

を建 て，私 たちが誓約によ り永遠に結ばれ

る手段 を提供 しています。私たちは家族が

永遠に存続す ることを信 じています。 この

ため教会は離婚 を否定 しています。父親に

とって最 も大切 な義務は 自分の家庭の中に

あることを私たちは教えています。母親 は

家庭において全時間母親 としての務めに専

念す るよう，私たちは教 えています。両親

は子供たちに福音の基本原則を教えて下 さ

い。そ うす ることによって，神 を信 じる信

仰，家族への信頼，国家に対す る信頼を子

供 たちの心に植 え付けることができます。

いかなる組織も家族に取 って代わるこ とは

できません し，その大切な役割を代行す る

こともできませ ん。

きょう，私は家庭 と家族 の問題ついて く

どくど話すつ もりはあ りません。御存知の

ように，昨今は離婚が非常 に増えています。

家庭 と家族 の崩壊は増加の一途 をたどって

います。秩序ある家庭の代 わりを務め得る

ものはこれまであ りませ んで した。また，

今後 もそ ういうものは現われないに違いあ

りません。国家 を存続 させ るには，家庭 を

守 り，強め なければなりません。
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では皆 さんの家族 を強めるには どうすれ

ばよいので しょうか。 どんなことが できる

で しょうか。私たちが もっと注意を向ける

必要のある基本的な事柄があると思 います。

家庭 を強めるために今す ぐ実行できる5つ

の簡単 な事柄 を提案 したいと思います。

第1に ，両親の皆 さん，家庭で竜 っと多

くの時間 を過 ごして下さい。教会の若人は

物的な満足だけでは心が満たされません。

母親に代わることので きる人はいないので

す。母親のように子供の世話をできる人は

いないのです。育 児とい う母親の神聖な務

め を妨げ るようなことを母親に求めてはな

りません。神の 目に良 しとされ る忠誠 とし

て第一に尽 くすべ きものは，教会 と家族に

対す る忠誠です。母親の皆さん，まず御 自

分の家族の必要 を満たす ために全力を尽 く

す ことが，社会 と国家に対する最良の貢献

なのです。

父親の皆さん， たとえ仕事の上 で成功 し

ても，家庭で失敗す るならば，すべては失

敗 したことになるのです。

以前の ことですが，私はある実業家が，

クリスマスに16歳 の息子に送 った手紙の話

を読みました。この人は，息子のために何

でも買ってあげ られ るような人でした。け

れども， クリスマスの朝に息子が起 きて，

いつ もプレゼ ン トの置いてある暖炉の所へ

行 くと，彼の名前が記された封筒が置いて

あ りました。そこで少年が封筒 を開いてみ

ると，次のように書いてあ りました。

愛する息子へ

週 日に毎 日1時 間，そ して もし望むな

らば 日曜 日に2時 間， どんなことに も邪

魔 されない時間をプレゼン トします。

愛をこめて

父よ り

私 はこれを読んだ時，次の ように考えま

した。何 と賢い父親 だろうか， そして何 と

幸せ な息子だろうか と。

そ うです。これこそが若人の必要 として

いるものなのです。

第2に ，毎 日家庭で礼拝を行なって下さ

い。私は，讃美歌を歌い，聖典 を読み，毎

日家族の祈 りを捧げ るようお勧め します。

一 日の行動 を検討 し
，順番に聖典，特に

モルモン経 を読む時 として食事の時間は絶

好の時です。

第3に ，人生の問題について親 として も

っ と教えを与えるようにして下 さい。性の

問題，友 人との関係，デー トの問題，若人

を襲 う多 くの誘惑について教 えて下 さい。

この責任 を回避 している親があ まりにも多

いようです。この教育は学校に任せ っきり

に しておいてはな りません。これを最 もよ

く教えることので きる場所は家庭です。こ

のように子供たちを教え導 く時，親子の愛

と信頼が深 まることにあなたは気づ くこと

でしょう。

数年前，教会はすべての両親に対 して，

毎週家庭の夕べ を開 くように勧め ました。

日曜 日の夜 を家族が集まる夕べ として，他

の 日と区別 し，教会の活動や約束を設けな

いように指示 しました。父親 と母親は息子，

娘 たちを家庭に集めて，祈 りを捧げ，讃美

歌やその他の歌 を歌い，聖典 を読むのです。

家庭の夕べは家族の問題 を話 し合 い，個入

や家族の才能 を確認するのに好い機会です。

家庭の夕べは，福音の原則を教える時であ

り，ゲー.ムや リフレッシュメン トを楽 しむ

時です。

音楽について少 しお話 したいと思います。

讃美歌やその他，入の心を打つ歌を歌うこと

によ り，子供たちに人生の神聖な事柄 を理
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解 させることがで きます。子供の音楽教育

を トランジスターラジオやロ ック音楽に任

せ きりの親があまりに多過 ぎます。当然の

ことなが ら， これには子供の人格形成に対

して好ましくない副作用が伴 います。良 い

音楽は家庭生活を豊かにします。

この才能発表の最 も大切 な点は，子供 た

ちがほかの人々の前で恥ずか しが らずに発

表 できるようになるという点にあ ります。

そうです。子供たちは家庭で正直，愛，

協力について学ぶのです。家庭の夕べ と福

音の勉強の時間を通 じて，子供 たちは，安

息 日を聖 く過 ごす こと，正直に什分の一 を

納めること，道徳的に清い生活を送ること

などの基本的な戒めを学ぶのです。

毎週家庭の夕べ を開 く人々には，次の よ

うな祝福が約束 されています。

「もし聖徒 たちが この勧告 に従 うならば
，

偉大な祝福が もた らされるこ とを私 たちは

約束します。家庭 に愛が あふれ，両親に対

する従順 な態度が培われ るこ とでしょう。

イスラエルの若人の心に信仰が育 まれて，

彼らを襲 う悪い影響力や誘惑に立ち向か う

力を得 ることでしょう。」(大 管長会，1915

年4月27日 ， ∫吻m〃6耀 班E履 「イ ンプル

ーブメン ト ・エラ」18：733 -734)

第4に ，家族 として一緒にいろいろなこ

とを府 なって下さい。家族の レク リエーシ

ョンや文化活動 を家族全員で行 なって下 さ

い。一緒に休 日を楽 しみ，一緒に働 き，良

い映画の観賞を家族全員で行なって下さい
。

毎週，何時間かは，家族が一緒に楽 しむ こ

とので きる時間 を計画して下 さい。そうす

れば，大 きな祝福が もた らされるこ とで し

ょっ。子供 たちは両親である皆 ざん と子供

たちお互いに対 して感謝の気持 ちを持つこ

とで しょう。
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私 は父親である と共に，祖父でもあ り，

曾祖父でもあ ります。私の最 も楽 しい思い

出は， 自分の子供や孫や曾孫 と過ごしたひ

とときの思い出です。

第5に ，親子 の関係 をもっと親密 なもの

にして下 さい。これは，これ まで申 し上げ

た4つ の事柄 と密接な関係があ ります。若



人は，父親，母親 ともっと親 しく， しば し

ば交わることを必要 としています。 このこ

とに代 えられ るものはあ りませ ん。

子供 たちが話 したがっている時に，それ

に応 じて下 さい。子供 たちが幼い時に話 し

合 う時間 をとって下 さい。そうすれば，大

きくなってか らも子供たちは皆 さんの もと

へ来 るものです。子供たちも話す問題によ

く耳 を傾けて下さい。子供たちに，毎 日，

信頼 していることを感 じさせて下さい。子

供 たちをやさしく見守 り，愛 しているこ と

を伝 えて下 さい。子供たち一 人一人に， そ

の子供だけの何か特別な思いを伝えて下 さ

い。

忙 しい父親に とって子供たちが休む前の

時間は非常に貴重です。子供 たちの枕元へ

行って，一人一人 と話 し，質問に答え， ど

れほ ど愛 しているか を子供たちに伝 えて下

さい。子供たちが両親 を敬い，両親が子供

たちを愛すること， これが家庭 を天国の一

部 とするのです。

今す ぐできる簡単 な事柄 を5つ あげます。

第1は ，家庭で もっと多 くの時間を過 ご

すことです。

第2は ，家庭で毎 日，家族 の礼拝 を行 な

うことです。

第3は ，人生の問題について，親 として

教えを与 えることです。

第4は ，家族 として一緒にいろいろなこ

とを行な うことです。

第5は ，親子の関係 をもっ と親密 なもの

にすることです。

日本の聖徒 の皆さん，私たちの家族 を強

め ようではあ りませ んか。

皆 さんの家族関係 は次の詩のようでしょ

うか。

「私たちはみな ここにいる
。

お 父 さ ん ， お 母 さ ん ， お 姉 さ ん ， 弟 ，

み ん な 愛 し合 っ て い る 。

だれひ とり欠ける者 もな く，家族みんな

がそろっている。

この夕べに，冷たいす き間風と共にや っ

て来る，不意の訪問者はあ りませ ん。

古い暖炉を囲むこのひ とときが，

みんな大好きです。

どうか この集 まりと場所を祝福 して下 さ

い。世のわずらいはここにはあ りません。

おだやかな平安 に包 まれ，親 しみ込めた

愛の思いがこのひとときを支配 します よ

うに。

家 族 は ひ と り残 らず ， こ こ に い ま す 。」

神 は家族 を永遠に存続する もの として定

め られ ました。私は全身全霊 をもって，こ

の言葉が真実であることを証 します。願わ

くは神の祝福により，私たちが家庭 を強め

ることができます ように。願 わくは私 たち

の家族が一つに結び合わされて，やがて時

が来た時に，私たちがひ とり残 らず，お父

さん，お母 さん，お姉 さん，弟，全員が愛

を込めて支え合ってきたことを天の御父に

報告 できます ように。だれひ とりとして欠

け る者がな く，全員がふるさとに もどった

ことを。

神 の祝福があって， どうか私たちが家庭

を強め るこ とができますように。 どうか，

私たちすべての家族の愛 と一致がこの世 を

越えて，絶 えることな く保たれます ように

イエス ・キ リス トのみ名によりお祈 りしま

す。アー メン。

15



10月31日(金)一 般 大会午後 の部 におけ る説教

福音を教えるための

主のプログラム

第二副管長

マ リ：オン ・G・ ロム ニー

愛 する兄弟姉妹・私が謝 間皆さんが共
に祈 って下 さるように， また私 たちの

上に主のみたまがあるように願 ってお りま

す。

福音 を教えるための主のプログラムにつ

いて，2，3述 べてみたいと思い ます。

福音 とは，今 この世にいる神の霊 の子供

たちが皆主のみ もとに帰ることができるよ

うにす るための，主御 自身の計画です。

この地球の創造に先立って，主は霊界で，

やがてこの世 に生 を受ける機会 を与えられ

るはずのすべ ての霊 の子供たちに， この計

画 を説明され ました。皆 さんすでに御存 じ

のことですが， この計画を示 された時，神

の霊の子供たちの3分 の2は これ を受け入

れ ました。しか し，残 る3分 の1の 霊たち

はこれを拒んだのです。今 この地上 に生 き

ている人々は もちろん，かつて地上 に生 を

受けた人々， またこれか ら生 まれて くるす

べての人々は霊界でこの計画 を受け入れて

いたのです。私 たちが今 ここにいるという

事実は，私たちがそれを受け入れた とい う

こ との しるしです。

主はこの計画に引き続 き，私た ちの父祖

アダムを通 して霊の子供たちを地上に送 る

こ とを始められました。すべての人がそ う

であるように，アダム も前世においては こ

の計画 を知 っていました。 しか し，現世 に

来る とi共にその記憶 を取 り去 られたのです。

アダムを初め とする地上 に生 を受 けたすべ

ての神の子供が福音 を学ばなければな らな

い理 由はここにあります。すべての人は現

世において福音 を学ぶ権利が あります。福

音の知識 を持たずに， また福音に従わない

で救 われる人はひ とりもいないか らです。

主は3つ の面から成るプログラムを立てら

れました。それを通 して人々を教えるため

です。 まず第一は， この世の人々にその計

画を知 らせ る責任は主が とられ るというこ

とです。主は御 自ら， また天か らみ使い を

遣わ して，ア ダム とイヴにその計画 をお

教えにな りました。主はふた りに完全な計

画 を教え られ ました。そ してアダムか ら今

日に至 るまでそれ を繰 り返 してこられたの

です。新 たに主はエノクに福音 を教 え， ノ

ア， アブラハムへ も伝え られました。時の

絶頂の時代には主御 自身が この世 に来 られ，

人々に教えを説かれました。また主 とみ使

いはそれ をジェレ ド人，ニーファイ人に も

教え， この最後の神権時代には，主御 自身

と天父がジ ョセブ ・ス ミスを訪れてその姿

を示され，天からみ使い と啓示 を送って再

びその計画を明らかにされたのです。

さて次は，福音 を教えるための主のプロ
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グラムは両親の肩にかかっているというこ

とです。主はア ダム とイヴに，御 自身が教

えた福音を子供たちにも教 えるようにと特

にお命 じにな りました。そしてふた りはそ

の通 りにしたのです。聖典には，ふたりは

子供たちに 「すべての事 を知 らしめたり」

(モ ーセ5：12)と 記 されています。 しか

し，かの悪魔がアダム とイヴの子供 たちの

中に来て 「信ず るなかれ」 と言 ったのです。

その結果，多 くの者が信 じないようにな り，

「人はその時よ り， 肉体，肉欲，悪魔に従

う者 とな り始め」ました。(モ ーセ5：13)

主は あらゆる時代に予言者を通 して，子

供たちを教えるように と命 じてこられま し

た。主 は，アブ ラハムを知ってお り，アブ

ラハムがその子供 たちに教えてい くことも

知 っていると言われ ました。主がアブラハ

ムにそのような大 きな祝福 と約束 を授けら

れたのは， いずれに して もアブラハムがあ

る程度，行 ないを示 していたか らなのです。

この最：後の神権時代に，主は両親 たちに

子供 を 「光 明 と真理 の 中に」(教 義 と聖約

93：40)導 くよう言われました。そして，

ジョセブ ・ス ミスを初め とする指導者 の兄

弟たちを，命ぜ られたままに子供 を教 えな

かったこ とで叱責されました。

つ まり，人々に福音が伝えられるには，

主が予言者や他の義 しい人々にそれ をあら

わ し，両親がその子供たちに教えることが

必要なのです。

福音を教 えるのに必要な三番 目の事柄は，

神権者の働 きです。主は神権者に 「各会員

の家庭を訪れ，彼らが声 を挙げてもひそか

にて も祈 りをなし， またすべて家庭の務め

にいそ しむ ように勧め」 よと命 じておられ

ます。主はそのためのプログラムを教会の

中に定め られ， ここ数年は特にこのプログ

ラム を強調 しておられます。聖徒たちに福

音に従順な生活 を送 るように励 ます， この

ホームティーチ ングと呼ばれ るプログラム

を進めてい くのは，神権者です。

主は大管長会 を通 して，私たちが家庭の

夕べ と呼んでいるプログラム も定められま

した。この家庭の夕べ では，週 に一度，家

族 をひとつに集め，福音 を教えます。

以上述べ てきた事柄が，私たちが果たし

ていか なければならない責任です。私はこ

の席で話 してきたことが真実であると証す

ると共に， もし皆 さんがそれぞれに責任 を

果たされるなら，皆さん と皆さんの子供た

ちとは救いを受 けると約束 いたします。皆

さんが これらのことを実行できるように，

贈い主，イエス ・キ リス トのみ名を通 して

お祈 りします。アーメン。
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10月31日(金)一 般 大会午後の部 における説教

いざ救：いの 日を楽 しまん

七十人 第一定員会会 員

W・ グラ ン ト ・バ ンカL夕 一

兄 弟姉妹の皆様・私が子供の頃には， 日
本人にはめったにお 目にかか りません

で した。 またその頃の私に とって， 日本人

とは，海の彼方に住む奇妙 な国民で しかあ

りませんでした。それに私 たち とは違 った，

まるでわけのわか らない言葉 を話 します。

ですか ら子供の頃の私は皆 さんをきっと.怖

が っていたと思 います。皆 さんがそばに来

たらきっ と一 目散に逃げたことで しょう。

これ と同 じ思いを，私たちはレーマ ン人や

メキシコ人に対 して抱 きました。またギ リ

シャ人や イタリア人に対 しても同様で した。

高校時代の頃のことですが，私はヘ ン リ

ー ・モ リシタとい う人 と知 り合いにな りま

した。彼は学校 で一番のフ ットボールプレ

ーヤーでした
。それから後，いろいろな日

本人の方 とお会 いするようにな りました。

その中のひ とりが，農業 を営んでいたユー

カス ・イノウエ とい う人で した。私は彼が

その器量を高めて立派な指導者になるのを

この 目で見て参 りました。彼はありきた り

の人間でいるこ とに満足せず， 自分の能力

を常に伸ば して，様々な事業に成功 を収め

ました。そして，ユ タ郡の地方 自治体 の長

になったのです。私たちは長 い間近所づ き

あいをして きました。彼は私たちのステー

キ部 では高等評議員の職にあ りました。そ

して今，皆様の神殿の第一副神殿長 を務め

てい ます。私に とって，彼は愛す る兄弟で

あ り，親 しい友人です。私 は彼 と顔 を合わ

せて も， もう逃 げた り隠れたりしません。

もっ とも彼が話す言葉は，いまだもって私

には奇妙に聞こえますが。

また私は，ア ドニー ・小松長老，菊地良

彦長老 というふた りの方々に，偉大 な信仰

とみたまの力を感 じます。おふた りは，教

会の七十人第一定買会に大 きな影響力を及

ぼし，謙遜 と献身の偉大な模範 を示 して下

さっています。私は以上述べた ような方々

を通 じて， 日本人の方々に賛嘆の念 を持つ

ようになりました。私は， 日本人の方々が

勤勉な， しか も活力にあふれた方々である

ことを知 ってお ります。皆様は秩序を重ん

じる方々，生まれなが らにして丁重 さを身

につけた魅力あふれる方々です。皆様がこ

の地上の民の中で最 も偉大な民に数 えられ

ることには，疑いの余地があ りません。

こうしたことについて考える時，エペ ソ

人への手紙の中の一節が，大 きな意味を持

って くるのです。

「そこであなたがたは
， もはや異国人で

も宿 り人で もな く，聖徒たちと同じ国籍の

者であ り，神の家族なのである。」(エ ペ ソ

2：19)
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私 の今 回の 日本滞在はほんの短期 間です

が， この美 しい国 を去 る時にはきっ と涙が

こみあげて くることでしょう。

神権者の群 れの中で管理の職に就 くとい

うことは，私 にとって霊 的に大変な重荷で

す。22年 前に伝道部長 としてブラジルに行

った時のことです。教会員数 は3千 人足 ら

ずで，教会管理の重荷 を共に担 って くれる

人はほ とん どいませ んで した。私は地球 の

半分の重 さが両肩にの しかかって きたよう

に思 ったほ どです。しか し今 日，ブラジル

には10万 の教会員がいて，地元か ら地区代

表や ステーキ部長が召 されています。 また

伝道部長 も地元の人です。それに神殿があ

り，神殿長会 も地元の会員から召されました。

さらに，他の国々へ向けて宣教師 を送 り出

しているのです。彼らは神の民です。奇 し

きみ業が彼 らの中に展開 しているのです。

同じことがここ日本の地に も起こ りまし

た。忠実 な家族 と偉大な指導者 とを持った

この民の群れは一体 どこか ら来たのでしょ

うか。ある人々は，世界は無か ら作 られた

と言います。 しか し私たちは，主が この世

界を創造 される時に言われた言葉が真実で

あることを知 っています。主 は 「これらの

材料 をとりて」(ア ブラハム3：24)と 言 わ

れました。 ここ日本の地 において神の王国

を確立す る材料は，皆様方の内にあります。

必要 なのは， その材料 を見いだし，組織す

ることです。東京にはまだ組織 されていな

いステー キ部が どれだけあるか，わかって

いる人はいるでしょうか。ベ ンソン会長は

過 ぐる日曜 日に，新 たにひとつのステーキ

部を東京の地 に見いだ しました。十二使徒

のハ ワー ド・W・ ハ ンター長老は4年 前，

メキシコ ・シティーで，1日 に12の ス テー

キ部 を 「発見」 しました。そ うです。東京

には新 しいステーキ部は25も50も 潜;在して

いるのです。ペテロは次の ように述べてい

ます。

「あなたがたは
，以前は神の民でなかっ

たが， いまは神 の民であ り…」(1ペ テロ

講 、羨 メニ翻膨ン ぜ
、㌧_・謹 ボ
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2：10)

すべ ての教会員は，神の民 を生者，死者

を問わず主の前に確立する とい う召 しを持

っています。では，私たちはなぜ神の民 と

なることを望むので しょうか。それは，祝

福があるからです。皆様はどのような祝福

をお望みでしょうか。裕福になって経済的

な問題か ら逃れることで しょうか。そうで

あれば，監督の もとに行って借金 を求める

こ とはしないで下 さい。ある地域で，19の

家族が事業 を始め るために借金をしました

が，全部失敗 して しまいました。 このよう

に，監督から借金 をして始め る事業は失敗

します。事業で成功 したければ什分の一を

納め，借金をしないようにす ることです。

皆様は健康 な体 を持ちたい とは思いません

か。そ う思 うならば知恵の言葉 を守ること

です。離婚 して教会に背 きたい とお思 いの

方はいらっしゃるで しょうか。そうしたい

方は，情欲 をもって禁 じられているものに

目をとめるようにして下さい。神 を信 じる

家族 と共に愛ある家庭 を築 きたい方はどう

でしょうか。その方は毎週家庭の夕べ を開

き，子供たちに祈 ることを教えて下さい。

そして，この世の もの をすべて捨てて神の

民の群れの中に入 りたい とお思 いの方は，

どうぞ予言者の声に耳 を傾けて下 さい。必

ずしもすべての教会員が予言者の言葉 を記

憶 しているわけではあ りませ ん。 この大会

で予言者は何 を言われたでしょうか。 まず

宣教師 となるように，次いで神殿に参入す

るように，そ して子供に福音 を教 えるよう

に言われました。'

また私はキンボール大管長 とお近づ きに

なって久 しいのですが，私の半生において

私に最：も大 きな影響 を与 えた人は大管長 で

はありません。このように言いまして も，

20

大管長は気分 を害 されない と思います6私

の人生に最 も大きな影響を与えた人， それ

は父 と母です。その影響力は他のすべての

人の影響力を合 わせ たものよりも大きいも

のです。こう申し上 げて，妻が気分を害さ

なければよいと思っています。

またキンボール大管長は，少年はすべて

伝道に出るべ きであると言われました。ま

たきょう，大管長は 「歩み を速めるように」

と言われました。 さらにピー ターセン長老

は，昨 日の宣教師大会で， イザヤ書第2章

の言葉に心 を留め るように言われ ました。

「終 りの 日に次のことが起る。主の家の

山は， もろもろの山のか しらとして堅 く立

ち， もろもろの峰 よりも高 くそびえ，すべ

ての国はこれに流れて き，

多くの民は来て言 う，『さあ，われわれは

主の山に登 り，ヤ コブの神の家へ行 こう。

彼はその道 をわれわれに教 えられ る，われ

われはその道 を歩 もう』 と。律法はシオン

か ら出，主の言葉はエルサ レムか ら出るか

らである。」(イ ザヤ2：2-3)

これ は偉大な聖句です。この聖句には万

感の情が込め られているのです。あたか も

予言者イザヤが私たちに， この世 の未来の

行 く末 を示現 を通 して示 して くれているよ

うです。きょう， 日本の民の間でこの予 言

が成就 しました。神殿の建立 と共に，永遠

の完 き福音が 日本の地にや って来たのです。

い ざ救いの日を楽 しまん

もはや迷 うことはなし

よきお とずれは世 にひびき

あがないの日は近づ く

イ エ ス ・キ リス トの み 名 に よ り お 話 し致

し ま し た 。 ア ー メ ン 。



10月31日(金)一 般大会 午 後の部 における説教

日本に宣言された祝福

愛 する兄弟姉妹の皆様 そして宣教師の
皆様， この歴史的な教会の150年 祭 に

あたる今年， この日本の地に住む私たちは，

天のお父様か ら数 え上げ られない程の豊か .

な祝福 をいただいています。その中でも神

殿 を与 えられたこ とは特別な祝福です。 こ

れはこの国で伝道が開始 されて79年 目に与

えられた神様か らの祝福です。

後に大管長 となった， ヒーバー ・J・ グ

ラン ト長老が，キ リス ト教国でないこの 日

本の国を最初の宣教師たちと一緒に訪れ る

ため，ソル トレーク ・シテ ィー を発 ったの

が，79年 前のことです。

私たちは18番 目の主の宮居 を天のお父様

か らいただ きました。愛するスペ ンサー ・

W・ キンボール大管長によって，今週の月

曜 日に，天のお父様に， この 「神の宮居」

を奉献 していただ きました。 日本人は もち

ろんのこ と，アジアに住む数 多 くの人々に

祝福が与 えられ るよ うになりました。

兄弟姉妹の皆様，韓国の兄弟姉妹 たちが

その国に神殿が建てられるまで，御夫婦 で，

この東京の神殿においでになれるように，

是非，お祈 りしていただ きたいと思 います。

ヒーバー ・J・ グラン ト長老 は，1901年

7月24日 に ソル トレー ク ・シティーを出発

しました。その 日は，開拓者たちがソル ト

七十人第一定員会会員

菊 地 良 彦

レー ク盆地 に到着 したことを祝 う54周 年記.

念 日でした。町の人々は喜 びに胸 をはずま

せていました。町は霊的な雰囲気に包まれ

てい ました。その中で多 くの教会幹部はグ

ラン ト長老 とその一行 を見送 りました。

彼 らが 日本に着いたのは，1901年8月13

日で した。私たちは今，天のお父様か ら「最

も輝か しい祝福」 を受け ようとしています。

そして現実に今， その最 も素晴 らしい祝福

を受 けるために，天のお父様か ら神殿 をい

ただ きました。

グラン ト長老は霊感に満たされて， 日本

の国民に次のようなメッセージを述べてい

ます。私はその一部 をここでお読み したい

と思います。

「我々は皆様方に値の知れぬ大切な祝福

を差 し上げ ます。それは世の ものではな く，

生け る真の.神が威厳 と栄光の中に住みたま

い，支配 されてお られる天与の祝福であ り

ます。皆様方の先祖 は善 いものを受け，善

を行 なうよう導 きを受けて参 りました。 そ

れは霊妙 に輝 くかすかな光に似てお ります。

我々が皆様にお伝えす るのは完全な真理の

光，光の源であられる偉大な御方か らの教

えなのであ ります。この光 と真理 を受け入

れ，永遠 の神の御前に通 じる唯一の道 を歩

んで下 さい。かようにすれば，皆様 の心 は
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平 安 と愛 と喜 び に 満 た さ れ ， あ ら ゆ る国 々

の 偉 大 で 高 潔 な 入 々 と ひ とつ に な る 方 法 を

知 る こ とが で き る で し ょう。」 びAddressto

theGreatandProgressiveNationofJapan"

M〃6伽1S孟 α7『発 展 途 上 に あ る偉 大 な国 ，

日本 に 対 し て 語 る 』 「ミレ ニ ア ル ・ス ター 」

1901年9月26日 ，pp.62527)

グ ラ ン ト長 老 は ， 私 た ち 日本 人 に こ の よ

う に 言 わ れ た の で す 。

あ あ ， 私 た ち 日本 の 聖 徒 た ち に今 注 が れ

よ う と し て い る祝 福 は ， 何 と栄 光 に 満 ち て

い る こ と で し ょ う 。

このグラン ト長老が予言なさった 「大い

なる光 と真理」は，キンボール大管長が献

堂な さった神殿で，今まさに，私 たちに与

えられようとしているのです。

グラン ト長老は続けて次の ように言って

おられます。

「あらゆる人々が
， さらに大いなる光 と

真理 の現わされる時代 を待 ち望 んでいまし

た。我々は皆様方に宣言 します。大いな る

啓示が下 された と。我々はこの啓示 を皆様

方にお伝えす るために，いと高き所よ り命

を受 けて参 りました。」
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私は今， この薄い，極めて薄い幕の彼方

におられるヒーバー ・J・ グラン ト大管長

に感謝 を申し上 げたいと思い ます。

グラン ト大管長，そしてその一行の方々，

薄い， それはそれは薄 い幕の彼方においで

になる皆様方，そして永遠の父なる神様，

そしてイエス ・キ リス ト様， そしてここに

おいでになる教会 の偉大な，霊的な指導者

の皆様 に，私は 日本人を代表 して， また全

アジアの民 を代表 して，あ りが とうと申し

上 げたいと思 います。

兄弟姉妹の皆様，私たちは，今週の月曜

日か ら， この予言が成就 したのを目のあた

りに見てきました。神殿の完成を見ました。

おお，何 と，何 と主の愛の深いことよ。

おお，何 と，天の御父の愛の深いことよ。

おお，何 と，教会の立派な指導者 たちの愛

の深いことよ。

グラン ト大管長 はじめ，た くさんの人々

の犠牲によって捧げられた 「さらに大 いな

る光 と真理」が現 わされるに至った今 日，

兄弟姉妹の皆様，皆様はこの「大いなる光」

と「大いなる真理」の素晴らしい恵み をどの

ように心得，どのように御 自分の生活の中

に取 り入れ ようとしておられるで しょっか。

夫婦の絆 を強 くしようではあ りませんか。

指導者が言われたように，家庭の夕べ を

熱心に開こ うではあ りませんか。

熱心に， それはそれは熱心にお祈 りしよ

うではありませ んか。

た くさんの指導者がお勧め下 さるよっに，

真面 目に聖典 を学ぼ うではあ りませんか。

若い兄弟姉妹，神の宮居に入れるように

努力 しようではあ りませんか。いかなる世

の汚れにも染まらない ように，世の汚れに

「絶対」染 まらないように清 くあって下さい。

系図 を調べ ましょう。神殿を.訪れましょ

う。

私たちの愛 を， 日本人に， またアジアの

人々に対 して愛 を深めましょう。

什分の一 を納めましょう。

知恵の言葉 を守 りましょう。

断食献金 を納め ましょう。

大管長の神殿の献堂の祈 りにあったよう

に， 日々の生活の中で熱心に， この与えら

れた素晴 らしい祝福 を人々に伝 えるように

努め ましょう。

私たちが利 己的な思 いをもって私たちの

中にこの福音 を包み込 んでしまう時，私た

ちはその福音 を失 って しまうと，教会の指

導者は言っています。福音 を 「熱心に分か

ち与 えようと努力す る時に，私たちは福音

を守 る」ことがで きると，モンソン長老は

言ってお られます(Eη ∫忽η「エ ンサ イン」

1977年10月 号 ，p.11)。

も う一度私はこの席 をお借 りして，スペ

ンサー ・W・ キンボール大管長に， ありが

とう， ありが とうと申し上 げます。そして

ロムニー副管長，ベンソン会長， ピー ター

セン長老， ヒンクレー長老，ハンクス長老，

バ ンガー ター長老，小松長老，その他の教

会幹部の皆様，ス ミス姉妹， キャノン姉妹，

その他大会の準備 をして下 さった方々， ま

たデモンテ ・クムズ兄弟に感謝 を申し上げ

ます。田中長老 をは じめ，用意 を整 えて下

さった方々に感謝申し上げます。

また，この2週 間半の間，陰でお祈 りし

て下さったキンボール姉妹は じめ，他の教

会幹部の姉妹の皆様に感謝 申し上げます。

この祝福 を忘 れないよっにしましょっρ

イエス ・キ・リス ト様は本当に生 きておられ

て，私たちにもっ と主のみ業に励みなさい

と述べ てい らっしゃいます。イエス ・キリ

ス トのみ名によ り申し上げ ます。アー.メン。
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10月31日(金)一 般 大会午後の部 における説教

教会の出ずる国

十二使徒評議 員会会員

ゴ ー ドン ・B・ ヒン ク レー

一 んにちは
。兄弟姉妹の皆さん， きょう一

このようにして皆 さん方 と共に集 うこ

とができたいへん光栄に感 じています。こ

の素晴 らしい特権 に心から感謝 したいと思

います。約20年 前，私 は大管長会か らアジ

アの地域における教会のみ業 を管理す る責

任を受けました。そして日本の多 くの場所

で教会員の方々に繰 り返 し話 をしてきまし

た。そして私こそこの日本の地で起こった奇

跡の証 人であると申し上げます。私は今で

も日本の初期の教会の姿 をはっ きりと覚え

ています。私は 日本各地に広がる教会のす

べ ての支部 を訪れ ました。南は沖縄の那覇

から，北は札幌，小樽，室蘭，旭川に至る

まで訪問 しました。そして私たちは小 さな

家で集会を開 きました。教会の手で正式に

建て られた集会所はどこにもあ りませんで

した。教会員は少な く，福音の知 識 も乏 し

い，いわば子供のような存在でした。多 く

の人が教会に入 り，そ して信仰 を失 って去

って行 きました。 しか し，これ まで大勢の

人々のたゆみない努力によって，かな りの

数の教会員が信仰 を保 ち続けて きたのです。

男女を問わず彼 らの信仰は犠牲 と不人気 と

いう火の中で試されてきました。今 日， こ

うして皆 さん方の顔を拝見致 します と，感

謝の気持ちで一杯にな ります。皆 さんが果

た して下 さったことに心か ら感謝 したいと

思 います。皆 さんの信仰 と努力に感謝 しま

す。皆さんは多 くのことを成 し遂 げられま

した。皆 さんは喜んで 自分の財産 を捧 げま

した。主のみ業のために自分の才能 を惜 し

み なく捧げてきました。

私の心は喜びで満ちあふれています。神

殿の献堂式や この大会 で聖歌隊の素晴 らし

い歌声 を聞き，またこの壇の前に飾 られて

いる美 しい花 を目に して， この国の民が持

っている芸術の才に感謝せずにお られ ませ

ん。

先程，菊地長老はグラン ト大管長がその

一行 と日本の地 を訪れた時のことをお話に

な りました。 グラン ト大管長はかつて この

よっに記しています。

「私 には
， この伝道部が教会の中で最 も

成功 した伝道部のひとつになるという揺 る

ぎない確信がある。最初はゆっくりとした

歩みか もしれない。 しか し刈 り入れは偉大

なもの とな り，やがてそれは世の人々を驚

かす もの となるであろ う。神がそのみ手 を

この国の上に注いでこられたからである。」

私は， グラン ト大管長がこの言葉を述べ

た時，予言者 として語 られたことを信 じて

います。今， この 日本の地には約5万 人の

末 日聖徒が います。私はこの大 きな会場 の
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上 に掲げられている国旗 を見上げていまし

た。 この国旗に象徴 されるように， この国

はまさに 「日出ずる国」 で同様に私は， こ

の国が 「教会の出ず る国」であると感 じて

います。

そこで今 日ここに集っている皆さんにひ

とつのチャレンジを差 し上げたいと思いま

す。私は5年 前にこの地を訪れた時，神殿

が建設されるまでに教会貝が5万 人になる

よう努力 して欲 しい と申し上げま した。 し

か しほんのわずか及ばなか ったようです。

現在，教会員数 は48，627名 だ と聞いていま

す。一間一ただ今菊地長老が，今月その5

万 人 を達 成した と教えて下さいました。(笑

い)ス バ ラシイ!兄 弟姉妹の皆さん，本当

に素 晴らしいことです。

では，今か ら5年 後の ことについて考え

てみ ましょう。その時， 日本の教会員は10

万 人になるでしょう。そうす るためには，

毎年1万 人の教会員が増 えれば よいわけ で

す。私は，皆 さんが それ以上 にで きる と思

い ます。皆 さん方が必ず それ以上の ことを

達成することを知っています。 またそうで

きることを確信 しています。 また主の祝福

があって，皆さんはそれ以上 のことを達成

できると思い ます。

私 の好 きな聖句のひとつに，第IIニ ーフ

ァイの第29章 の聖句があ ります。その第7

節 で，主はニーファイを通 して次のよっに

言われました。

「国民は一つよ り多 くあるを知 らずや。

汝 らの神にして主なるわれが万人を造.りし

を知 らずや。 またわれが海の島々に住む者

のことを忘れ ざるを知 らずや。」

このように主は，将来に関す る約束をさ

れた時に海の島々のこ とに触れ られ ました

が，私には 日本がその島のひ とつに入って

いたのではないか と思えてな りませ ん。 日

本は海の島々か ら成 る国です。文字通 り多

くの島々か らなる国です。主が海の島々に

住む者の ことを忘れ ざるを知 らずや と述べ

られた時，私は主が今 日の皆 さんのことを

述べ られたのだと思 います。

兄弟姉妹の皆 さん，今 日は 日本の教会歴

史における大いなる 日です。昨 日，私たち

は 日本で働 く1500人 の 宣教師に会いました。

その うち1200人 は海外か ら来た宣教師です。

私はそれを見て，これは何 と素晴 らしいこ

とだろうか と思 いました。 この独立国家 日

本に，1200人 の宣教師が 自由にやって きて

生活 し， 回復 されたイエス ・キ リス トの福

音 を教 えているのです。 日本の政府はこの

み業に対 して何の制限も加 えていません。

この国のお客 として 自由に入国す ることを

許 しています。これは本当に素晴 らしいこ

とです。今 日は世界の平和の 日，私たちの

国，皆さんの国にとって平和の訪れる 日で

す。今 日こそ，私たちの頭上 で平和の光が

輝 く間に歩み を速める時です。私はこのよ

うな状態がいつ までも続 くように願ってい

ます。 しか し，私たちはこの ことを十分に

認識 してみ業 に励む必要があ ります。その

機会 に応えて一生懸命に働かなければな り

ません。その機会は私たちの前に横たわっ

ているのです。私たちはこの国に住むすべ

ての民にこの福音 を宣べ伝える責任 を負っ

ています。この国にはイスラエルの血が流

れています。初期の時代，グラン ト大管長

はこう記 しています。

「この国の民の血管 の中にはリーハ イの

血が流れている。」以前，私はイスラエルの

血 をひ く民が 日本にいると思 うか と尋ね ら

れ たこ とがあ ります。私は，何の疑いもな

くそう思 うと答えました。私はこの民の改
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宗の奇跡をこの目で見， イスラエルの血を

引 く人々が ここにいるこ とを確信す るよう

にな りました。

兄弟姉妹の皆 さん，私 たちの前に横たわ

っている将来に目を向けなが ら，主が愛 し

ておられるこの国にシオンを築 こうではあ

りませ んか。私は皆 さんにこう提案 したい

と思い ます。来年の8月 に，伝道部，ステ

ーキ部の全会員が
，80年 前 日本 を訪れた宣

教師 を記念する 日を祝 うようにして下 さい。
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そしてその 日を迎 える備え として，ここに

集 ってお られ るすべ ての人々，また皆さん

が影響 を与えることのできるすべての人が，

この素晴 らしい書物を読むように提案致 し

ます。 日本の民についての約束が記されて

いるこのモルモン経を読んでいただ きたい

のです。これが，私が皆 さんにお願いした

い第1の 備えです。

第2に ，すべての成人会員は神殿の推薦

状 を受けるにふさわ しくあってもらいたい

ということです。私が今 ここにもっている

神殿の推薦状は，私が これまで手にした ど

の クレジ ットカー ドよ りも価値 あるものだ

と思 っています。なぜな らば， この推薦状

は私が主の宮居に入る資格 を与 えるものだ

か らです。 これが第2の 備 えです。

第3に ，祈 りの気持ちで一生懸命努力 し

ていただ きたいということです。主 の導 き

を願 い求め，皆 さんが福音 を分かち合える

人々を捜 していただきたいのです。そうす

ればこの地上でほか では得 ることのできな

い ような喜びを得るに違 いあ りません。主

は皆 さんを祝福 され，皆 さんは他の人々に

祝福 をもたらすのです。そして多くの人々

が教会あ中で成長す るのを目にする時，心

の中に麗わしい快 い思いを抱 くに違 いあ り

ません。

兄弟姉妹の皆 さん，必ずできます。皆 さ

んはすでに何がで きるか を証明 して下さい

ました。 しか し，まだ もっと偉大なことが

起こるのです。この部会の初めに，聖歌隊

が，「恐れず来たれ聖徒」を歌って下 さいま

した。そこで皆 さんに申し上 げたいと思 い

ます。

「恐れず来たれ聖徒 進み行け よ

その旅はつ ら くとも 恵みあらん

無益 な憂いは 払いて努めよ

されば喜ばんすべてはよし」

(讃 美歌23番)

私 はこの讃美歌の言葉が真実であるこ と

を信 じています。 もし私たちが期待 される

ような努 力をす るならば，主は私たちの必

要に応 じて祝福 を与えて下さるで しょう。

私は今朝， イスラエルの民がエジプ トから

導 き出された時の話を読 んでいました。紅

海の岸辺 にた どり着いた時，イスラエルの

民は恐れました。後方にはエ ジプ トの軍勢，

前方 には大海が横たわっていたか らです。

ひ き返せば滅ぼされてしまい ます。また前

進すれば，大海でおぼれるしかないのです。

そこでモーセは主に請い願い ました。主は

モーセに，前進す るよう命 じよ， と言われ

ました。モーセはそのつえを高 く掲げまし

た。する と海はふたつに分かれ，イスラエ

ルの民は救いの道 を進んでいったのです。

これは現在の私 たちについて も言えること

です。私 たちには， そのつ えを高 くかかげ

る予言者がい ます。そして主は私たちに前

進せ よと告げてお られます。神の祝福があ

って私たちがこの 日本の民の救いのために

前進することができるように願 っています。

またこの 日本の地に主の王国を築 き，また

私 たちが住むこの国に祝福 をもた らされ る

ように心か ら祈 っています。そしてこのみ

業が真実 であることを証 し，皆 さん方一人

一 人の上 に天の祝福があるように祈 り
，す

べ てをイエス ・キ リス トのみ名によって申

し上げ ます。アー メン。
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10月31日(金)一 般大会午後 の部に おける説教

互いに愛し合いなさい

愛 する兄弟姉妹の皆様・この素晴らい'
地域大会 を終えるにあたって，皆様方

一人一人に今一度私の深い愛 をお伝 えした

いと思います。そ してこの大会にお出で下

さったことを心か ら感謝 申し上げ ます。

先程，ヒンクレー長老はこの国でこれま

でに起 こったことについて詳 しく話 して下

さいました。私はこの ヒンクレー長老が述

べ られたこ とに賛意を表 し，提案 なさった

こ とに心から従いたいと思い ます。

本当に忘れがたい栄 えある大会 でござい

ました。私 たちは皆この大会 をいつ までも

忘れないこ とで しょう。 もう一度私の気持

ちを申 し上 げたいと思 います。5年前の1975

年8月 にこの地 を訪れて以来の， この美し

い国における教会の発展に私は深 く心 を打

たれてお ります。

「.5年前
，私たちは皆様方に証 をさせ てい

ただきました。そ して本 日， さらに多 くの

証 を述べて まいりました。兄弟姉妹の皆様，

ここで証 されたことがすべて真実であると

今一度，皆様方に証 したい と思い ます。

ある教会幹部の方はジ ョセブ ・ス ミスに

ついてお話 をして下 さいました。御存 じの

ように，ジョセブ ・ス ミスが森に入って，

祈 って以来，偉大なことが起こ りました。

多 くの驚嘆すべ きことが起 こったわけでご

大管長

ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル

ざいます。私 は，教会員がほんの一握 りし

か いない時代の こともよく覚 えています。

当時初めてのステーキ部がアメ リカの東部

で組織 されました。そ して，アメリカのロ

サンゼルスやサ ンフランシスコで初めてス

テー キ部が組織 された時の ことをよく覚 え

ています。この少年が森に入って以来，偉

大な驚嘆すべ きことが数 々，起 こって まい

りました。ジョセ ブ ・ス ミスの祈 りに答え

て，御父 と御子が親 しく現われた もうたの

です。御二方はこの14歳 の少年 にみ姿 を現

わ し，回復 された福音の貴い教えを与 えら

れたので した。その時以来，全米に数々の

ステーキ部ができました。そして，今全世

界の国々にステー キ部がで きつつ あります。

世界中でた くさんの素晴 らしい人々が教会

に入っています。今や，神様のみ業は大 き

く前進 しつつあ ります。その発展の過程 を

見て，私たちは大きな喜び を感 じています。

14歳 の少年が森 に入って祈 ったことで，

現在3万 を越える専任宣教師が世 界各地に

出かけて行 き，御 父の子供たちに福音を宣

べ伝えてい るのであ ります。

福音は宣べ伝え られ，教会 は栄 え， 人々

によ り主は讃美されていらっしゃいます。

神 は実に生 きてい らっしゃいます。イエス・

キ リス トは神 の御子であ り，すでに栄光 を
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受け られた御方です。私たちは皆様方 とひ

とつになって，これ らの大いなる祝福 の故

に主に感謝 を捧 げるものであ ります。

兄弟姉妹の皆様，皆様の回 りに家族を引

き付けてお くように して下さい。 もしも何

か誤解があるならば， それを晴 らす ように

して下 さい。互 いに赦 し，忘れるようにし

て下さい。過去 の退廃的な気持ちを持ち続

け ることのないように， また愛 と命 をそこ

なうことのないようにして下 さい。皆様の

家庭 を整えて下 さい。互いに愛 し合い， ま

た自分 自身の ように隣 り人を愛 して下 さい。

本 日，教会の幹部の皆様がお話されたよ う

に神の戒め を守 り，神に近づ くようにして

下さい。

何 回も申し上 げるようでございますが，

私たちは皆様方を愛 し， また皆様方がこの

み業のために固い決心 を持 って通進されて

いるこ とに心か ら感謝 しています。神の祝

福が皆様の家庭に，家族に，子供 さん方に，

また皆様の行な うすべ ての事柄の中にあ り

ますように祈 っています。それぞれの家庭

へお帰 りになる時に， この素晴らしい大会

で味わった気持ちをそこな うことのないよ

うに どうかお気を付けてお帰 り下 さい。

私 は深 くへ りくだって証 を述べ ると共に，

皆様へ祝福があるよう主にお祈 り致 します。

真理 と誉れをしっか りと保つ ように して下

さい。私 は皆様 に私の愛 と祝福 をお残 し致

します。イエス ・キリス トのみ名により申

し上 げます。アー メン。

臨翻
譲 ，羅 欝灘 観

識

鱗

講

懸

!繍

'℃ 囁炉

講

穴櫻
、臨 ，

まこ ヒ 　

警灘 、難鰯 隠 欝 磁

㌧P蓄 喚; .蹟

毒r

ピ ミヒ 　

難 。 ，
ミ　ド

鰭翻 奪

繍、

灘

騨

奪

29



10月30日(木)神 権 部会 における説教

神権者に課せられた

3つ の責任

十二使徒評 議員会会員

マ ーク ・E・ ビータ ー セ ン

兄 弟たちの美 しいコー ラスに心か ら感謝
します。スペ ンサー ・W・ キンボール

大管長をお迎 えして ここに集会 を開けるこ

とは，実に名誉なことです。キンボール大

管長は主の予言者であ り，聖見者 であ りま

す。予言者ジ ョセブ ・ス ミスは福音 を回復

するために主 より召され， 多 くの天使 の訪

れを受けて様々な権能 と神権 を授か りまし

た。 ジョセブ ・ス ミスに与 えられた これ ら

すべての権能は，現在 キンボール大管長に

授けられています。そしてこの権能のゆえ

に， キンボール大管長は大 いなる神の予言

者 と呼ばれるのです。ですか ら，先程 も申

し上げましたように， キンボール大管長 と

共に集 うことは，非常に名誉なことなので

す。

兄弟の皆 さん，私 たちにとってもうひ と

つ名誉なことは，聖 なる神権 を有 している

ことです。皆さんが受けている祝福 にあず

かっている人が， この世 でいか に少数であ

るか考 えてみて ください。現在 ここに神権

者が集 まっていますが，全世 界の人口か ら

比較すれば，ほんのわずかな数 にす ぎませ

ん。 しか し，この世 で聖 なる神権 を持つ者

は，私たちだけなのです。世界各地 に住む

忠実な男性教会貝だけが神権 を有 している

のです。末 日聖徒 の兄弟たちは，この地上

で全能 なる神 を代表 しています。神は私た

ちに神権 を与 えて くださいました。そ して，

その神権 を尊ぶ ように望んでお られ ます。

私はここで，神権者の持つ3つ の責任に

ついてお話 したいと思 います。

第1の 責任は，神権 を持つ者 としてふ さ

わしい生活をすることです。神 の戒めを守

るには， まずそれが何であるか知 らなけれ

ばな りませ ん。一人一人が聖典 を学んで，

戒めについて知 る必要があるのです。そう

すれば，戒め を勤勉に守 ることがで きるで

しょう。

また主は私たちに奉仕す るように望んで

お られ ます。私 たちは言行 を一致 させ，主

の器 として清 くなければな りません。神権

を持 ちなが ら， それを尊重 しない人など考

えられないことです。私たちは義 しい生活

をす ることによって，神権 を尊ぶのです。

清い生活を習慣 とし，思いを清 くし，心の

中によこしまな気持ちを抱かず，あ らゆ る

点において正直に振 る舞います。 うそをつ

かず，人を欺 いた りごまか した りせず，正

直に義務 を果たし，謙遜 な気持 ちで神権 を

行使 します。 もし私 たちが謙遜でなければ，

神権 を尊重 していることにはな りません。

私たちは人に親切に します。主は私たち

に，「心 をつ くし，勢力 をつ くし，思 をつ く

30



し，体力をつ くして」(教 義 と聖約4：2)

神 を愛す るように，命 じられました。これ

は，神権 を持つすべての兄弟に課せ られた

義務です。現代におけるこの啓示では，神
つ と め

への愛が 「神 の役務 をなす」 とい う言葉 で

表わされています。つ まり，心 を尽 くして

主 を愛するだけでな く，心 を尽 くして主に

仕えるように命 じてお られ るのです。それ

に続 く大切な戒めが，「自分 を愛するように

あなたの隣人を愛せ よ」(マ タイ22：39)で

す 。ここで主は，私 たちが この戒めに従 っ

て生活できるように， もうひ とつの戒めを

与えてお られます。それは黄金律 と呼ばれ

ています。つま り，「何事でも人々からして

ほ しいと望むことは，人々に もその とお り

にせ よ」(マ タイ7：12)と い う戒めです。

これは人に思いや りを示すための大切な方

法です。

さらに，道徳的に清 くな りなさい という

戒めがあ ります。私 たち神権者は高潔 な人

になるべ きです。不道徳なものは，それが

何であれ生活の中に取 り入れてはな りませ

ん。情欲 をもって女性 を見てはな りませ ん。

男性 に対 しても同 じです。汚れた写真 を見

た り，不道徳 な話をした りしてはなりませ

ん。兄弟の皆 さん，主が私たちに清 く汚れ

のない人物になるよう望んでお られ ること

をいつ も忘れないで下さい。

神権者 に与 えられた第2の 責任は，家庭

を尊ぶこ とです。私 たち神権者は，義に よ

って家庭 を治め ます。いかなる場合 も暴君

として君臨 してはな りません。家庭の中で

も黄金律 に従 って生活 し，妻子に対 しては

やさしく思いや りをもって接するべ きです。

不親切な行為や妻子 の虐待，過度の罰を慎

み，家庭の中に愛を育むために最善 を尽 く

すのです。家庭内で争わず，不敬な言葉 を

使わず，知恵の言葉 に従 って生活 し，子供

たちに毎 日福音 を教 えるようにしたいもの

です。

ここで皆 さんにひ とつの提案 をしたい と

思います。それは，各家庭で毎 日聖典を読

む ことです。新約聖書か ら毎 日1章 ずつ読

んで下 さい。1日 に10分 とはかか らないで

しょう。マタイによる福音書か ら始めて毎

日1章 ずつ読めば，その福音書は全部で28

章 ですか ら，1カ 月で読み終 わります。そ

れか ち，マルコ， ルカ， ヨハ ネによる福音
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書 と読み進んで下さい。毎 日1章 ずつ読ん

でい くのです。マルコによる福音書は16章

か ら成っていますか ら，16日 で読み終わ り

ます。同じようにル カによる福音書， ヨハ

ネによる福音書を読みます。四福音書 を読

み終えたら，ニー ファイ第三書を読んで下

さい。私たちが毎 日救い主について読むな

らば，私たちの生活はいかに高め られ るこ

とでしょうか。

家庭 の中で毎 日祈っていただ きたい と思

います。朝晩欠か さずに家族の祈 りを捧げ，

食事の前には食物 を祝福 して下さい。

大管長会は，毎週月曜 日の夜に家庭 の夕

べを開 くように勧告 しています。皆さんは

神権者 として，家庭の夕べ を導 く責任があ

ります。家庭の夕べが毎週楽 しい もの とな

るように計画 して下さい。家庭の夕べ の時

間 をすべて聖典 の勉強に当てる必要はあ り

ません。歌 を歌い，ゲームを楽 しみ，愉快

な時を過 ごしましょう。奥さんにはおいし

い食物 を用意 して もらいましょう。それか

ら30分 間，子供たちに福音を教えるために

使います。この ようにすれば，皆 さんの生

活は本当に豊かな ものになるでしょう。 ま

た，家族 を福音に改宗す る助けになるでし

ょう。家族 を改宗す ることは，皆 さんに与

えられた責任 です。皆 さんは，御 自分 の家

庭における宣教師になるのです。この よう

にして家族 を改宗す るならば，彼 らは生涯

にわたってその祝福にあずか るで しょう。

もう一度申し上 げますが，神権者は家庭

にあって清 く高潔な人でなければな りませ

ん。家族に正直 と純潔について教 えて下 さ

い。兄弟の皆 さん，奥 さん との関係 を清 く

保つように。そこに汚れた行為 を取 り入れ

てはな りませ ん。彼女が全能 なる神の娘で

あることを忘れないで下 さい。 どうぞ，奥
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さん との間に清い関係 を築いて下 さい。.ま

た，行ないだけでな く言葉においても清 く

あって，家庭の中に徳 を築 き上 げて下 さい。

神権者に与 えられた第3の 責任は，教会

で活発になることです。不活発であっては，

自らを救 うことはで きません。支部や ワー

ド部か ら与えられた責任 を受け入れて下 さ

い。現在何の責任 も受けていない人が いま

した ら，監督か支部長の ところぺ行 き，そ

のことについて話 し合 うこ とです。そ して

責任を受けた時には， それに伴 う義務 を自

覚 し，立派にその責任 を果たして下 さい。

私たちは，すべての神権者がホームティ

ーチングを行な うように願っています。有

能 なホームティーチャーになっていただき

たいと思います。訪問先の家族に福音を教

え，家族全員を改宗に導 くたあに努力 しま

しょう。 また，組織の会長または副会長 と

して召されている人は，効率 よくその責任

を果た して下 さい。教義 と聖約第107章 の

中で，主はこの点につ いて次のよ うに指示

しておられます。

「今や神権者皆各々その義務 を覚れ。ま

た己が任命せ られたる務めを全 く勤勉 に勤

むべ し。」(教 義 と聖約107：99)

私 た ちは神権者 として，末 日聖徒の立派

な模範 を示そうではあ りませんか。教会の

管理役貝 を支持 し，彼 らに対す る批判を慎

もうではあ りませ んか。そ して，私たちに

与 えられている神権 を尊重 しようではあ り

ませんか。これは義 しい生活 を送る時にの

み可能 になるのです。

日々皆 さんが神権 を尊重され ます ように，

また戒め を守 って主の王国建設のために働

かれ ます ように心か ら祈 ります。イエス ・

キ リス トのみ名により，アー メン。



10月30日(木)神 権 部会 におけ る説教

騒

神権を持つ者が受ける

義務 と機会

キ ンボール大管長また兄弟の皆様 今晩
は。今宵皆様 とこの ように一堂 に会す

ことがで き， うれ しく思ってお ります。私

たちは主の祝福 を得るために，今 ピーター

セン長老がお話 して下 さった原則の中か ら

幾つか を選 んで，皆様 と一緒に考 えていき

たい と思 ってい ます。

私たちは，神権 を持つ ということが非常

に神聖 な義務であることを知 ってお ります。

それは，主が私たちに心か らの信頼 を寄せ

て下 さっていることを表わすものであると

同時に，私たちに素晴 らしい機会を与えて

くれ るもので もあ ります。聖典の中には，

神権 を受けることによってそ うした機会 を

得た例が幾つか出ています。

神は御 自身の子供 たちのために，福音 と

呼ばれる計画をお作 りになりました。その

計画の真髄は，神が御子 イエス ・キ リス ト

を犠牲 として捧げて下 さったことです。神

はその子供たち一人一人を愛 しておられま

す。そして神は，子供たちに福音の計画 を

教 えるために独 自の方法をお選びにな りま

した。それは神の代理あるいは器 となる人

を立てることです。福音の計画 は非の打ち

所のない完全なものです。それに対 して私

たち人間は不完全です。神はその不 完全な

私たちを御 自身に代 わって語 り，行 な う者

七 十人第一定員会会 員

マ リオ ン ・D・ ハ ンクス

として用いられるのです。 それは，福音 を

他の人々に教えるこ とによって，私 たちが

神の愛 を自ら経験 しなければならないから

なのです。これが神 の計画 です。神 はもっ

と別 の驚 くべ き方法 をもってその目的 を達

成で きたはずですが， そうなさいませんで

した。それは，私たちが神 のみこころにか

なう者 となるために，私たちに人に奉仕す

る機会 をお与 えになったからなのです。

その機会のひ とつ としてピー ターセン長

老が話 して下 さったものは，神 と同胞への

奉仕です。ピー ターセン長老は，私たちが

いかなる召 しであって も喜んで引き受け，

私 たちを指導す る人々を支持す るように と

言われました。 しば しば私たちは， 自分に

何が求め られているか を理解 していないこ

とがあ ります。その完壁 な例が聖典に出て

います。皆様は，タル ソのサウロが古代の

聖徒 たちを迫害 したことを覚 えておられ る

と思 います。使徒行伝の9章 に，神権を持

つ者に とって大変重要なことが書いてあ り

ます。サウロは聖徒 たち を迫害するために

ダマ スコに行こうとしていました。彼が大

いなる示現 を受けたのはその時です。救 い

主御 自身が彼にこう語 られました。「なぜわ

たしを迫害す るのか。」(使 徒9：4)サ ウ

ロはこの言葉に大 きな衝撃 を受け， 目が見
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えな くな り，また口もきけな くなってしま

いました。一体何が起こったのかわか らな

くなって しまったのです。サウロは町に入

って行 くように，そしてなすべ きことが告

げられるの を待つように言われ ました。

神権者 として神聖な召しにあるすべての

人は，その時に何が起こったか を銘記す る

必要があ ります。使徒行伝9章10節 に こう

書かれています。

「さて
， ダマスコにアナニヤ とい うひと

りの弟子がいた。 この人に主が幻の中に現

れて，『アナニヤよ』とお呼びになった。彼

は 『主 よ，わた しでございます』 と答 えた。

そこで主が彼に言われた，『立って，「真

す ぐ」 という名の路地に行 き，ユダの家で

サウロというタル ソ人を尋ねなさい。彼は

今祈 っている。

彼はアナニヤ という人がはいってきて，

手 を自分の上において再び見えるように し

てくれ るの を，幻 で見たのである。』」(使徒

9：10-12)

これ に対 してアナニヤが どう答えたか覚

えてい らっしゃいますか。聖典にこうあ り

ます。

「……主よ
，あの人がエルサレムで， ど

んなにひどい事 をあなたの聖徒たちに した

かについては， 多くの人たちか ら聞いてい

ます。

そして彼はここでも，御名 をとなえる者

たちをみな捕縛す る権 を，祭司長 たちか ら

得てきているのです。」(使 徒9：1314)

アナニヤが何を言いたか ったのか，おわ

か りでしょうか、「主 よ，なぜそのような人

物 をその職に召されるのですか。なぜその

ような者に祝福 をお与えになるのですか。」

アナニヤはそ う言いたかったのです。「主 よ，

あなたは彼があなたの民に どんなにひ どい
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こ とをしたか覚 えておいででしょう。」それ

に対 して，主が どうお答えになったか記憶

していらっしゃいますか。

「さあ，行きなさい。あの人は，異邦人

たち，王たち， またイスラエルの子 らに も，

わたしの名を伝 える器 として，わたしが選

んだ者である。

わたしの名のために彼が どんなに苦 しま

なければならないか を，彼に知.らせ よう。」

(使 徒9：1516)

つ ま り主はこう言われたのです。「そのこ

とは承知 している。サウロは， 自分が犯 し

た罪に対 して自分で答えを出さなければな

らないのだ。私は彼に与 える務めの中で，

彼が どのような苦 しみを味わわなければな



らないか を示 そう。私は彼が完全 だか ら彼

を召 したのではない。私が彼を召 したのは，

ある特別 な方法で私に仕 える力 を，彼が持

っているか らだ。」

そして次の聖句は，聖典の中で最 も美し

く心温 まる聖句のひとつ として私が考えて

いるものです。

「そこでアナニヤは， 出かけて行 ってそ

の家にはいり，手 をサウロの上において言

った，『兄弟サウロよ，あなたが来る途中で

現 れた主 イエスは，あなたが再び見えるよ

うになるため，そ して聖霊に満たされ るた

めに，わ たしをここにおつかわしになった

のです。』

す るとたち どころに，サウロの 目か ら，

うろこのようなものが落 ちて，元 どお り見

えるようになった。そこで彼は立ってバプ

テスマ を受け……た。」(使 徒9：17-18)

かの偉大な使徒 の伝道の業はこうして始

まりました。皆様は，なぜあのような人が

教会の要職に召されたのだろうか と，いぶ

か しく思 う誘惑にかられたことはなか った

でしょうか。 また，「あの人は不完全です。

主が不完全な人をお召 しになるはずがない

ではあ りませ んか」 と言いた くなったこと

はあ りませんか。 ここにその疑問への答え

があ ります。「さあ，行 きなさい。彼を支持

し，強め，彼に従いなさい。そうすれば私

は彼を祝福 し，私の業 を彼に成し遂 げさせ

よう。」

皆様にお考えいただきたいことが もうひ

とつあ ります。使徒行伝の10章 に，コルネ

リオという人の話が出ています。当時，福

音はユ ダヤ人に しか教 えられていませんで

したが，この コルネ リオが異邦人として最

初に福音 を聞 く者 となるよ うに選ばれたの

です。 コルネリオは示現 の中で，人 を遣わ

してペ テロと呼ばれ る人を招 くようにとの

お告げを受けます。 また同 じ時にペテロも

示現 を受け， コルネ リオの招 きへの備 えを

す るこ とにな ります。こうしてふ たりは主

により合わせ られました。伝道に熱心に携

わっておられる宣教師の方々， また聖徒の

方々は， この話に偉大な教訓が隠されてい

ることを自覚 しなければなりません。それ

は簡単なひとつの聖句に集約 されています。

ペ テロが コルネ リオを見つけたのです。使

徒行伝の10章24節 に こうあります。

「……コルネ リオは親族や親 しい友人た

ちを寄び集めて，待 っていた。」

コルネ リオはこっ言いました。

「……今わたしたちは
，主があなたにお

告 げになったことを残 らず伺 おうとして，

みな神の前にまか り出ているのです。」(使

徒10：33)

こ う してペ テロはこのグループ集会で，

福音 を宣べ伝 えました。コルネ リオと彼の

親族や親 しい人々は集 まって，ペテロの言

葉 に耳 を傾けたのです。

神権 を受けるということは，何 と素晴 ら

しい祝福 でしょうか。 またそれは，老若 を

問わず男性の質 を決め るテス トで もあるの

です。私 たちは，神の業についてその全貌

を見渡すことので きない時が往々にしてあ

ります。その ような時で も，主 と指導者に

従順に従 うことができるでしょうか。

愛す る兄弟の皆様，神権 を持つ者 として

受 ける偉大な義務 と機会を，皆様一人一 人

が真剣な気持 ちでお受けにな りますように。

主が皆様方 を祝福 され ます ように。イエス・

キ リス トのみ名に よりお話 しました。アー

メ.ン。

35



10月30日(木)神 権部会 における説教

艦ぎ

神権によって成長する

地区代表

柏 倉 仁

神 殿献堂式の素晴 らしい年 に・5年 ぶ り
でキンボール大管長， また教会幹部 の

方々をお迎え して地域大会 を開 くことが で

きますこ とを心か ら感謝 します。

さて私は， この末 日に生 を受けた神権者

として世 にあって世の者 とな らず，イエス・

キリス トの福音 をよ く守 って生活す るこ と

ほ ど，主が喜ばれることはないと考 えてお

ります。では，世の中にあって福音 をよ く

守って生活す るために，私たちはどのよう

にすればよいでしょうか。まず聖典の中に

私たちを励まして くれるよいみ言葉があ り

ます。ローマ人への手紙第12章1-2節 に

はこうあ ります。

「兄弟たちよ
。そういうわけで，神のあ

われみによってあなたがたに勧 める。あな

たがたのからだを，神に喜ばれる，生 きた，

聖なる供え物 として ささげなさい。それが，

あなたがたのなすべ き霊的な礼拝である。

あなたがたは， この世 と妥協 してはならな

い。むしろ，心 を新 たにす るこ とによって，

造 りかえられ，何が神の御 旨であるか，何

が善であって，神に喜ばれ，かつ全 きこと

であるか を，わきまえ知 るべ きである。」

このみ言葉の中で，主 は主の福音 に忠実

であ り，この世 と妥協 しないでむ しろ心 を

新たにすることによってよい生活 をするよ

うに望まれています。 しか し，現実の世の

中では，ほ とん どの人が実際の生活 と福音

を中心 とした生活 とのギャップを数々味わ

っていることと思います。このギャップを

埋めて， よいクリスチャンとして生活す る

ためには，私 たちに教会が必要なのです。

教会は私に次の ような機会を数 多 く与えて

下 さり，世 の誘惑に打ち勝つ力を与えて下

さいました。

第1， 神権定員会の交わ りを通 して最 も

偉大な友愛の交わ りを経験 しました。

第2， 悪い習慣 をやめて生活を正 す動機

を与えて くれ ました。

第3， 教会での責任は人生に新 しい次元

をもたらし， より高い所に達するよう動機

づけて くれました。

第4， 福音の原則により家庭 を治め るこ

とができ，お互 いの認識，尊敬，礼儀が生

まれてきました。

第5， 自分だけが喜ぶのではなく， 多く

の愛す る人たちと永遠の道 を歩むこ とに力

を注 ぐ気持 ちが強 くな りました。

この ように，教会 に参加することに より

世 の中にあっても霊性 を高めるよい機会 を

持っています。 さらに聖典 を勉強す るこ と

によ り，福音に忠実に生 きることが どんな

に大 きな祝福をもたらすか を学ぶことが で
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きます。

聖典には，福音 を守って生活す る人たち

に与えられる祝福の ことが書かれています。

エ レミヤ書第17章7-8節 を見てみまし

ょう。

「おお よそ主にたより，主を頼み とす る

人はさいわいである。彼 は水のほ とりに植

えた木のようで，その根 を川にのばし，暑

さにあって も恐れることはない。その葉 は

常に青 く，ひで りの年に も憂えるこ とな く，

常に青 く，絶えず実 を結ぶ。」

ピリピ人への手紙 第4章4-7節 にはこ

うあ ります。

「あなたがたは，主にあっていつ も喜び

なさい。繰 り返 して言うが，喜 びなさい。

あなたがたの寛容 を，みんなの人に示 しな

さ.い。主は近い。何事 も思い煩ってはなら

ない。ただ，事 ご とに，感謝 をもって祈 り

と願い とをささげ，あなたがたの求めると

ころを神に申し上げ るが よい。そ うすれば，

人知ではとうてい測 り知 るこ とのできな い

神 の平安が， あなたがたの心 と思いとを，

キ リス ト・イエスにあって守 るであろう。」

この ように現実の世 の中で福音を守る と

い うことは，試練であったり，忍耐であっ

た り，迫害であった り，侮辱 であった りし

ますが，私たちは信仰 と希望 と愛 をもって

福音 を私 たちの生活の中に取 り入れて誠実

に生 きたいと思 います。

現在の予言者 キンボール大管長は，奉仕

を通 して私 たちの信仰が強まり，心に大 き

な喜びと目標ができることについて，次の

ように言われ ました。

「奉仕の しかたを知 るのは実際に奉仕す

ることに よってである。私たちは隣人への

奉仕に携わる時， その行ないによって人を

助けるばか りでな く， 自分の問題 を新 たな

視点から見つめることになる。人のために

励む時， 自分のことを考える時間が少な く

なる。奉仕 の奇跡の まさしく中枢に， 自分

を無にす ることで自分を発見するというイ

エス・キリス トの約束が存在するのである。」

十二使徒のヒンクレー長老は，自己鍛練

について次のように言われました。

「高潔
，忠誠，強 さなどの諸徳の原動力

は， いと高 き所か ら語 られた真理の要求に

従って 自己鍛練する時， その人の心の中で

起こる種 々の葛藤 を通 して形成 される。」

これ らのみ言葉は私たちが福音に忠実に

人生 を送るための人生の 目標に対 して とて

もよい助 けとな ります。主は生 きてお られ

ます。私たちを愛 して下 さい ます。

ヨハネの第一の手紙第5章3-5節 に は

こう記されています。

「神 を愛す るとは，すなわち，その戒め

を守 ることである。そ して，その戒めはむ

ずか しいものではない。なぜな ら，すべて

神か ら生れた者は，世 に勝つか らである。

そして，わたしたちの信仰こそ，世に勝た

しめた勝利の力である。世に勝つ者はだれ

か。イエスを神 の子 と信ずる者ではないか。」

この ように私たちは指導者 の勧告に従い，

奉仕する機会 をすべ て受 け入れ，各々の責

任 をよ く果た し，終わ りまでカー杯頑張 ろ

うではあ りませんか。心を世 のものに向け

るこ とを避け ようではあ りませんか。神権

を行使する時には，正義の統治の原則に従

お うではあ りませんか。

このように して主の戒めを守る時に，喜

び，幸せ，成長，進歩を得 ることができる

とい うことを，私は心か ら証 します。予言

者 ジョセブ ・ス ミスが主 とイエス ・キ リス

ト様にお会いになつて末 日聖徒イエス ・キ

リス ト教会 を回復 して下 さったこ とを証 し
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ます。予言者キンボール大管長 をは じめ教

会幹部の方々ご出席の神権者の皆様のLに ，

主の導きと祝福があ りますようお祈 りしま

す 。 この お 話 と証 を イ エ ス ・キ リ ス ト様 の

み 名 に よ っ て 申 し上 げ ま す 。 ア ー メ ン。

田 璽縫イ皿ス撫割 麹

穴 阪 地1域 毒飛

画画醗聾留臨魏
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10月30日(木)神 権 部会 における説教

蕪

馨

譲

莚

1萎嚢

難

鷺

竃

騰

私は神権の力を今も

見ています

地区代表

田 中 健 治

愛 す る兄弟の皆 さん・今晩は・ きょっ私
は神権 によって変 わっていったひ とり

の人の歴史についてお話 したい と思います。

これは実際にあったことです。

入の価値 は人格 の高さで決 まります。

人格 の質は心に抱 く思いで決 まります。

ほかの人の成功をねたみや羨みの思いな

しに心の底から喜びたい。子供の頃，駆け

足の競争があ りました。先頭を走っている

友達 に拍手 を送 りなが ら， また私 より前へ

出たい友達には道 を開けてあげ，一番最後

か ら何の疑 いももたないで喜んで走ってい

たその時の心 を取 りもどしたい。美 しい女

性の清らかさに見とれて，心か ら讃めるこ

とができるように，悪 い気持 ちまた様 々な

不純な考 えなしに，心か ら尊敬 して清らか

さをたたえるその気持ちを取 りもどしたい。

この ように考えていたひ とりの青年の話で

す。

自分の心の中の罪に気づいてか らの数年

間 というもの，赦 しと生まれ変わ り，聖霊

の導 きを与 えて くれる教会 を探す毎 日が続

きました。「外面のみを見 る人々」か らの讃

め言葉は， 自分 の内部の思いとの大 きな違

いを責めるだけで，辛い毎 日で した。正 し

い標準を学ぶ ことは， 自分の弱さ，醜さを

見せ つけ られるだけです。それは辛いこと

でした。 しか し一番高い標準を学んだ者 と

して， それか ら逃げることは神の存在 を否

定することであ り，暖かい家庭 と神の教え

が結びついたそれまでの25年 の生活を否定

す ることにな ります。

私は きょうこの場所に，私の父が来て く

れていることを本当に感謝 してお ります。

みた まの助け，聖霊のことが分か るなら

ば， きっと私の心は変わって本来の神の子

としての心め働 きがもどって くるに違いな

い。神の子 しか神の国に入れない。それを

可能 にする ものはただ 「水 と霊によってバ

プテスマ を受ける」ことでした。 どこに神

の力 をもった教会があるのでしょうか。「本

当のバプテスマ を受けさせ て下 さい」 と祈

り始めて半年が過 ぎました。生活のバ ラン

スを正 しく取らず，無理 を重ね る毎 日で，

私は病気にな りました。眼の網膜の結核は

失明の恐れをもって きましたが，同時に，

診療のために私 を父母のいる家庭へ もどる

機会 もくれたのです。1953年3月21日 か ら

の1週 間は，私の永遠の人生の中で最 も思

い出深い時期 となりました。翌 日私は病院

へ行 き，40歳 までは治らない，失明の恐れ

の多い，確かな治療法のない病気 と診断さ

れて大学病 院か ら帰 り，母の敷 いて くれた

布団に寝ていました。私の休んでいた部屋
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の机の上には，昨夜手に取ってみても全 く

興味を引かず，各所に見 られるやや偏った

神秘的主張 をしている珍 しい教会 としか印

象 を与えなか った，ジ ョセブ ・ス ミスの見

神録 とモルモン経物語が置いてあ りました。

午後2時 頃，先週友達か らの紹介でレ ッス

ンを受 け始めた母 と妹の ところへ，2回 目

のレッスンのために宣教師が訪ねて来まし

た。色々な教派の神父さんや牧師 さん と話

して納得できないために，何 も起 こるはず

がない と再三断わる私 を，私の心の悩みを

知 る母はやや強制的に家庭集会に引っ張 り

込みました。

28年 も前のその集会 を今で も映画の よう

に思い出します。太った大 きい白人の長老

は，細 くて色黒のやや足が悪 いために少し

びっこを引 く小 さい長老と共に，開会行事

のあ と，私にいきな り尋ねてきました。「神

様は生 きていらっ しゃいます よ。」私は答え

ました。「そうあって欲 しいと私 も思ってい

ます。」「神様には肉体があ ります よ。私た

ちと同 じように話すこ ともできるのです。」

私は 「聖書の初めの創世紀に，人は神に形

どって造 られた と書かれているので，それ

は本当でしょう」 と返事 しました。心の中

で，ほかのどの教会 も神 が肉体 を有 してい

る とは教えていないことを知 っていました。

喜んだ宣教師たちは大 きい声で，「私 たちの

教会は本当の神様の教会 です」そ う宣言 し

ました。私は 「そ うで しょう」 と賛成 して

さし上げました。 しか しその後 もう一言付

け加 えました。「どの教会で もそう言 ってい

ますよ。」次に私は質問す ることにしました。

「どうして本当の教会 と言 うことができま

すか。」ここで私は新 しい言葉 を衝撃的に学

ぶことになったのです。他の 多くの教会教

派の中で自分の教会が正 しい理由 を挙げる
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の は，普通大変困難だか らです。数時間の

実 りのない討論 を覚悟 していた耳に，「それ

は神権があるか らです」 との数秒間の解答

が返ってきました。何 回も聖書 を読んでい

るのに，何十年 も教会 に集っているのに，

理解できないこの言葉の意味 を探 って私の

思いはは じめて謙遜になりました。 もちろ

ん聖書事典に も出ていない言葉 なのです。

「神権 とは何ですか
。」この質問はその後の

私の一生を変える大切な質問 とな りました。

「生身の不完全な人が完全な神様のお仕

事 をす るためには，神様が与えて下 さる力

をもった権能が必要です。それ を神権 と言

うのです。」「なるほどそれで少 し分か りま

したが， もっ と分か りやす く意味を教えて

下 さいませんか」と私 は尋 ねました。「大学

の入学試験 を考えて下さい。どんなに同じ

ような試験 をやって も，大学が依頼 した先

生の試験に合格 しなければ，何度塾か何か

の試験 に合格 しても大学に入 るこ とはでき

ませ ん。 この先生は権利 を持 っているか ら

なのです。このような実際の力のある神が，

その力を表 わして下 さる権能が神権 なので

す。」

「もしか したら祈 りが きかれたのか も知

れない」 との思いが心の中に湧 き上が るの

を感 じなが ら，2時 間， 回復 の話を聞いて

いました。ジ ョセブ・ス ミスが神 とイエス・

キ リス トに実際に会われたこ と，数々の天

使 たちの訪れ，教会の回復 と発展，それに

伴 って起 こった迫害，殉教，その後の新 し

い発展，教会が商売ではな く，すべての人

がふさわ しければみたまによ り神 と交通で

きることなど， これ らが もし本当のことで

あれば，この不思議 な教会はこの地上での

唯一 の正 しい教会であると感 じさせ られ ま

した。



本 当か嘘か。 これを確かめることが，私

の一番大切な仕事になったのです。本当か

嘘か を確かめる方法は，聖書にはっきりと

書いてあ ります。それは，それ を教 えてい

る宣教師を見れば分かることです。この若

い人たちが話 して くれたように，熱心に生

活 しているか どうか を是非知 りたい。それ

が私に とって一番大切 なことにな りました。

私 は宣教師 と母か ら許可 をも.らって，2日

間彼 らと行動 を共にすることにしました。

私たちは自転：車で出掛けました。 多くの家

庭集会，街頭伝道を見 ました。簡単だけれ

ども良 くバランスの取れた食事，讃美 と正

しい愛のある言葉が出る口か らは，悪口や

のろい，愛のない言葉は聞かれ ませんでし

た。教会堂 もな く，何の物質的，社会的 と

りえもないふた りの若者が，恐れもなくだ

れにでも正 しく良いことを勧める姿は， ま

ことに美 しいもので した。生身の不完全 な

人を神の良い目的に駆 り立て，優iれた人格

を築 き上げる力を目の当た りにしました。

この ように人を純粋に動機づける力が神権

ならば，それはこれ を受ける人にとって，

また受けた人と交わる人に とって大 きな祝

福 となることを感 じることができました。

モルモ ン経 をいただいて一晩のうちに3

分 の2を 読み，聖書だけで解決できない多

くの難 しい教義がは っき りと明快に教 えら

れているの を見 ました。しか し 「ジョセブ・

ス ミスが天才 で書 くことができた と言うの

ならば信 じることができるけれ ど，モロナ

イ天使の話は技術屋の私には信 じることが

できない」 と答えました。そんな私に，ア

イザ ック長老 は黙ってモロナ イ10：45

を示 して くれました。そこには赤い線が引
.いてあ りました

。

「またこの記録を受ける時
，それが真実

な ものか どうか をキ リス トの御名に よって

永遠の父なる神に問え。もし誠心誠意でそ

の上 キリス トを信 じなが ら問 うならば，神

は聖霊の力によってこの記録が確かなもの

であるこ とをあなたたちに示 したもうにち

がいない。そ して聖霊の力によって一切 の

事 の真実 であるか どうかがあなたたちに解

る。」

「田中兄弟
，あなたは 自分で分かりますよ。

心か らお祈 りして尋ねて下さい。」そう一言

彼は言いました。翌朝早 く私 は祈 る場所 を

求めて弟 と共に赤城 山に登 りました。3月

26日 ， 美 しい晴れた青空に霧氷がきらめ き，

名物の風 もな く，雪 をか き分けなが らの5

時 間の登 山で した。午後1時 頃荒山という
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峰に着 いた私は，疲 れて 日だ まりの枯草の

上に横 になった弟か ら少 し離れて祈 りまし

た。簡単なお祈 りで した。しか し私は心に

はっきりと分か りました。これは本当のこ

とであるとどなたかが ささや くように私の

心の中に清 い純粋な影響力が働 くのを感 じ

ました。疑いの気持 ちが とけて消えてい く

よっでした。これこそが聖霊の力であると

分か りました。感謝の祈 りも簡単でした。

「分か りました
。バプテスマを受けます。

ありが とうございました。」弟を起こして下

りは1時 間半，走 りに走って私は宣教師に

会い， 自分が奉職 している学校の先生方の

許可を受けてきます と言って帰 りました。

何 という素晴らしい日々だったことで しょ

う。許可をいただき，4月18日 にバプテス

マを受けました。

片道8時 間の安 息日の前か ら始 まる旅行。

お給料 をいただいてその封 を切 らず，什分

の一 を送 るために郵便局 まで30分 自転車 を

走 らせ なが ら，「もし汝が心光 を持てば」と

歌った林の道。やがて病気が もっとひ どく

なって入院 した3年8ヵ 月の闘病生活。働

けな くても数限 りなく喜び と感謝 を見いだ

すことのできた入院生活。やがてひ とりの

姉妹 との出会い。眼の見えるうちに交際 し

なさい とい う両親の言葉に励まされ，ただ

み たまの保証 して下さる望みだけに頼 って

互 いの愛を育てた病室でのデー トの2年4

ヵ月。片眼だけは完全に残 されて，社会に

復帰できた私に与えられた東京での仕事。

そして結婚，続けてラッシュ して霊界か ら

駆けつけて くれた3人 の子供 たち。共に成

長 して きた幾年 もの年 月。教会堂 の建設。

ハワイの神殿 での結び固め。お金がないは

ずなのに家族 そろって， また夫婦 で何度か

ハワイやア メリカへ も行 くことが できまし
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た、その間に 多くの宣教師たちは，素晴 ら

しい伝道部長 と共 に日本で奉仕 して下 さ り，

ひ とつの支部はひとつのステー キ・部 に，さ

らにそれが分割 されるという状態にまで発

展 しました。そして とうとう神殿をいただ

けるようになったのです。後退 を知 らず，

みいつ堂々 と進む神の王国 を私は28年 の間

見続けてきました。そ して人を変えてこの

世 をも変 える力 を持 ってい る神権 の働 きを

見，力 を感 じ，正 しく行使され る時に必ず

現 われる神の栄光 を見てきました。今私は

声を大にして，神権 を有 し，生ける神 と真

実交わって指導 して下 さる予言者 を持つ，

この世 にひ とつ しかない末 日聖徒 イエス ・

キ リス ト教会が本当に信頼できる神の教会

であることを，心の底か ら証 し申し上 げま

す。

また，皆様に助け られて私のふた りの息

子が伝道に出ることが できました。今か ら

7年 前に， キンボール大管長はステー キ部

大会においで下さり，7人 の子供たちに100

円硬 貨 を下 さいました。その中のふた りは

私の息子でした。 この時の7人 の中か ら6

人の宣教師が生 まれました。今私はひとつ

の質問 をしたいと思 います。 日本中に この

ような本当に清 くな りたい，本当の神様の

子供にな りたいという人が大勢待っていま

す。 この中で， これか ら伝道に出ることを

計画 してい る人は手 を挙げていただけ ます

か。 また，今伝道 している方々 と伝道か ら

帰 られた方々は手 を挙げて下 さい。私 は本

当に神権の力 を今，見せ ていただいていま

す。

これらの感謝 と証をすべて，イエス ・キ

リス トのみ名にょ り申し上げ ます。アー メ

ン 。



10月30日(木)，11月1日(土)神 権i部 会 に お け る説 教

神権の召 しを全力を

尽くして遂行する

愛 する神権者の皆様 このように多くの
方々とお会いできます ことは喜ば しい

ことです。今宵 この会場 には偉大な力がみ

な ぎっていることが ひしひしと感 じられま

す。

私 たちには神権の力が与 えられてお りま

す。どのような職にあるかは余 り問題では

ありませ んが，私たちが どの ような人物で

あるか， またどれ程神権 を尊んでいるかは

極めて大切 なことであ ります。

皆様が進歩成長 し，非常 に力強 くなって

おられる姿を見て：喜びで一杯です。この大

会が力の源 となって，すべ ての男性が神権

を尊ぶ気持 ちを強めて下 さるように と祈っ

てお ります。

また，今宵 この会場にアロン神権 を持つ

大勢の若い方々がお られ ることを喜んでお

ります。特 に本 日は，若い方々のことにつ

いてお話 したい と思います。現在執事の方

は皆，活発であってふさわ しければ，やが

て教師 とな り，祭司 とな り， またメルケゼ

デク神権者になれるというこ とをここで申

し上げたい と思います。

指導者の方々，伝道部長会，ステーキ部

長会，監督会の方々は，若い兄弟たちの成

長に応 じて助けを与 えるようにしていただ

きたいと思います。私たちは銀行預金にい

大管長

ス ベ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル

つ も気を配ると同様， これ らの兄弟たちの

ことをいつ も心に掛けるように しなければ

な りません。彼 らの誕生 日や活動に 目を向

けるようにしなければな りません。

だれ も神権 を自分勝手に得 ることはでき

ません。たとえこの国のすべてのお金を積

んだとして も，神権 を買 うことはできない

のです。国王 といえども，力ず くでそれを

手に入れることはできないのです。皆様は

教会で働 き，神権 を受けるにふ さわしいこ

とを証 明して初めて，神権指導者によって

いろいろな職 に召されるのです。

この教会の子供たちは皆，8歳 の時にバ

プテスマ を受けなければな りません。私 た

ちは子供が ご く幼ない頃から，彼 らにバプ

テスマにつ いて教 えます。家庭 の夕べや家

族の祈 りでそれ を教えます。言葉 を換えて

言えば，子供が12歳 あるいは16歳 ，または

18歳 にな るまで教会の教義を教えるのを待

つ とい っよっなことは してはな らないので

あ ります。子供が生 まれた らす ぐに教え始

め るのです。

また，男の子はバプテスマのことがまだ

はっきりと頭の中にあるうちか ら，アロン

神権 を受けて執事 になる4年 後のことを考

え，話 し始めます。男 の子は4年 の間，神

権について教えを受け ます。そうすればす

43



へての少年は，聖餐のパスをする日を心待

ちにす るようになるに違 いあ りません。そ

して，その時か神聖てあることを心に きさ

み込むのてす。少年たちはいつ もこの よう

に考えます。「これは主 の聖餐た。たから

義 しい生盾 をし， ふさわし く振 る舞わなけ

れはならない。主に代わって儀式 を執行す

るのたから， それにふさわ しくなけれはな

らない。」この ように考 えるのてす。

その後，少年は教師になることについて

考 えるようにな ります。私たちは資格のあ

るふ さわ しい少年 には14歳 て教師の職 を与

えます。そして，教師の職 を受けた少年 は

ホームティーチンクを初め とす る数々の務

め を果たす ようにな ります。

やかてその少年 は，祭司になる日を待 ち
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望むようにな ります。祭司に与えられ る素

晴 らしい機会 としては，バプテスマを施す

こと， またパンと水 を祝福 してその神聖な

象徴を執事に渡 し，会衆が聖餐 を受 けられ

るようにす ることがあげ られ ます。

皆様はこ うおっしゃるかもしれません。

「ええ
，私たちは皆そのこ とを知 っていま

す。なぜ知 っていることを話すのですか。」

私がこう申し上 げる訳は，現在まだアロン

神権を受けていない少年たちが教会内に大

勢いるか らです。まだ執事や教師，あるい

は祭司に もなっていない既婚者が大勢いる

か らです。

さて若い男性 は， メルケゼデ ク神権 を受

けて，長老の職 に聖任 される時 を待 ち望み，

それによってもたらされ る数々の祝福 に思

いをはせ ます。

兄弟の皆様，この世 の男性 は皆，神権の

本当の意義を知って さえいたら，皆様の持

ってお られる神権 を持つ ことを切 に望む と

い うことがおわか りで しょうか。大神権 を

持 たない人，すなわち長老や七十人，大祭

司の職 にない人はだれ も神の位に到達す る

こ とはできないの です。今 日は まさに，

その神権 を得， それ を最大 限に用いる日

です。

新約聖書にシモンとい う人の話が出てい

ます。彼は使徒たちの所へ行 ってお金 を差

し出し， こ う言 いま した。「わた しが手 を

おけばだれで も聖霊が授けられるように，

その力をわた しに も下 さい。」(使 徒8：19)

シモ ンはお金で神権 を買おうとしたのです。

皆様は神権 を得 るためにお金など差 し出 し

ませ ん。それは，ふさわ しくさえあれば，

天の御父から賜 として無償 で与えられるの

です。

皆様は長老 を聖任する時，執事 を聖任す

る時， また神権 に伴 う儀式 を執 り行 なう時

はいつで も，主 に仕 えているのです。神権

を持つ私 たちは，教会で活発でなければな

りません。兄弟たち，私たちの神権の召し

を全 力を尽 くして果たさなければな りませ

ん。

その召 しを全力を尽 くして遂行するとは

十分にその力 を用いることです。皆様は神

権 を偉大な もの，素晴らしいものに しよう

としていますので，その神権によ り必然的

に皆様の生涯で一層実 りあるものとなるの

です。

兄弟の皆様，神権について皆様にお話す

ることは喜ば.しいことです。 まことに清 く，

神聖なことです。言葉では尽 くせ ない栄え

あることです。

主の祝福があって，皆様方年配の兄弟た

ちが愛 と思いや りに富んだ父親 となり夫 と

なれ るようお祈 り致 します。奥様方に重荷

を残すことのないように祈っています。 ま

た，子供たちが働 くことの大切さをよく学

べ るように祈 っています。手を使った実際

の労働を学べ ます ように。子供たちに仕事

を分担 し果たさせ るようにして下さい。責

任 を果たす ことは立派な人格 を築 き上げる

のに役立つか らです。

私はこの教会が まことの教会であるこ と

を知 っています。 この教会にある神権は実

に神聖で，大切 なものです。神権は決 して

複製できませ ん し，売買することもできな

い ものです。主の助けがあって私たちが召

しを全力 を尽 くして遂行できます ように祈

ってお ります。私はこの ことを証 申し上げ，

皆様 に私の祝福をお残 し致 します。イエス・

キ リス トのみ名により申し上げます。アー

メン。
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10月30日(木)女 性 の集会 にお ける説教

末 日聖徒の女性 に

課せられた責任

十二使 徒評議 員会 会員

ゴ ー ドン ・B・ ヒ ンク レー

愛 する姉妹の皆様 こうして皆様と共に
集 うこ とができ，心から感謝 し，栄誉

に感 じています。私は何か皆様方のお役に

立つこ とを述べ なければならないと強 く感

じています。そのために聖 きみたまの導 き

があるように祈 っています。皆様方の中に

はまだ結婚 していない若い方々，結婚 して

幼 い子供を育てているお母 さん，そ してお

孫 さんのいらっしゃる方などいろいろな方

がお られることでしょう。私たちは皆様方

一 人一 人に深い関心を抱いています
。私た

ちはお母さん方に深い関心 を寄せています。

なぜなら，次代 を担 う世代 を導 くのは皆様

方の責任だか らです。 また若い少女の皆様

にも関心を抱いています。なぜ なら，皆様

方は次の世代の子供 たちの母親 となる人々

だか らです。次の世代の子供 たちは，信仰

の内で育てられるならば，教会歴史上他 に

類 を見ないほ どの力強い世代 を築 き上げる

ことでしょう。そこで今，皆様方に，4つ

の目標 を提示 したい と思います。

第1に ，皆様方がそれぞれ 自分の知識 と

理解力を引き続 き高めていただきたいとい

うことです。高校や大学 を卒業 しただけで

は十分ではな く標準聖典 を一 回読 んだだけ

でも十分ではあ りません。私 たちは毎 日の

生活で進歩，成長す る必要があ ります。毎

日，主の言葉 を読 まなければな りません。

もし組織立ててそれを行なうならば，私た

ちは測 り知 ることもできない ような知識を

貯えることができるでしょっ。また私たち

はほかの書物 も読む必要があ ります。女性

の皆様は皆料理の専 門家になることがで き

ます。 また家事の面でももっと上手になれ

るはずです。 またすべての女性が 自分の国

だけでな く他の国の文学に精通す ることも

で きます。主は女性 を含むこの教会の人々

に次の ように言われました。「正に研究 と信

仰 とに よりて学問 を求むべ し。」(教 義 と聖

約88：118)「 最 も善 き書よ り知恵ある言を

探 し求めよ。」(教 義 と聖約88：118)驚 くべ

きこ とは，学ぶことには限界がない とい う

ことです。 この学問を修め る機会 を無に し

ている女性は， 自分に与えられる大 いなる

祝福 を拒む人です。また子供 たちに与えら

れる祝福 をも否定す ることになるのです。

私 はマーク ・E・ ピー ターセン長老の義理

のお母 さんが住んでいたワー ド部で少年時

代 を過 ごしました。私には，彼女がひ とり

のおばあちゃんだ とい う印象 しか残 ってい

ませんが，彼女はいつ も非常 に熱心に学問

を求める人で した。 また，教会における偉

大 な影響力 を持った教師 でした。ある時 に

は，大祭司のグループに招かれて教えたこ
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ともありました。それほ ど彼女の知識は偉

大でその能力は素晴 らしか ったわけです。

愛する姉妹 の皆様，皆様はこの教会の会

員 として大いなる責任 を負ってい ます。そ

れは主御 自身が皆様方の上に託 されたもの

で もあります。その責任 とはすなわち，主

の福音 とこの地上の偉大な事柄の知識 を絶

えず増 し加えることです。

第2に ，皆様方の家庭 を悪の力に対抗 で

きるような堅固なものとしていただきたい と

い うことです。私はこれ まで主の力が 日本

の上 に注がれてい ることを見てきました。

主のみたまが 日本の上に注がれています。

しか し同時に，悪魔の力 も強 まっているこ

とを知 ってい ます。悪霊 も働いています。

姉妹 の皆様にこの悪の力に対抗す るため家

庭 を堅固にしていただ くよう強 くお願い し

たい と思います。 まず自分 自身か ら始めて
も つ お も い

下 さい。「絶 えず徳 を以て汝の想を飾る」 よ

うに していただきたい と思います。家庭に

おける皆様方の模範ほど効果的な教師はあ

りません。

次に，家庭で絶 えず祈 るようにしていた

だ きたいと思います。皆様方が主の前にひ

ざまず くことな しに一 日を過 ごす ことがな

いように していただ きたい と思います。 ま

た家族の祈 りも捧げるように して下さい。

子供たちの前で祈 り，子供 たちが 自分で祈

るよう助けていただ きたい と思います。そ

うすれば子供たちは主を愛す るようにな る

に違 いあ りませ ん。毎週 月曜 日には，家庭

の夕べ を開いていただきたいと思います。

皆様方の中には，教会員でない方 と結婚 し

ている方 もいらっしゃるこ.とで しょっ。そ

のために， 多少の問題が生ず るか もしれ ま

せん。しかし， どのよ うな夫であっても家

庭の夕べ を開 くこ とに反対を唱える人はい

ないと思 います。子供たちが一緒に歌い，

共に学び，共 に祈 る時，主の言葉 を少し読

んであげて下 さい。子供たちのために読ん

で下 さい。恐 ら く子供たちは，皆様が読 ま

れることをすべて理解できないかも知れ ま

せ ん。 しか し，彼 らはそこか ら必ず何か を

学び取っていることを知 るでしょう。です

か ら，悪の力に対抗で きるよ う皆様方の家

庭を堅固なものとしていただきたいのです。

第3に ，皆様方の物質的な備えを十分に

していただきたい ということです。お金 を

少 しずつ貯 える計画 を立てて下 さい。 もし

少 しずつ貯 えてい くならば，数年後にはあ

る程度 まとまったお金ができるで しょう。

私は若い頃，最 も費用のかかる伝道部へ召

されました。当時，世の中は世界恐慌 の最

中にあ りました。私 の父はた くさんの土地

を持 っていましたが，収益はほとんどあ り

ませ んで した。その時，私たちは2，3年 前

に亡 くなった母が貯金 をしていたことを知

りました。それは母 が何年 もかけて貯めた

お金でした。お蔭で私は金銭的に何の心配

もな く伝道をすることができました。私 た

ちの将来 というものはどうなるかわか らな

いものです。ですから， まさかの時のため

に少 しずつ貯 えてお くことが とて も大切 に

なってきます。

お金に関 して もう少し述べ るならば，什

分の一 を正直に納めるよう心からお願い し

たい と思います。主は，主の什分の一 と捧

げ物を正直に納め る者に偉大な約束を与え

て下さいました。主は，天の窓を開いてあ

ふれるばか りの恵みを注いで下さると言われ

ました。私はその約束が真実であると信 じ

てい ます。私は主がその約束 を果たす能 力

がある と信 じています。 また私は主がそ う

なさる とい うことを証 します。
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食糧 を貯蔵 し，家庭に余分のお米を蓄 え

るようにして下 さい。法律的に許される範

囲でできるだけ多くのお米 を蓄えていただ

きたいと思います。来るべ き窮乏の時に備

えて， 自分たちを守るようにして下さい。

姉妹の皆様，家庭 の物質的な備えを十分 に

行なうように努力 して下 さい。

第4に ，子供たちが責任を受けられるよ

うに備えていただきたいと思います。今 日，

教会が直面 している最大の責務 は，有能な

指導者を訓練することです。 この訓練は子

供 の時に，家庭 で始めるべ きです。男性は

執事になった時に，女性 も同 じ年齢の頃か

ら訓練すべ きです。なぜなら，備えがで き

ていれば責任 を与えることができるか らで

す。皆様方のお子 さんを伝道に備えさせ て

いただきたい と思います。彼 らはこの教会

の会貝として，19歳 または20歳 になった時

に御父のみ業の建設のために2年 問を， そ

れ までの人生 の什分の一 として捧げる義務

を負っています。同時に彼 らが可能 な限 り

の教育の機会 をとらえて努力するように励

まして下 さい。皆様方が それを行 なうなら

ば，心の中に深い感謝の思いを持 って主の

前に立ち，皆様方に注がれた驚 くべ き祝福

に感謝す る時が訪れ ることでしょう。

ヨハネはその書簡の中で次のように述べ

ています。「わたしの子供 たちが真理の うち

を歩いていることを聞 く以上 に，大 きい喜

びはない。」(IIIヨ ハ ネ1：4)

最 後 に， もう一度申 し上げたい と思いま

す。教会の次代の力 を決定す るのは皆様方

です。 したが って， 多くは皆様方の双肩に

かかっています。子供 たちの前に立つ時，

どの ような障害に遭遇 しても福音に従 って

生活するという模範を示 して下 さい。特に

家族を持 っている方々は，注意 していただ

きたいと思 います。中国の諺に，「家族 を治

め るよ りも国 を治める方がたやすい」 とい

う言葉があ ります。私 もその通 りだ と思い

ます。 しか し満足すべ きことは，教会の計

画に従って子供 を育 てる両親は，子供が平

安 と知恵 と指導力を得て成長す るのを目の

あた りにす ることが できるということです。

こ っして子供 たちは皆様方の喜びの源 とな

ることでしょう。そして数年 を経て，皆様

方が このように家庭 を治め，夫が責任を果

たせ るように一生懸命に助 け，正義 と徳 と

才能 を具 えた女性 として夫のそばに立つ者

となれるよう願っています。神の祝福があ

って，皆様方がこのこ とを達成できます よ

う，心か らへ りくだ りイエス ・キ リス トの

み名によって 申し上 げます、アー メン。
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10月30日(木)女 性の集会 における説教

犠牲は天よりの祝福

をもたらす

一 こで皆様方にお話ができますこ とを感
一

謝いたします。 まず， この美 しい花を

備 えて下 さいましたことに心か ら感謝 申し

上げます。 また，素晴 らしい歌声 と麗しい

姉妹 たちに感謝 してお ります。

こうして，東京の地で皆様方 と一堂に会

せ ます ことは素晴 らしい特権です。私は，

5年 前にこの場所において， キンボール大

管長が東京神殿の建設について発表なさっ

たことを覚 えています。 キンボール大管長

は，覆いを取 って東京神殿の完成予想図を

見せ，そして皆様方の喜 びの拍手を耳にさ

れました。皆様の 目には涙があふれ，私 も

それを押 さえることができませんでした。

その時， キンボール大管長は，神殿の完成

を見るためには犠牲を払 う必要があるとお

話 しにな りました。また，神殿をいただ く

にふさわ しい民 となるために備 えるよ うに

と言われ ました。今 日，私は，その ような

ふ さわしい民になられた皆様 を目にするこ

とができ，心か ら嬉 しく思っています。

ここで，やは り神殿を建てるために犠牲

を払ったある姉妹 のお話 をしたい と思いま

す。彼女の名前は，ザイナ ・D・H・ ヤン

グと言い，中央扶助協会第3代 会長 でした。

ヤング姉妹は家族で改宗 しましたが，両親

は，信仰 のために， 多 くの財産，住み 慣れ

中央扶助協 会会長

バー バ ラ ・B・ ス ミス

た家，友 人たちを残 して，予言者や他の聖

徒 と一緒にイ リノイ州へ と移住 したのです。

ある時，ヤ ング姉妹は病気にかかって予言

者の家へ と運ばれ， そこで，予言者の夫人

か ら手厚い看護 を受 けました。彼女の母親

もまた病 に倒れてしまい ましたが， とっと

う息 を引 きとりました。ヤング姉妹 はその

悲しみをどうする こともできませんでした。

あまりの悲 しみに，教会へ入ったこと，家

や友人 と別れて聖徒の群れに加 わったこと

が正 しい選択 であったのか どうか疑いまし

た。そのような時にひ とりの友人が現われ

て，福音 に対す る考 えや理解 などについて

彼女に話 して くれたのです。それらの事柄

は，福音の原則に対する霊感 と導きと理解

を与 えるものでした。その友人は，ザイナ

に約束 されている数 々の永遠の祝福 を目指

して生活するよう望 んだのです。その友 人

とは，エ ライザ ・R・ ス ノーでした。スノ

ー姉妹が友入ザイナに捧げた詩を読みたい

と思います。

高 きに栄えて 住めるわが父

いつ，かえ り行 きて み顔 を見るや

わが霊かつては みそばに住みて

幼 きそのとき 育て られ しか
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この歌詞について少 し考えてみていただ

きたい と思います。 もし皆様が丁度ヤング

姉妹 と同じような苦 しみの中にある時に，

このような詩 を贈 られたらどうお感 じにな

るでしょうか。

み親は一 人か 深 く思えば

永遠の真理は告 ぐ 天に母あ りと

この身を横たえ 世 を去 るときに

父母 と高 きにて われは会えるや

仰せのみわざみな 成 しとげしとき

堂入れみそばに 住 まわせ たまえ

これは，実際の詩 を全部あげた ものでは

あ りませんが，エライザ ・R・ スノーがそ

の姉妹ザ イナ ・D・H・ ヤングのことをど

れほ ど気遣っていたかがおわか りいただけ

ると思 います。彼女は，犠牲が天 よりの祝

福 をもたらす ことをよ く知 っていたのです。

エ ライザ ・R・ スノーは非常に思慮深 い人

でしたので，ヤング姉妹は彼女 との交わ り

を通 して助け励 まされ ました。

主は，この教会においてすべての姉妹が

互いに愛を交換できるように して下 さいま

した。主は，扶助協会 という組織 をお与 え

にな りました。扶助協会において，私たち
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は福音の原則 と天父 との深い交わ りを学び

ます。 また，現世 について，人生の 目的に

ついて学びます。 これ らの事柄 は，苦境の

時にあって力 となるのです。 しか し，すべ

て これ らの祝福 は，まさに初めに予言者 ジ

ョセブ ・ス ミスが次のように宣言したこと

に端 を発 しているのです。

「私は今
，姉'妹の皆 さんに代わ り，主の

み名によって鍵 をあける。この協会は祝福

されて，今 より知恵 と知識が豊か に注がれ

るであろう。 この瞬間より，貧 しい者，助け

の必要 な者にとって良 き時代が訪れ，彼 ら

は喜 び を知 るであろ う。」主は，私たちを

誓約の民 とすべ く備えてお られ るのです。

主は，私たちが主 と交 わした誓約 の内に留

まるこ とができるよっにと私 たちを教え，

訓練 してお られるのです。 このように して，

私 たちはこの混乱 した世の中にあって も平

安 を得 ることがで きます。 また，悩む時に

目的 を，失望 した時に希望 を持つことがで

きます。エ ライザ ・R・ スノーは もうこの

世 にはいませ んが，私たちは彼女の持って

いたと同 じ姉妹愛 を互いに持つ ことができ

ます。扶助協会は，そのような完全 な愛，

すなわちキ リス トの愛 を教 える所です。ス

ペイン.では，その ような愛 を特に 「絶 えざ

る愛」 と訳 しています。またミクロネシア

では，愛は 「生活 を変 える力」 であると言

っています。そしてここ日本では，決 して

尽 きることのない愛 とは，見返 りを求めず

に捧 げる深 い愛を指す ようです。

私は，皆様方一人一 人が誓約の民，すな

わ ち主の誓約の子供 となる大いなる祝福 を

味わ うよう願って止み ませ ん。また，御子

様方 も同 じ祝福を享受 できるよう備えさせ

て下さい。

日曜 日に大阪空港に着 きました時，私は

新婚旅行に出かけ る4組 の夫婦に出会いま

した。花嫁は美 しい装いで花むこの横に立

ってお りま した。 しばらくその様子 を見て

います と，見送 りに来た入々がふた りに祝

福の言葉を投げかけ，そ して3回 ずつふた

りを胴上げ したので した。また，私は美し

い着 物 を着 た 人々 を見て大 変感動 いたし

ま した。そ して，長 いそでの着物 と蝶 の

ように結んだ帯は未婚 を表わすことを教 え

ていただきました。特に，お母様方が黒い

きものを着ていたの を大変印象深 く思いま

した。これ らの慣習は 日本独 自のものであ

り，いつ までも残 してお きたい ものです。

この世か ら永遠にわたって結ばれ るために

主の宮居に入る準備 をす ることは，変 える

ことの できない大切 な習わ しです。そう

することに よって，私たちは主が備えて下

さったあらゆる祝福 を手にす るこ とができ

るのです。

大管長会は，扶助協会に信頼 を置いてい

ます。十二使徒定員会，七十人第一定員会

のすべての会員もまた同様の気持 ちを抱い

ています。 この信頼は，私たちを今 日か ら

明 日へ と導 き， さらには永遠の価値へ向け

て成長 を促すのです。そ して遂に，私 たち

は再 び天父のみ もとに帰 り，天父が用意 さ

れたすべての祝福にあずか るのです。

願わ くは，私 たち一人一人がその祝福 を

確実に自分の ものとす ることがで きるよう

に生活 したいものです。神は真に生 きてま

しまし，イエスはキリス トです。ジョセブ・

ス ミスは予言者であ り，福音を回復 いたし

ました。そ して現在，私たちは予言者によ

って導かれてい ます。私は，これ らの こと

をイエス ・キ リス トのみ名によって心から

証 いた します，アー メン。
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10月30日(木)女 性 の集会 における説教

神殿で受ける祝福

私 たちは・ この 日本の地においてた くさ
んの人々と素晴 らしい時 を過 ごしまし

た。ここ数 日間は，長 い間いすに座 ってず

っと特別な集会に出席す ることができまし

た。 そして皆様 と共に涙 を分かち合い，皆

様 と共に主のみたまを感 じたのです。また，

この国に神殿が建つ という奇跡を目のあた

りにすることができました。

何 日か ここにいます と，次第に皆様方 と

も親 しくなってきます。そこで，今，私は

皆様方の言葉で証 を述べたいと思い ますが，

理解 して下 さることを願っています。これ

は私に とって至難の技とも言えることです。

私は， 日本人に生 まれな くて よか ったのか

も知れません。 日本に生 まれ るとむずか し

い 日本語 を話 さなければな りませんか ら。

しか し，この私 に日本で伝道 した息子がお

ります。そこで，皆様の言葉で自分 の気持

ちを伝 えようと決心 した時に，息子 に電話

をして助けを求め ました。ですか ら， もし

私が うまくで きなか った としたらそれは息

子のせいですか らどうぞ御容赦下 さい。私

があえてこのようにするのは，皆様 に愛を

示 したいか らです。 また，皆様に対す る敬

意を表するために，努力して話 したいと思

います。

「アイスルキョー ダイシマイタチ
，ワタ

中央若 い女 性会長

イ レイ ン ・A・ キ ャ ノ ン

シハ， ココロカラシュヲアイシテイマス。

コレガ， シュノキ ョーカイデア リ，マタ，

スペ ンサー ・W・ キンボールガシュノヨゲ

ンシャデアルコ トヲアカシシマス。 カミサ

マガイキテイラッシャリ，ワタシタチヒ ト

リヒ トリヲアイシテイラッシャルコ トヲ，

ワタシバ，イエス ・キ リス トノミナニヨッ

テアカシシマス，アーメン。」

昨夜，私 たちは神殿の献堂式をすべて終

えた後に素晴 らしい晩餐会に出席 し， そこ

でプレゼン トを受け ました。それは，仙台

のこけし人形でした。その時， 人形 と一緒

にそれに まつわる話 もうかがいました。昔，

人々は家の中で困ったことが起きると，娘

を売 ってその場 を切 り抜けたそ うです。そ

して，その娘 をいつ も思い起 こすために，

人形を作 った と言 うことでした。 これ を聞

いて，私は とて も悲 しくな り， では娘は家

の思い出に何 を持 っていただろ うか と一晩

中，考 えました。私は，人形 を家に持 って

帰 り，皆様方の思い出に したいと思 います。

そして，私たちのこ とを覚えていただ くた

めに，東京神殿にひ とつ の人形 を残 してい

くつ もりです。 これは，若い女性 の象徴 で

す。 このように白い磁器 でできています。

これは，神殿の花嫁の部屋に置かれ るこ と

になっています。ですか ら，御覧にな りた
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い方は とうそ神殿の花嫁 の部屋にいらっ し

ゃって下 さい。

さて，話は，私かまた新聞記者てあった

頃のことになるのてすか，それを通 して，

特に，私か神殿結婚 について との ように感

しているかを述へてみたい と思います。 こ

れは女性の集いてあ り，結婚な くして女性

について語ることはてきません。若い頃，

私は新聞社に勤めていました。また結婚は

していませ んて したか，非常にロマ ンチス

トてした。当時，新聞社ての私の仕事は，

蟻

あ らゆる結婚式に出かけて行 って， カメラ

マ ンのために花嫁の形 を整えることてした。

花嫁か本当に美し く撮れるように形作るの

てす。そのために，カ トリ ノクの大聖堂や

キリシャ正教会，ユタヤ人の教会 また仏教

の寺 院へ行 きました。一般の家をは しめ大

邸宅へ も行 きました。それぞれ儀式は違 っ

ていても， そこには常 に同 し雰囲気かあ り

ました。ス ミス姉妹は先程，花むこの傍に

立 っている花嫁についてお話 しになりまし

たか，結婚式 には必す花むこ と花嫁かいま
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す。どこの結婚式場に行 きまして も，花嫁

は美し くそして花む ごは幸福 そうでした。

また母親は 目に涙 をため，父親はいかめ し

い顔をしていました。そ してひとつの例 外

もなく結婚式には愛の雰囲気があふれてい

ました。そして， とうとう私 も結婚 しまし

た。私 たちは，主の宮居である神殿で結婚

致 しました。その 日の花嫁である私 は，生

涯で最 も美しい私でした。また花むごがお

り，泣いている母がお り， いかめ しい顔 を

した父がお りました。そ してそこには，同

じように温かい愛がみ なぎっていました。

しか し，主の家にはほかにそれ以上の何か

があったのです。 それは，特に私の結婚式

だか らとい う理由ではありませ ん。私 は，

その後 も，神殿結婚 またその他の結婚 式に

数え切 れないほ ど出席 してまい りました。

神 の宮居で，主のみたまに包 まれて神権の

権能により執 り行なわれる結婚式は違いま

す。

皆様方全員が， もうす ぐ結婚なさるとい

うわけでは あ りませんが，すべ ての人は

神殿に行 ってそこで特別 な祝福 を受け るた

めに準備する必要があ ります。 まだ結婚 な

さるつ もりではない方 々も同 じです。神殿

では驚 くべ きことが起こるのです。

私は，皆様に家 に帰って時間のある時に

聖典か らふたつの話 を読む ようお勧め しま

す。ひとつは，サムエル記の最初 の章にあ

る話です。そこには，子供 を授けていただ

くために断食 して神殿に参入 した女性のこ.

とが書かれています。主は，彼女の祈 りを

聞いて祝福 をお与えにな りました。2番 目

は，私たちすべての姉妹が覚 えてお く必要

のある重要な事柄を含んでいます。これは，

ルカ伝の2章 にある話ですが， まず全章を

読んでみて下さい。そこに，たった3節 で

54

すが ア ンナ という女性のことが記 されてい

ます。アンナは， しば しば神殿に参入して

お りました。彼女は主に仕 え，断食 し，祈

りを捧げていました。本当に素晴 らしい女

性で した。ある時， ヨセブ とマ リヤが幼な

子イエスを連れて神殿に来 ました。それは

丁度， イスラエルのすべての赤ん坊が神殿

に集め られた時でした。その時，アンナは

みたまの導 きによってその赤ん坊が他の赤

ん坊 とは異なっていることを知 ったのです。

神殿にしばしば参入す るならば.実 際にイ

エ ス ・キ リス トを見た時に，確かにその方

が イエ ス ・キ リス トである とい うことがわ

か るようになるでしょう。さらに，数 々の

祝福が私却ちの生活に もた らされるはずで`

す 。子供に恵まれ，正 しい方法で結婚す る

ことができます。喜びを得，以前 よりもも

っ と多くの善い行 ないがで きるようになり

ます。また，救い主に近づいて主 を知 るよ

っになると，主は，私 たちの生活 を平安で

満 たして下 さるでしょう。そして， どのよ

うな問題に突 き当たってもそれ を克服す る

こ とができます。

自分 自身 をよ く備えて神殿に参入して下

さい。姉妹の皆様，神殿結婚の衣装 と神殿

着 を自分の手で美 しく作 り上 げて下 さい。

皆様にはそれができます。そして，神殿に

入った時に， それを特別 な衣装 として厳か

な， また従順 な気持 ちで身につけて下 さい。

姉妹たちは，兄弟たちの助け手 となって下

さい。願わ くは，主の祝福が私たち一人一

人の上にあ りまして，私たちが主の宮居に

入るに さらにふ さわしくなれるよう心から

お祈 り申し上げます。 これ らのことを，す

べてイエス ・キ リス トのみ名によってお話

致 しました。アー メン。



10月30日(木)女 性の集会 における説教

女性の模範

七十人第一定員会会員

菊 地 良 彦

愛 する姉妹の皆様 こんにちは・枇 ち
日本の聖徒 は，月曜 日以来， た くさん

の祝福 をいただいてお ります。 また，私 と

妻は恵まれまして，キンボール大管長， キ

ンボール姉妹，ならびに現在皆様の前の席

に着いておられる教会幹部の方々 と共に，

フィ リピンや香港，台湾，韓国の地 を訪れ，

また神殿の献堂式に列席する機会をいただ

きました。さらに， きょうこの ように，皆

様の前でお話できるこの機会を喜んでお り

ます。

私は きょう，聖典の教 えに基づいて，主

の備 えた もうた道は とこしえに変わること

がないということを皆様にお話 したいと思

い ます。

モルモン経には， た くさんの立派な宣教

師の話， 多くの予言者の話，啓示や奇跡，

教義 の話，裁 きの話， イエス ・キ リス ト御

自身の話が数 多く記されています。確かに

このモルモン経は，「ユ ダヤ人と異邦人 とに

イエスは永遠の神なるキ リス トにましまし

て，万国の民に現われたもうことを」証す

る本です(モ ルモン経の前文参照)。

この集会は女性のための集会ですので，

私は この本の中から，美しい女性の模範 を

取 り上げ，お話を したいと思 います。この

聖典には，不平を言 っことな く， 自分の夫

す なわち自分たちの指導者である当時の教

会の神権者に従った立派な女性 たちの こと

が記 されています。

きょうこの場においでの姉妹たちは皆，

自分がニーファイの妻であると仮定 して下

さい。

私たちは今，エルサレムを発って，長い

間，荒野を旅 しています。聖典には次のよ

うに記されています。

「私たちはみな荒野を旅 して多くの銀難

をふみ こえ……私たちの妻は荒野の中で子

供を生んだ。」(1ニ ーファイ17：1)

衛 生 用品や水，薬，そのほか出産に必要

な物がない状態 で，彼女 たちはたくさんの

子供 を産み ました。

皆様は今荒野を旅 しているとして，そこ

で直面する難難や苦労 を想像す るこ とがで

きるでしょうか。聖典にはこう記 されてい

ます。

「私 たちはこれまでまことに書 きつ くし

難いほど多くのつ らい難儀に逢った。」(17

：6)

そればかりではな く，「荒野の中で生肉を

食べて暮 らした」(17：2)と ，聖典 に記さ

れています。

もしも皆様が ご自分の娘さんに 「生肉」

を夕食 として与え，「これが今晩 の食事で
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す」 と言わなければな らない としたらどう

でしょうか。あるいは， ご自分の息子 さん

にその よっに言わなければならない状況に

あった とすれば， どうお考えになるで しょ

うか。

しか し彼女たちは， 自分たちの指導者で

ある夫に従いましたみ献身的に従順に従 い

ました。ですか ら神様 は，その偉大な信仰

に対 して大 きな祝福 をお与えにな り，次の

よっにおっ しゃいました。

「われは荒野の中で汝 らの光 とならん
。

もし汝 らわが命令 を守 らば，われは汝の前

に道 を備 うべ し。故に汝 らわが命令に従わ

ば約束の地に導かれ，か くして汝 らを導 く

者のわれなるこ とを知 るな り。」(1ニ ー フ

ァイ17：13)

神様 はその信仰に応 じて彼女 たちを祝福

なさいました。確かに彼女たちは，当時の

指導者であ り，神権者である夫に従順に従

いました。聖典には次のように記 されてい

ます。

「皆は非常 によろこび」(17：6)を 得
，

また 「つぶやかずに旅行に堪 えるようにな

った。」(17：2)

その ために主の祝福が豊かに注がれて，

「子供 らに充分の乳 を飲 ませることができ
」

たと，聖典 に記されています(17：2)。 ま

た彼女たちは，「まこ とに男子 のように身

体 が強かった」(17：2)と も記 されていま

す 。

数々の電器製品が出回り，スーパーマー

ケ ッ」・で何でも物が 自由に買 える現代の世

において， 自分 の夫が働いて得 たお金 で家

計 をや りくりすることのできる皆様にとっ

て，この出来事は何 とい う偉大な教訓 を与

えて くれることで しょう。

私はモルモン経 を読むたびに，ニーファ
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イの妻が まことに，まことに立派な信仰の

持ち主であることを強 く感 じます。

偉大な夫の後 ろには偉大な妻が必ずいる

とよ く言われます。

教会が立派に発展するためには，姉妹た

ちのそのような力添えが必要です。 しか し，

女性たちの組織である扶助協会 と，若い女

性 たちを育てる若 い女性組織が立派に組織

.立てられ，そしてその中で姉妹た ちが神の

教 えを十分に学べ る状態にならなければ，

本 当の意味で，姉妹たちは 自分の夫を助け

ることはで きません。

このようにニー ファイの妻からた くさん

の事柄 を学べ ますが， きょう私は，現代の

教会で最 も偉大な女性のひ とりを御紹介 し

たい と思います。それはキンボール大管長.

の 愛す る恋人であり，永遠の伴侶 であるキ

ンボール姉妹です。

この方の ことを少 しお話 したい と思いま

す。キンボール姉妹が女性について，女性

の常に学ぶべき事柄につ いて，扶助協会に

ついて， また教会の指導者 を支持す るこ と

についてどのように考えておられるか を御

紹介 します。

「私 にとって一番大切なのは夫 です
」 と，

キンボール姉妹は言っておられます。「私は

夫の世話 をし，夫 に必要なことを何で もし

ます。……夫 を手伝 うこと以上に大切 なこ

とはほかにあ りませ ん。」(C肋 励 八セ螂 「チ

ャーチ ・ニューズ」1979年1月6日 ，.p.6)

この言葉か ら大切 なことを学べ ます。ま

た，キンボ晶ル姉妹は次のように も言 って

お られます。

「たとえ夫から頼まれな くても
，何か必

要なことがあれば，喜んで夫の手伝 いをし

たい といつ も思っています。」

「私は女性の役割の大切 さを痛感してい

蓼

'
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ます。公の生活の中で女性の果たす役割が

大 きいことを決 して忘れませ ん。」

私たちは，知識 を増 し加 えることが女性

に とって大切 であることを，キンボール姉

妹か ら学ぶ ことができます。彼女はこう言

ってお られ ます。

「その ことは非常に大切であると，私は

思います。すべての女性 は，進歩成長 し，

学び続け るとい う責任 を負っています。ゆ

っ くりと腰をおろし，何 もせ ずに物思いに

ふけっている時間など全 くあ りません。」

キンボール姉妹は，妻 として，母親 とし

ての自分の役割の大切 さを痛感 しておられ

ます。私 はこの度御一緒に旅行す る機会 を

いただき，その様子 を目のあた りに致 しま

した。私 たち夫婦はこの旅行中の彼女の素

晴 らしい模範から，多 くのことを学ばせて

いただ きました。

キンボール姉妹は，御主人をわず らわさ

ないよういつ も気 を配っておられます。家

庭のことについてはすべ ての責任を引き受

けておられます。水道代やガス代や電気代

を支払い，家屋の補修 を手配 し，庭の芝生

の手入れ をし，家庭菜園をつ くるのは，御

自分 の責任であると考えておいでです。

キンボール姉妹はまた，次のように も言

っておられます。

「数 カ月前からカレンダーに目を通 して
，

あらか じめ予定に組んでおかなければなら

ない事柄にいつも心を留め るようにしてい

ます。」

またキンボール姉妹は，教会の姉妹たち

に とって一番大切なのは教会に関すること，

神のみ業に関することを優先することであ
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ると教えておられます。

キンボール姉妹はまた， 多忙 な日々の合

間をぬって，花や野菜の手入れを楽 しんで

おられ ます。

姉妹の皆様， どうか皆様 も， キンボール

姉妹 のように，美 しい自然 を観賞す る目を

持つようにしていただ きたいと思います。

私たちはあまりに も忙 し過 ぎます。 しか し，

読書 した り， 自然の美 しさを観賞す ること

は とても大切です。

キンボール姉妹の容貌は何 という美しさ

を放っているこ とで しょう。彼女の麗しい

模範 と，彼女の奥ゆか しさ，夫 を支持す る

謙遜な態度，そ して神の神権者を全面的に，

絶対的に信頼 し，信 じ，助けておられる彼

女の姿を目にできることは，本当に素晴 ら

しいことです。

「私は普通ならあきらめて しまうような

事柄に対 しても，決 して否定的な態度 をと

ったことはありませ ん」 と， キンボール姉

妹は言ってお られ ます。

大管長 と共に出かけなければならないス

ケジュールがあって も，キンボール姉妹は，

過去50年 間受けてきた最 も楽 しい， また最

も生 きがいのある訪 問教師 としての責任 を

よく果たしておいでです。姉妹 の皆様，今

月はいかがでしょうか。割 り当てられた家

庭訪問を， もう達成され ましたでしょうか。

達成なさった方は，心の中で手 を挙げて下

さい。私たちは，彼女の素晴 らしい模範に

従いたいと思い ます。

彼女はこのように言っておられます。

「同僚 と私は
， 月の第一 木曜 日にいつ も

家庭訪問をするように しています。私は訪

問教師の務めが大好 きです。これが大.きな.

特 権であ り， とても大切であることを，す

べての女性たちに理解 していただきたい と
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思 います。私は これまでも度々繰 り返 し申

し上げてきましたが，扶助協会の訪問教師

とホームティーチャーは教会の活力の基で

す。 目と目を合わせ，個 人と個人が交わ り

を持つこのプログラムによってこそ，私た

ちは全教会員の必要 を知 ることができるの

です。」

キンボール姉妹は大学 を卒業後 も，何度

か大学の クラスに出席 し，文学や歴 史の勉

強 をなさいました。 しか し彼女に とって一

番の楽 しみは，聖典 を勉強することです。

私たちも子供 たちに，毎 日，1節 でも2

節 で も聖句を読 んで聞かせ るこ とが できた

ら何 と素晴 らしいことで しょう。

私は最後に， キンボール姉妹の証 を皆様

にお伝 えしたい と思 います。姉妹の御主人

は重い病気にかか り，手術 を何度 もお受け

にな りました。そして姉妹は，手術後の看

護 を，夜 も寝 ずに な さい ま した。その手

術 と，姉妹 の温.かい看護のお陰で無事に退

院なさった大管長は再び元気 を回復 し，予

言者 として再び人々の前に立つことができ

るようになられたのです。

姉妹はこのように証な さっています。

「主のみ手があったのです。そうでなけ

ればこの ようなことはないはずです。主人

は主がなすようにと望んでお られ る特別の

使命 を与えられています。そのために主は，

主人の命 を長 らえて下 さったのです。」

皆様に申し上げます。主より与 えられた

戒めに従順 に従い，教会の指導者の言葉に

耳 を傾け， そして私たちの模範 となる方に

倣 って，この永遠の道を歩もうではあ りま

せんか。私 はこの道がまさしく永遠の道で

ありますことを皆様 に証 し，イエス ・キ リ

ス トのみ名を通 し述べ させ ていただ きます。

アー メン。



10月30日(木)女 性の集会 における説教

母親の責任と祝福

母 親に次のような賛辞を送・た人がいま
す。

「ほかの どんな言葉 よりも意味のある言

葉

誠 と真理 と愛の言葉

それは 『お母 さん』

年老いて目はかすみ

頭には白い ものが見えても

この地上にあって 日々真理 を受けるに

値する人， それは 『お母さん』」

母親 という言葉 はどこの国に行 って も，

最 も美 しい言葉のひ とつ に数 えられていま

す。そして，愛，家庭，家族，神，天国な

どの言葉 と語源的に関連 を持つ ことが少な

く.ありません。

アブラハム ・リンカーンが母親 を賞賛 し

た言葉に次の ような ものがあ ります。

「私の現在そ して未来は天使 のような母

に負 うところが大 きい。」

ジョセブ ・F・ ス ミス大管長はこう語 っ

ています。

「私は子供の頃，誠実 な母親の愛に匹敵

するものは， この世にないこ とを知 った。

…母親の愛は神の愛に近 いものである。」

またある人は次のような言葉 を残 してい

ます。

第二副管長

マ リオ ン ・G・ ロム ニ ー

「ゆ りか ごを揺す る人の手は世 界を支配

する人の手である。」(ウ ィ リアム ・ロス ・

ウオーレス，丁肋 伽 η4η 磁R〃 θS漉6

W∂71ゴ 「世 界を治める人の手」)

クラー ク副管長は教会の女性 の素晴 らし

さについて，かつて次の ように話 したこと

があ ります。

「この世 の初め より， キリス ト教会の女

性は類 まれなる信仰 と献身を示 してきた。

キ リス トが十字架 におかか りになった時，

その場 にいた使徒 はたったひ とりであった。

しか し，母マ リヤ，マ グダラのマ リヤ，ヤ

コブの母マ リヤ，セベダイの子 らの母， そ

れにガリラヤか ら主 に従って きた女性たち

は皆 そこにいた。安息 日が終わった時に初

めに墓に行 ったのはマ グダラのマ リヤであ

り，彼女 は復活した もうたイエスがお会い

になった最初の人間であった。」(マ タイ27：

56;28：1，9参 照)

「その時以来今 日に至 るまで，女性は教

会 を養 い育 てて きた。女性は教会が負 うべ

き重荷の半分 を担い，半分以上の犠牲を捧

げ，数 々の辛酸 と悲 しみに耐 えて きたので

ある。

近代の教会 にあって，女性 は疑いのない

信仰 と清 き知識 を示 し，それが神権者 を力

づけ，教会 をあらゆる苦難の中で前進 させ
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る力 となっている。女性 の愛にあふれた信

頼 と献身は，たけ り狂 う嵐の中で船 をしっ

か りとつなぐ碇 となるのである。」(Co吻7・

εη06Rθヵoガ「大会報告」1940年4月5日 ，

P.21)

母親 と忠実なすべての女性に賛辞 を送 っ

てきたのは人間だけではあ りませ ん。天の

父なる神 もその ような女性 を大いなる誉れ

としておられ るのです。神 は母親に，第一

の位 を保 ったすべての霊の子供たちを前世

から地上へ と導 く神聖 な責任 をお与 えにな

りました。そして， この地上に生を受けた

ひ とりの女性に，世の瞭 い主にして真の神

の御子 であ らせ られるイエス ・キリス トの

母になるといっ類なき誉れが与 えられたの

です。これ以上のことが何か必要で しょう

か。死すべ き人間は，これ よりも大いなる

機会，大いなる誉 れといった ものを心に描

こうとするで しょう。 しか し，マ リヤが得

た祝福に勝 るものは見いだすこ とができな

いのです。

しか し， どの ような機会や誉れ を与 えら

れるにしても，責任 を伴わないようなもの

はひ とつ もあ りません。義務 を忠実に遂行

すれば より大 きな機会，誉れが与え られ，

怠ければ持 っていたものを失い，悲 しみや

時には絶望に陥 るこ ともあ ります。

母親であるこ とには何の例外 もあ りませ

ん。母親の責任 は子供 を訓練することにあ

ります。女性は子供 を生むことによって母

親 という尊 い称号 を与 えられ るのです。主

はこの神権時代に啓示 を与 え，子供 を教え

訓練す る責任は両親にあることをは っき り

と述べ られました。これは家庭 の内 と外 と

を問わず，.ほかのだれにも転嫁することの

できない責任です。そして両親に与えられ

た，子供 を教え，訓練 し，養育する責任は，
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母 親に負 うところが非常に大 きいのです。

もう一度 クラー ク副管長 の言葉 を引用 し

てみま しょう。

「教会の姉妹の皆 さん，教会の若入の純

潔が保 たれるか どうか は皆 さんの手に委ね

られていると言えよう。皆 さんは徳の高 さ

というものをかけがえのないものとして大

切 にしなければならない。そして慎 しみ と

い う徳 を回復 させ，純潔の美をもって顔 を

飾 るのである。

イス ラエルの母親たちよ，息子 たちに尊

敬 と敬震の念，それに清 らかな女性たちを

守ることを教 えなさレ㌔ また娘たちには，

清 く汚れのない体が何物に も代 えられない

宝石であることを教 えなさい。そ して息子，

娘 の双方に純潔が生命 よりも大切 であるこ

とを教えなさい。」

私はオー ス トラリアへの伝道へ出発 した

時のことを今 でも覚 えています。駅 まで一

緒に来た父は，予定の汽車が到着す るのを

待つ間に私にこう言いました。「いいかね，

私たちはお前の伝道 中，お前のために祈 る

つ もりだ。喜びも悲 しみ も共にしたいと願

っている。そ して帰 って くる時には，お前

が乗った汽車を迎えにこの駅に来たいと思

っている。 しか し，お前が伝道 中に純潔を

失ってしまっよっなことになるよりは，お

前の遺体 を入れた棺 を受 け取 りに来る方が

まだましだ とも思っているのだよ。」

「これらが義に満ちた家庭 という揺 りか

ごの中で行 なう責任 として，管理神権者が

皆 さんに期待 していることである。私たち

神権者は，私たちの本来の務めを損なわな

い限 りにおいて援助 をする。 しか しこの務

めにつける責任 は母親 である皆 さんに委ね

られている部分が非常に大 きい。 もし皆さ

んがこの務め をないがしろにするな らば，



全世 界は罪.と堕落の淵に沈んで しまうであ

ろう。この偉：大な務め にあるあなたを神が

助けたまわんことを。」(J・ ルーベン ・ク

ラー クCo吻 名朋6θRθρoγ'「大会報告」1940.

年4月5日)

母 親である皆 さんの手に委ね られている

のは，若人の純潔の問題だけではあ りませ

ん。教会の若人の福音の原則に対す る知識，

従順な態度 もまた皆 さんに負 うところが大

きいのです。悲 しみ，絶望は神が与えられ

た責任 を果たそ うとしない ところから生 じ

ます。 この因果関係は避けるこ とのできな

いもので，簡単 に解決で きる問題ではあり
おも

ませ ん。それは主に，母親 に放 っておかれ

た子供 たちの，何か足 りないところのある

生活に原因があ ります。そ して， そうした
こ う

状態が嵩 じて くる と，』遂にその子供 を失 っ

てしまうことに も.なるのです6

よ り大 きな機会，高い誉れ といった もの

は， この喜びに満ちた責任を忠実に果たす

時に与えられていくものです。 そして子供

たち も清 く義 しい男女へ と成長 し，皆 さん

の永遠の喜び となるのです。子供たちは皆

さん を敬い，かつてのニー ファイのように，

自分は 「善 い父母から生まれた」(1ニ ーフ

ァイ1：1)と 言 うことでしょう。子供た

ちがそ う言 うのは皆 さんが彼 らに生 を受け

させたか らだけではあ りません。真理 と正

義 の道の中で訓練 し教えて くれ るか らなの

です。この ことをニーファイは 「父の知 っ

ていたすべての学問の中か らい くらかの教

えを受けた。」と言 っています。そしてニー

ファイの甥にあたるイノスはこっ言ってい

ます。

「私の父が父の言葉で教 え， また主の愛

と誠命 とを私に教 えたか ら，父が正 しい人

であることを知 っている。か ように父に教

えを受けたから，私は私の神の御名を讃美

す る。」(イ ノス1)

イエ ス ・キリス トの福音が忠実 で高潔な

女性 にもたらす報 いは，世 のいか なる もの

をもって して も代 えることので きない もの

です。回復 された事柄の中には，私たちが

よく知 っている，家族 の絆は死後 も続 くと

いう素晴 らしい教義があ ります。私たちは

この現世においてだけでな く，死の扉 を越

えて不死不滅の生命を受け る時に も母親 と

の絆 を保つ ことができます。私 たちは栄光

の復活の時に優 し く抱 き合 い， あいさつを

交わし，皆 さんを 「お母さん」 と呼ぶで し

ょう。 こうして皆 さんは永遠に光栄 を受け

るこ とになるのです。

昇栄 し永遠の生命 を受けるに値す る女性

たちは，やがて霊の子供をもうけます。偉

大な末 日聖徒の詩 人エライザ ・R・ スノー

は，新 しい啓示の光 を受けて想像力を刺激

され，天の母の ことについて書 きました。

皆さん もこの 「天の母」になることがで き

るのです。 この素晴 らしい詩 を皆 さんも御

存 じのこ とで しょう。

「み親は一人か 深 く思えば

永遠の真理は告 ぐ 天に母あ りと

この身 を横たえ 世 を去る ときに

父母 と高きにて われは会えるや

仰せ のみわざみな 成 しとげしとき

受け入れみそばに 住 まわせ たまえ」

(讃 美歌140番 「高 きに栄 えて」)

神 が，私たちが力 を尽 くして求める時に

祝福 を与えて下 さい ます よう，へ りくだっ

てイエス ・キ リス トのみ名を通 してお祈 り

します。アー メン。
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11月1日(土)一 般大会 におけ る説 教

悔い改めと赦 し

感 謝すべ き事柄はた くさんあ りますカ㍉
そのひとつに，罪の清めのために備 え

られた悔 い改めの道があ ります。私は贈い

に よって人に悔い改めの賜 を授けて下 さっ

た主イエス ・キ リス トに感謝 しています。

イエス ・キ リス トが私たちのために，進ん

でその命 を捧 げて下 さったことに感謝 して

い ます。キ リス トはほか の道 を選ぶことも

で きました。死 を免れることもで きたので

す。なぜな ら，キ リス トは神の子であ り，

人間のように堕落の影響下にはなかったか

らです。 キリス トはその内に，永遠 に生 き

長 らえる力を持ってお られ ました。キ.リス

トはこの ように言 われ ま した。「私は羊の

ために命 を捨てるのである。だれかが， わ

た しからそれ を取 り去るのではない。わた

しが 自分か らそれを捨 てるのである。わた

しには，それ を捨て る力があ り，またそれ

を受ける力もある。」(ヨ ハネ10：15，18)

キ リス トはこの死 を超越 した力 を父なる神

から受け継 いでお られました。

正義の要求に応え， その負債を支払って

人類に復活をもたらすためには，死 を超え

た力を持つ御方が必要で した。人類の罪に

対する正義の要求 を満たすためには，罪の

ない御方である神，すなわち罪のない神の

御子が求め られたのです。人は自分で自分

第一 副管長

マ リオ ン ・G・ ロム ニ ー

を腰 い，それによって，復活 し， 自分の罪

を償 い，霊的に生 まれ変わるということは

で きませ ん。

繰 り返 しにな りますが，私は贈い主に感

謝 しています。それは今述べたようなこ と

があるか らです。主は負債 を支払い，悔 い

改めの道 を備えて下 さいました。それによ

って人は 自分の罪 を悔い改め，賄いの血の

効力を受け， 罪の清め を受けることができ

るのです。つまり， 人は自らなし得 るこ と

をすべて果た して初めて，キ リス トの恵み

によって救われ るのです。私 たちにできる

こ と，またしなければならないこ とは悔 い

改め ることです。私は悔 い改めの原則を愛

しています。

私はここ数 カ月の間にこの悔い改めの原

則の大切 さを何度 も感 じてきました。いろ

いろな所で，宣教師，聖徒， また教会員で

ない方々が神のみこころにそった悲 しみ を

味わっている姿を見てきました。人々は私

にこう言いました。「ロムニー兄弟，私に望

みはあるのでしょうか。福音のはしごの一

番下 の段 に足 をかけることができるだけで

よいのです。」

私 は彼 らが悲しんでいる様 を見るにつけ，

過去の時代， 自らの罪を悔い改めた人々の

悲 しみ を思い起 こしました。そのひ とりに
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ゼー ズロムが います。彼はアルマ とア ミュ

レクに敵対 して 自分が したこ とを悔やみま

した。「自分に罪があることを悟 り.その心 を

非常に悩 ました。ゼーズロムはまことによ

うや く地獄の苦 しみに取 り囲まれたのであ

る。」 その苦 しみは激 しいもので，ゼー ズロ

ムは 「サ イ ドムに居て燃えるような熱病 に

かか り床につ いていたが， この病気はかれ

の罪悪のために心にはげ しい苦 しみを覚 え

て起 ったのである。」(ア ルマ14，15章 参 照)

ア ルマ も教会 を滅ぼそ うとして味わった

苦 しみ を次のように述べ てい ます。

「私は自分が犯 した一切の罪のために非

常に良心の とがめ を受け永遠の責苦を感 じ

た。…私 は地獄の苦痛 を感 じ，…言いよう

のない恐怖で，責苦 を受ける者の苦痛 を感

じた。」(ア ルマ36章 参 照)

しか し私は， この人たちが罪を悔い改め

て赦 しを得た時に味わったやす らぎについ

て も思い起こしました。「お前 に言 うが，

私がその時に感じたほどの劇烈な苦痛が こ

の世 にまた とあろうか… またその時に感 じ

たほ どの甚 しく美しい喜びが この世にまた

とあろ うか。」(ア ルマ36：21)

以上 の ことか ら，私は 自分 自身の心に安

らぎを覚 えると共に，私に心 を打ち開けて

下 さる人々の力になりたい と思います し，

悔 い改めに伴 う悲 しみを味わっているすべ

ての人が心に.平安 を得ることができるよう

に励ましを与 えたいと願っています。アルマ

の物語 と同 じように，パ ウロが残 した 「…

神のみこころに添 うた悲しみは，悔いのな

い救いを得 させ る悔改めに導 き…」(IIコ リ

ン ト7：10)と い う言葉 も私たちに慰めを与

えて くれます。過去の時代だけでな く現代

においても，神のみ こころにそった悲 しみ

を示 し，悔い改める人はだれでも， キ リス

トの もとに希望，平安，慰め を見いだし，

救 いを得 るこ とができます。赦 しというも

のは悔い改め と同 じように広 い意味 を持っ

ています。人は心か ら悔 い改めるならば，

すべてその罪を赦され ます。自分が犯した

一切の罪を悔 い改め るならば
，私たちの救

い主，主 イエス ・キ リス トの贈いの力によ

って， しみのない状態で神のみ前に立つこ

とがで きるのです。一方，悔 い改めの原則

を生活の中に取 り入れない人は， 「神の子に

よる罪の貝費いがなか った と同 じような有様

であって， ただ一つ 死の縄 目だけは解か

れるのである。」(ア ルマ11：41)こ れが神

の憐れみの計画の本質です。

兄弟姉妹の皆 さん，教会員の中にも罪の

告白によって悔 い改め を完うす ることをせ

ず，苦 しみや悩み を不必要に延ば している

人が多 くいます。救い主の次の言葉 を覚 え

ておられる と思います。「汝悔い改めよ。わ

れ汝に今言いたる懲 しめ を与えざらんがた

めに汝その罪 を告 白せ よ。」(教 義 と聖約19：

20)

別 の啓示 ではこのよ うに言われています。

「人罪を悔 い改め しや否は，見よ，彼 は自

らこれを告 白しその罪を捨つべければ， そ

の悔い改めたるこ とはこれによりて知 るを

得べ し。」(教 義 と聖約58：43)

「死に当るべ き罪 を犯 さずして」(教義 と

聖約61：2;64：7参 照)謙 遜な心をもっ

て告 白をする人々の罪は赦されます。こう

あ ります。「すでにその罪を悔い改めたる者

は赦 され，主 なるわれ もはや これを忘 るべ

し。」(教 義 と聖約58：42)

しか し，この戒めに完全に従 うにはどう

したらよいのでしょうか。罪の告 白はだれ

にすべ きでしょうか。教義 と聖約第59章 で

主 は安 息 日に関する戒めと合わせて，次の
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ように言ってお られます。

「されどこの主の聖 日に於ては
，い と高

き者に汝の捧げ物 と聖式とを奉 りて，兄弟

たちに向い主の前に於 て汝の罪を告 白する

を忘、るべか らず。」(教 義 と聖約59：12)

自分 が犯 した罪の一切 を主に告 白す る，

これは当然のことです。その罪が主 と自分

とだけに関わる全 く個 人的な ものであり，

ほかのだれに も影響 しないものであるな ら，

主に告 白す るだけで十分だ と思 います。

他の人に影響 を与えた場合は，その相手

にも罪を告 白し，赦 しを求めなければな り

ません。

また，その罪がイエス ・キリス ト教会の

会員 としての資格や権利を危 うくするもの

である場合は，監督や適切 な管理役員に告

白する必要があ ります 。ただ し教会の役貝

に罪 を赦す力が ある というわけではあ りま

せん。(そ の力 を持 ってい るのは，主御 自

身 と特にその権能 を委任された人だけなの

です)教 会は正式に任命された役員 を通 し

て事実関係 をすべて調べた上で決定を下 し，

教会の規律 に照 らして状況に応 じた措置 を

講 じます。

完全な告 白をして 自分の罪を捨て，主に

対 して， また自分が影響 を与えた人々やイ

エス ・キ リス トの教会 に対 して 自分の行な

いを清算 した人は，キ リス トの恵みに頼 り，

確信 をもって主の赦 しを求め，新 しい人生

に歩みを進め ることが できるのです。

このようにして義 しい生活を送 る準備 を

し，永遠の生命への道 を歩 もうではあ りま

せんか。そ うして初めて， 自己不信，失意，

恐れ，疑い， 自己嫌悪 といった前進の妨げ

となる罪の意識 を取 り除 くことができるの

です。罪を捨てることや告 白を引き延 ばせ

ば， それだけ自分の蹟 いの 日を遅 らせ るこ

64

とにな ります。

「過去 という重 い石 をかか とに下げ

より高い己を目指 して飛躍 しようとす る

あなたの力 を弱め るのでな く

蝶が喜びをもって， さな ぎの時の

か らを破 って出る時のように

過去 を離れ， 自己の真実の姿 を目指 して

歓びの うちに立ち上が ろうではないか」

私たちにその気持 ちがあるなら，これは

今 日に もできることです。ア ミュレクは次

のように約 束 して います。「もし悔い改め

て心をかた くなに しないならば，偉大な晒

いの計画はす ぐにあなたたちにその効果を

及ぼすであろう。」(ア ルマ34：31)

また，ジ ョセブ ・F・ ス ミス大管長はこ

う語っています。

「従順
，信仰，悔い改め，罪の赦しを得る

ためのバプテスマ を受け，贈われた状態で，

生 きそして死を迎える子供 たちは，サ タン

の力に支配 されることはなレ㌔ 彼 らは罪を

知 らずにこの世 を去った幼 な子 と同 じよう

にサタンの力を受けない者 となるのである。」

(Go∫ρθ")oo'加 θ「福音の教義」p.570)

私 た ちが皆，神の恵みによってそ うなる

ことができるように，贈い主イエス ・キ リ

ス トのみ名 によってお祈 りします。アー メ

ン。



11月1日(土)一 般大会 における説教

完全な者となる

十 二使 徒評議員会会 員

マ ー ク ・E・ ピー：ター セ ン

兄 弟姉妹の皆様・このように大勢の方々
をお迎 えして， まことに胸の高鳴る思

いが致 します。この場に皆様 と共に集える

とい う特権に心か ら感謝 します。また，素

晴 らしい歌 を歌 って下 さいました聖歌隊の

皆様 に感謝 します。何 と美 しい歌声で しょ

うか。私 は特に，先程の「汝，聖なるかな」

とい う歌に深い感銘 を受けました。私 たち

は，全能の神が清 く聖 なる御方であ ること

を常に忘れてはな りませ ん。神 をないが し

ろに した り，みだ りにそのみ名を唱えた り，

あるいは，神の期待 に背 くようなことをし

てはならないのです。

主は私たちに戒め を与えて下さいました。

それは，私 たちが神 に似た者 となるための

戒めです。私たちは神の子供であることを

忘れてはな りません。使徒パウロは，われ

われは神 の子孫 であ ると述べています。イ

エスは 「天に ましますわれらの父よ」と呼び

かけて神に祈 るよう教 えられ ました。神は

まさしく私 たちの御父であ り，私 たちは父

なる神の子供なのです。そして，私たちは

神のようになることができます。それは可

能であるばか りか，父なる神がその ように

命 じてお られ るのです。皆様 も御存知か と

思い ますが，イエスは山上の垂訓の中で次

の偉大な戒め を与 えられ ました。

「あなたがたの天の父が完全 であられる

ように，あなたがた も完全 な者 とな りなさ

い。」(マ タイ5：48)

こ の偉大 な目標に到達す る方法 を示す た

めに，主は私たちに様々な戒めを与えてお

られます。しか し，戒めだけではあ りませ

ん。主は聖徒たちを完全 な者 とするために，

教会 を与えて下 さいました。皆様に とって

教会が どんなに大切 なものか，お分か りで

しょうか。

神 は私たちの御父です。そして，私たち

に御 父の ようにな りなさい と命 じてお られ

ます。私たちは 自分 自身の力で神のように

なることはできません。そこで，私 たちが

完 きを受けるその手段 として，教会が与 え

られたのです。ですから，私たち一 人一 人

が教会の中にあって活発でなければなりま

せん。教会な くして完全 な者 となることはで

きません。教会に不活発であっては，救 い

を得 ることはできないのです。救いは教会

で活発に活動することによりもたらされま

す。私たち一人一 人が教会にあって活発な

会貝にな るべ きなのです。集会に出席 し，

監督や支部長か ら与えられた責任 を受け入

れ，家庭 において福音に従った生活をし，

愛 と思 いや りに満 ちた家庭 を築 くのです。

主は 「自分 を愛す るようにあなたの隣 り
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人を愛せ よ」(マ タイ22：39>と 言 われ まし

た。最 も身近に いる隣 人は，夫や 妻や子

供 たちです。心か ら彼 らを愛 し，思いや り

を示 して下 さい。虐待するようなことがあ

ってはなりません。キ リス トのような思い

や りを持つのです。もし私たちが不親切 で

思いや りのない行ないをす るな ら，それは

悪魔から出るものです。家族の中を愛 で満

たし，家庭 の中で福音 を教 えようではあり

ませんか。そして，教会に活発に集 うよう

に しようではあ りませ んか。

私は厳粛な気持ちで，この教会が唯一 ま

ことの神の教会であることを証 します。こ

の教会はイエス ・キリス トの教会です。救

いは主のみ名 と主の教会からしか もたらさ

れ ません。私は，主イエス ・キ リス トの教

会がこの末 日に回復されたことを証 します。

この教会はまこ とに神の教会です。また私

たちを救いに導 く主の道です。これ らのこ

とを主 イエス ・キ リス トのみ名により，心

か ら証 します。アーメン。
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11月1日(土)一 般 大会 における説教

「み ん な
， ど こ に い る の 」

七十人 第一定員会会 員

マ リオ ン ・D・ ハ ンク ス

兄 弟姉妹 の皆さん・今 ここで証ができま
こ とを光栄に思ってお ります。私たち

は東南ア ジアの聖徒の皆 さん と親 しく接す

る機会 を得，そこで素晴 らしい経験をさせ

ていただ きました。そして指導者の兄弟姉

妹たちの強い証 を聞 くことができました。

東京神殿の献堂式では，誓約 ということ

につ いて多 くのことが語 られました。誓約

とは契約 を交 わすこと，つ まり約束 をす る

こ とです。そ して特に神 との間に交わされ

る誓約は，神聖な誓約 と呼ばれ ます。神殿

内で交わされ る誓約のひどつに，結婚の誓

約があ ります。ジ ョセブ ・フィールディン

グ ・ス ミス大管長は この誓約 を 「神殿にお

ける誓約の集大成であ り，他の誓約 をすべ

てひ とつにまとめ，成就するものである」

と語っています。私たちは，神殿結婚の備

えをし，主の聖 なる宮居にその儀式を受け

に行 きますが， その時私 たちは聖壇 をはさ

んで向かい合 ってひざまず きます。する と

主か ら権能 を授け られた職員が，ひとつの

質問に答 えるように言います。その質問は，

大き くふたつの部分に分け られ ます。まず

ひとつは，私が理解 しているところでは，

こういう意味にな ります。
.「あな
たはこの神の息子(娘)を 永遠の

伴侶 として受け入れ ますか。彼(彼 女)を

この世か ら永遠にわたる旅路において，そ

の ままの姿 で受け入れますか。」

私 たち人間が，結婚 というものに完全さ

をもたらす ことはできません し， また完全

さを要求す ることもできませ ん。 しか し，

愛す る伴侶 を愛 という環境で包み込むこ と

ができるように備えをすることはできます。

そ うすることによって，夫 も妻 も， 目指す

人格に到達す るこ とができるのです。この

よっに準備 できてこそ，初めてひ とりの他

人を自分の永遠の伴侶 として受け入れられ

るのです。

質問の もうひ とつの部分は，夫婦 もしく

は新 しい家族 としての私たちに向け られた

もので，「結婚生活において主 を受け入れま

すか」 というものです。すなわち，主 を結

婚生活の伴侶 として，そ して主のみたまを

私たちの家族の導 き手 として受け入れ ます

か， というこ とです。 もし備えができてい

れば，私たちはこの質問に も 「はい」 と答

えることができるでしょう。

こっして神殿に行 き，以上の質問に 「は

い」 と答えて神殿 を出て来た人は，交わし

た約束 を守 るという神聖な誓約 を神 と結ん

だことにな ります。主は私 たちに素晴らし

い祝福 を結び固めて下 さってい ます。その

祝福 を受けるために，だれもが続けて神殿
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に参入したいと思 うようになるでしょう。

私たちは誓約 をどのように して守ればよい

ので しょうか。それは，主の戒めに従 うこ

とによってです。 また夫婦がお互 いを愛 を

もって心か ら受け入れることによってです、

さらに，主のみたまと力が常に家庭にとど

まるよっな生活を送ることに よって誓約 を

守 ることがで きるのです。すなわち，真の

家族 を確立 してこそ，初めて主 と交わした

約束を守ることになるのです。ですか ら私

たちは，互いを思いや り，愛 と尊敬 の気持

ちを示 し，互 いに誠実である必要があ りま

す。そのような家族 では，家族一人一人の

存在が非常に大切 なもの とな ります。

68

私 の今 までで一番楽 しかった思い出は，

5人 の子供が まだ小さかった頃に起こった

出来事です。妻が集会に出席するために家

を留守に してお りました。一番下のひとり

息子 は外で遊んでいました。4人 の娘 と私

は家の中にいました。すると息子が家に入

って来てこう言いました。「みんな どこにい

るの?」 その時家 を留守にしていたのは母

親だけなのです。彼にはほかの5人 の姿が

目に入ったはずです。しか し彼は 「みんな」

が どこにいるのか と尋ねたのです。彼に と

って母親 は 「みんな」で した。つまり，母

親が いな くては完全ではなか ったのです。

家庭 では，一 人一人が大切 であり，貴重な

存在です。

神殿が大切 な理由はそこにあります。す

なわち，私たちが神聖な誓約 を交わし，そ

れを守るな らば， この世か ら永遠にわたっ

て家族が共にいることができるのです。

私はこれが主の業であることを証 します。

福音はこの地上に回復 されました。イエス・

キ リス トの教会がこの地上に回復 されたの

です。また神権 ももたらされ ました。そ し

て神 の王国の鍵が再 び人に託 されたのです。

その鍵はキンボール大管長がお持ちです。

私たちは，聖なる神権 を持つ者 としてふさ

わしくあるな らば， その祝福を受けること

ができるのです。そ して， この鍵 を通 して，

私たちは主の宮居において主 と永遠の誓約

を交 わすのです。私は永遠の国において家

族のだれかが欠けているために，「みんなど

こにいるの」 と言 うことのないように した

い と思っています。皆さんにもその ような

ことがないよ うに願いつつ， イエス ・キ リ

ス トのみ名にょり祈 ります。アーメン。



ll月1日(土)一 般大会 における説教

き ようこのようにしてこの会に集 うこと
ができ，心か ら感謝 しています。再び

このように して大阪の地を訪れ るこ とがで

き，心から感謝 しています。私は15年 前に

見た奇跡について皆様方にお話 したいと思

います。

11月 のある日，私は飛行機で大阪にやっ

てきました。 この地域の宣教師たちと会合

を開 くためです。古い岡町の建物で大会 を

開きました。それは古びた 日本式の建物で

した。宣教師は一人一人証 を述べ ました。

彼らが語 る言葉の中には信仰があふれてい

ました。その中にただひ とり， とつ とつ と

した 日本語で， しか もほんの少 ししか証 を

述べ なかった宣教師がいました。その集会

の後，私 は宣教師一 人一 人と面接をしまし

た。その若い宣教師が私 の部屋に入ってき

た時，私は，彼 と握手 をして背の高 いその

宣教師の顔 を見上げ ました。そして私は，

どうか したのか と尋ねました。彼はその場

に泣 き崩れました。 ようや く気を取 り直 し

た彼 を見て，私はどうしたのか と再 び尋ね

ました。「私は 日本に来て3カ 月になります

が， まだ日本語 を話すことがで きません」

と彼は答 えました。その当時は まだ宣教師

訓練センターがあ りませんでした。彼は，

日本語が雑音 にしか聞えない と言いました。

奇跡の国

十二使 徒評議 員会会員

ゴ'一 ドン ・B・ ヒ ンク レー

どの 日本語の言葉 も区別がつかないと答え

ました。彼は死にたいほどがっか りしてい

ます と言い ました。彼は母親に，理由があ

って家に帰 らなければならないようです と

手紙で知 らせ ました。 このような状態でこ

れ以上伝道 を続けることはで きない と言 っ

のです。それか ら私 たちはしばらく話 をし

ました。彼は私 に，祝福 をして下 さいと頼

み ました。私は彼の頭の上 に手を按 き，聖

なる神権のみ名によって祝福 を授け ました。

その時，私 は彼が 日本語 を学び，上手に話

す ことができるようになると感 じました。

それから彼 と握手をして別れ，彼は再び伝

道の業 に戻っていきました。そして3カ 月

後に，彼か らひとつの便 りを受け取 りまし

た。その手紙の中には 「奇跡です。私は今，

日本語でレッスンをしています」 と書かれ

ていました。その後，彼はゾー ン ・リー ダ

ーになり
，伝道部長 の補佐 を務めるように

もな りました。 日本に来る宣教師たちを訓

練す る言語訓練 の責任者にもな りました。

伝道を終えて，再び学校に戻 り，大学 も無

事に卒業 しました。それからアメ リカの有

名な大学の奨学金を得るようにな りました。

彼が奨学金を得るようになった理由のひと

つは，彼が 日本語に精通 していたか らです。

それから彼は博士号 を得て，ア メリカ政府
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で働 くようにな りました。その後，3年 間

日本に滞在し，そしてワシン トンに住むよ

っにな りました。数年前，天皇陛下がアメ

リカを訪問した時，彼は同 じ部門で働 く5

万 人の政府関係者の中か ら選ばれて，天皇

陛下がア メリカ中西部 を旅行 された時に，

その公式通訳者として働 きました。この 日本

の国では奇跡が起 こって きました。この大

阪の地で も奇跡が起こるのです。 もし私た

ちが信仰 を持 って生 きるならば， これか ら

も数 々の奇跡が起こることで しょう。

私 はまた， この 日本の地で起 こったもう

ひとつの奇跡 も見てきました。5年 前に東

京の地域大会 で，神殿が献堂 され る時 まで

5万 人の教会員になるように とい うチャレ

ンジを差 し上 げました。菊地長老は，私 た

ちにそのチャレンジを達成 したことを教 え

て下 さいました。

そこで私は今，皆様方に もう一つのチャ

レンジを差 し上げたい と思います。1985年

までに教会員 を10万 人にしていただきたい

ということです。それには，毎年1万 人の

改宗者を得ればよいわけです。私 たちは，

それ を信仰に よって達成することができま

す。私は皆様方 にはそれができる と確信 し

ています。私は 日本の民 を知 ってい ます。

日本人は心の中で決心 したことを必ず成 し

遂げる民であることを知 っています。特に，

ひざまずいて主に助け を願い求め るならば，

達成することがで きます。 この 日本の地 は，

教会が将来，驚 くべ き勢 いで発展す る所 で

す。 この集会の初めに，聖歌隊の皆 さんが

美 しい讃美歌 を歌って下 さいました。この

歌はパー レー ・P・ プラッ ト長老が作詞 し

たものです。`プラッ ト長老はこのみ業のた

めに命を捧 げた人です。その讃美歌の歌詞

に次のように記されています。
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夜あけだ 朝あけだ

シオンの旗掲げよ

あか るい夜あけだ
おごそか

厳にあまね く

兄弟姉妹 の皆さん，私はこの言葉を心か

ら信 じています。 この明かるい夜あけが今

日本に始 まっていることを知 っています。

この国は 日出ずる国です。日が出ずるよう

に，教会が出ずる国にしようではあ りませ

んか。主の権能に よって，私 たちはそれを

実現す ることがで きるのです。

私 は， ヒーバー ・J・ グラン ト大管長が

1901年 に この国を奉献 した時の話に深い関

心を持っていました。当時，み業はなか な

か思うよ うに進みませ んで した。6年 間働

いて，わずか7人 の改宗者 しか得られませ

んでした。その ような中で， ヒーバー・J・

グラン ト長老は次の ように言われました。

「私には， この伝道部が教会の中で最 も

成功 した伝道部のひ とつになるとい う揺 る

ぎない確信がある。最初はゆ.っくりとした

歩みかも知れない。 しか、し刈「り入れは偉大

なものとな り，やがてそれは世 の人々を驚

かす もの となるであろう。神がそのみ手 を

この国の上に注いでこられたか らである。」

この言葉は， グラン ト大管長が予言者 と

して語 られた言葉です。また皆様方 日本の

民について述べ られ た言葉です。私 たちは

それ を成 し遂 げることが できます。 もし私

たちが福音に忠実に生活 し，私たちが交わ

るすべての人々に模範を示 し，愛 と友情 と

感謝の気持ちで人々に手 を差 し伸べ るなら

ば，必ず私たちはこの予言を成就す ること

がで きるで しょう。教義 と聖約121章33節

に次のように記されてい ます。この聖句は

教会歴史の暗 く，悲 しむべ き時代に記 され

たものです。聖徒たちは暴徒によって家を



追 われ ました。 しかし，予言者 ジョセブ ・

ス ミスは主の霊感によって こう語 りました。

「流水いつまでか濁 りてあらん
。如何 な

る力か よく諸天の運行 を止めんや。何人か

よくか よわ き腕 をさ し伸べて，神の命 じた
ながれ

まえる水路 を流 るる ミズー リの流を止め，

またはこれ を逆流せ しむることを得んや。

もし， よくこれ を為 し得れば全能の神が末

日聖徒の頭上 にいと高 き所 より知識を注ぎ

た もうを止むることを得ん。」

愛す る兄弟姉妹の皆 さん，これは主のみ

業です。このみ業の発展を阻止しようとす

る人が現 われるか もしれませ ん。 しか しだ

れ もそれを止め るこ とはできません。 この

教会の行 く末は決 まっています。その使命

は全能 の父なる神が定め られた ものです。

す なわち，私 たちの教会はこの地上に転が

り出でて全地 を満たすのです。そして，私

たちはそのみ業の一端 を担っています。何

と素晴 らしい機会でしょうか。私 たちが負

っている責 任は何 と大 きな ものでしょう。

私は，今 日が主の約束の 日であると信 じ

ています。主は予 言者ニーファイを通 して

次のように語 りました。

「国民は一つ より多くあるを知 らずや。

汝らの神に して主なるわれが万入を造 りし

を知 らずや。またわれが海の島々に住む者

のこ とを忘れざるを知 らずや。」(IIニ ー フ

ァイ29：7)

日本 はこの聖句にある海の島々の国です。
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そして古代ア メリカの民に約束 されたと同

じように，主が，この海の島々に住む民を

いつ も心にかけておられることを，私は信

じています。

先 日，私は1500人 の宣教師 と会いました。

この 日本の地では，現在1500人 の宣教師が

働いています。その内1200人 はアメ リカ大

陸から来た宣教師です。私は彼 らの顔 を見

ながら，ここにもうひとつの奇跡が ある と

感 じました。この独立国家 日本が，1200人

もの外国人を喜んで受け入れ， しか もその

外国人の行な う事柄に対 して何の規制 も課

していないのです。何 と素晴 らしいことで

はないで しょうか。私はこの状態が永遠 に

続 くように願 っています。世界の歴史をひ

もといてみる と，こうした情勢は変化す る

ものであるこ とがわか ります。ですか ら，

今 こそ，私たちが自由にそのみ業を進め る

時だと思 います。私たちは今，松下電器株

式会社のご厚意によってこの会場 に集って

います。これは私たちが行なっていること

に好意 を示 して下 さっていることの しるし

ではないで しょうか。この神の祝福がある

間に，私たちは互に祝福 を分かち合おうで

はあ りませ んか。

来年の8月 は， この国に伝道が開始 され

て80年 にな ります。私は今一度，東京の大

会で申し上げたことを繰 り返 したい と思い

ます。来年の8月 ，あるいは9月1日 に，

すべての ステーキ部，伝道部が初めてこの

国を訪れた4人 の宣教師に感謝 して何 らか

の記念事業をするように計画 していただ き

たいと思います。その備 えとして，まずこ

こに集っているすべ ての人々にモルモン経

を今一度読む ようチャレンジしたい と思い

ます。私がそう申し上げるのは，それ を通

して皆様方の生活に霊性が増 し加えられる
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か らです。 また，神に近 くあることができ

るか らです。

次に， ここに集っているすべての成人会

員が，ふさわ しい生活 をして，神殿推薦状

を得 るように していただきたいというこ と

です。なぜならば， この神殿推薦状は，皆

様が教会の標準 を守 って生活 しているこ と

の証明書だか らです。また，皆様が主の聖

なる宮居に入るにふ さわしいことを保証す

る ものだか らです。

最後に，来年の8月 までに，皆様方が主

の導 きと助けを求め，信仰 と主のみ業を愛

する気持 ちを他の人々 と分か ち合 っていた

だきたいと思 います。皆様方は必ずそれ を

実行することができます。神の祝福があっ

て，それ らを達成す ることがで きるで しょ

う。 もしそれ を行 なうならば，皆様方は今

まで経験 したこともないような喜び を得 る

に違いあ りませ ん。

兄弟姉妹の皆様，私は皆様に， そしてこ

の国に心からの私の愛をお伝 えしたい と思

います。主が この国 とこの国の民を祝福 し

て下 さい ます よう祈 っています。また皆様

方 とその家族の上に祝福があ ります ように。

私はこのみ業が真実であることを証 申し上

げます。私は永遠の父なる神が生 きてお ら

れ ることを知っています。イエスがキ リス

トであ り，私の救い主，腰い主 であ り，私

に救 いをもた らす御方であるこ とを知 って

います。また，生ける神 の御子 であること

を証 します。私は また，ジョセブ ・ス ミス

が予言者 であ り，この神 のみ業 を全世界に

知 らしめる人であったことを知 っています。

そして今 この場に，今 日の祝福 を与 える予

言者が集 っているこ とも証 します。これ ら

のこ とをイエス ・キ リス トのみ名によって

申し上げます。アー メン。



11月1日(土)一 般大会 における説教

福音を分かち合う

愛 する兄弟姉妹の皆様 本階 様方とお
会いでき私の心 は喜 びで一杯でござい

ます。この麗 しい国の麗 しい人に会 うこ と

ができ感無量でございます。1975年8月 の

地域大会以来， この国において教会が 目を

みはるほ どの発展 を遂げてきたことに，私

は強 く胸 を打たれてお ります。

また，1830年4月6日 に，ニュー ヨー ク

州フェイヤ ットで教会が設立 されて以来，

この教会全体 も目覚ましい発展を遂げてまい

りました。教会の設立に立ち会ったわずか

6名 の会員か ら，今 日では実 に450万 人の

会員 を擁す るようになっています。私 は150

年 の教会歴史のうちの85年 を生 きてきて，

その驚 くべ き発展 をつぶさにこの 目で見て

まい りました。

しか しなが ら，それで もその数は少ない

と思 います。私 たちはすべての国民，民族，

国語の民， 人々に福音 を宣べ伝えるよ う主

か ら責任 を託 されてお り，その責任 を果た

そ うとす るためには， もっと歩みを速め る

ことが必要でございます。

小さいソル トレー ク市には街角 ごとに礼

拝堂が あ り， ステー キ部 もた くさんあ りま

す。 このような状態 を全世界で実現す るよ

うにしなければな りませ ん。それは確実に

実現 されつつあ ります。そこで私たちは皆

大管長

ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル

様に，皆様方の偉大な国における教会の発

展に尽力 して下 さるようお願 い致 します。

と申しますのは，教会の伝道 プログラム と

教会 の発展はひ とえに，皆様方一人一人と

主に負ってい るか らで あ ります。皆様 が

ステー キ部や伝道部， または皆様 自身の家

庭で行 なってお られる業については特にこ

の ことが言えると思います。今朝この よう

にして大勢の皆様方 を前にし，私は素晴ら

しい機会が私 たちの前途に横たわ っている

こ とを感ずるのであ ります。

もしも今 日この会場においでの皆様方が

1年 以内に他 の家族 をひとつ教会に導 くな

らば，やがて私 たちの利用 している建物で

は足 りな くなるほど，教会は急速に世界各

地に広 まるに違いありません。

隣近所の人々を見過 ごしに しないよっに

して下 さい。福音 を必要 とし，待ち望 んで

いる立派な人々が大勢 いらっしゃいます。

そのよ うな人々は機会 さえあれば，福音に

耳 を傾 けるのであ ります。 しかし，福音 を

彼 らに伝 えることがで きるのは，皆様方や

私 たち を置いてほかにいません。福音は値

ぶみのできない貴いものであ ります。幼い

子供たちです ら，この福音 を他の人々に分

かち合え る とは，何 と驚 くべ きことで し

ょうか。少年や少女も，学校 で， また遊ん
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でいる時に，友達や知 人に福音の教えを伝

えることができます。

現在，3万 人以上の若い男女， また夫婦

の方々が専任宣教師 として伝道に携わって

いることは実に素晴 らしいことであ ります。

しか しそれ とて も，伝道プログラムのご く

一部分にす ぎません
。警告 を受けた者は隣

人に警告す るように と，主は言ってお られ

ます。すべての男女，子供たちは， この大

会を終 えてお帰 りになる時に，親戚や友人

の方々に福音を伝えようとの決意 を新たに

して下 さるようお願い します。

この教会のすべての若い男性， また多 く

の若い女性 は，伝道に出るようこれか らも

計画 して下 さるようお勧め します。 また，

若い男性や若い女性が清 くふ さわしい生活

を送れるように，家庭の夕べや家庭生活に

おいて彼らを教え， しつけるように して下

さい。なぜ ならふ さわしい生活を送ってい

ない人は宣教師になれないか らであ ります。

宣教師 を召す今ひ とつの理由は，これ ら

若い男性たちに2年 間訓練 を得る機会 を与

え，彼らが将来ワー ド部の監督や シオンの

ステーキ・部 の高等評議員， ステー キ部長会

の一員になる準備 をさせることであ ります。

さて， もうひ とつの種類の伝道活動があ

ります。それは老 いも若 きも年齢 を問わず，

全員が行なわなければならない伝道活動で

す。死者や， 自分 自身の家族の系図 と神殿

活動がそれです。 いまや， 日本には神殿が

あ り， これまで以上に神殿に参入しやす く

な りました。ほ どなくして，東洋の偉大な

国々のほとんどに神殿が建て られ る日が来

ることでしょう。私たちはすべての家族が

それぞれの家庭の夕べで， また家族の集い

で，さらに教会の集会においても，いつ も

神殿 と系図のことを語 り合 うよう願ってい

ます。

皆様方全員が記録をつけて下 さるように，

す なわち家族の記録を持たない家族の ない

ように願っています。先祖の記録だけでな

く， 日記 を書いて自分 自身の記録 も残すよ

っに して下 さい。

兄弟姉妹の皆様，信仰箇条第12条 には次

の ようにあ ります。「われ らは，王，大統領，

統治者，長官に従 うべ きを信 じ， また法律

を守 り，敬い，支 うべ きを信ず。」私 たちは

このことを信 じてお り，出向いた先々の地

でこのことを教えて参 りました。皆様の国

に，また皆様の指導者に忠実であって下さ

饒 齢
薩鐘

鎌諜
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い。国の法律 を守 って下さい。良い公民，

良い隣人であって下さい。

愛す る兄弟姉妹の皆様，この素晴 らしい

地域大会を終 えるにあたって，皆様方一人

一人に今一度私の深い愛 をお伝えしたいと

思 います。そしてこの大会においで下 さっ

たことを心か ら感謝 申し上げます。

本当に忘れがたい栄えあ る大会 でござい

ました。私たちは皆 この大会をいつ までも

忘 れないことでしょう。 もう一度私の気持

ち を申し上げたい と思います。5年前の1975

年8月 にこの地 を訪れて以来の， この美 し

い国におけ る教会の発展に私は深 く心 を打

たれてお ります。

先程， ヒンクレー長老はこの国でこれ ま

でに起 こったことについて詳 しく話 して下

さいました。私はこの ヒンクレー長老が述

べ られたことに賛意を表し，提案なさった

ことに心か ら従いたいと思います。

14歳 の少年 ジ ョセブ ・ス ミスが森に入っ

て祈 ったことで，多 くの驚 くべ き出来事が

起こ りました。御父 と御子が親 しく訪れた

まい， ジョセブ ・ス ミスに語 りかけたもう

たのでございます。御二方 はこの14歳 の少

年にみ姿 を現わ し，回復 された福音の貴い

教 えを与え られたのでした。

14歳 の少年が森に入って祈 った結果，全

世界の大勢 の人々が福音の教 えに耳 を傾け，

まことの教会に加 わったのであ ります。

14歳 の少年が森に入って祈 ったことで，

現在3万 を越える専任宣教師が世 界各地に

出かけて行 き，御父の子供 たちに福音 を宣

べ伝 えているのであ ります。

福音は宣べ伝 えられ，教会は栄え，人々

から主は讃美を受けていらっしゃい ます。

神 は実 に生 きて お られ ます。 イエス ・キ

リス トは神 の御子 で あ り，す でに栄光 を

受けられた御方です。私 たちは皆様方 とひ

とつになって， これらの大いなる祝福の故

に主に感謝 を捧 げるものであ ります。

兄弟姉妹の皆様，皆様の周 りに家族 を引

き付けてお くように して下 さい。 もしも何

か誤解があるな らば， それを晴らすように

して下 さい。互いに赦 し，忘れるように し

て下 さい。過去の退廃的な気持ちを抱 き続

けることのないように， また愛 と命 をそこ

な うことのないように して下 さい。皆様の

家庭 を整えて下 さい。互いに愛 し合い， ま

た 自分 自身のように隣 り人を愛 して下 さい。

本 日，教会の幹部の皆様がお話 しされたよ

うに神の戒め を守 り，神に近づ くよっに し

て下さい。

今や私たちは皆様にお別れ を言 うべ き時

が来たようであ ります。皆様方の頭に，ま

た家族 の上に祝福 を残 したいと思 います。

また主のために行 なうことに主の祝福があ

るように願っています。どうぞこれか ら主

が与 えようとされている祝福を受 けるにふ

さわしくあって下さい。兄弟姉妹の皆様，

私たちは皆様方 をこよな く愛 してお ります。

この大会で皆様方にお会いし， また交わる

ことによって皆様方に対す る愛が一段 と増

し加 わりましたの この大 会か らお帰 りに

なられます時に大会で味わった気持ちをそ

こな うことのないように気を付けていただ

きたい と思います。

私は深 くへ りくだって証 を述べ ると共に，

皆様方 と家族の上に祝福があるよう主にお

祈 り致 します。真理 と誉れ をしっか りと保

つよ うに して下 さい。私は皆様に私の愛 と

祝福 をお残 し致 します。イエス ・キ リス ト

のみ名に より申し上げます。アー メン。
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11月1日(土)神 権i部会 にお ける説教

誓約に伴う神権者の責任

兄 弟の皆様・ありが とうございました・皆

様の歌声は，英語で も日本語で もすば

らしい ものです。 どの言葉で歌っても，み

たまは同 じです。

キンボール大管長よ り，ここで話 をす る

ように と言われました。私 は十二使徒評議

員会会員のマーク ・E・ ピー ターセ ン長老

です。

今朝，この ように大勢の神権者 をお迎 え

して，実に胸の高なる思いが致 します。皆

様 を心か ら歓迎 します。この地の教会の組

織にあって，皆様が大いなる力を発揮 して

お られ ることを感謝 します。神の神権 を授

か る兄弟 たちが このように大勢お られるこ

とをうれ しく思い ます。これは神の神権 で

す。私たちはこの神権 をメルケゼデク神権

とも呼んでいます。正式な名称は 「神の御

子の神権の聖 なる神権」 です。 しか し，神

のみ名をみだ りに口にす るのを避けるため

に，.この神権 をメルケゼデ ク神権 と呼ぶよ

うに言われています。

この会場には，ア ロン神権 をお持 ちの方

もおいでだ と思います。アロン神権 もまた

聖なる神権 です。私たちはアロン神権 をお

持ちの方々が， いつの 日かメルケゼデク神

権 を受け られ るように願っています。

神権 を受ける人は，誓約に よってそれ を

十二使徒評 議員会会 員

マ ー ク ・E・ ピ可 ターセ ン

受け ます。これはどういう意味でしょうか。

私 たちは神権 を受け る時，神 と誓約を交わ

すのです。誓約 とは，神 と私 たちの間で交

わされる契約 です。つま り，神のすべての

戒めに従 って生活することを約束す ること

です。教義 と聖約の第84章 には神権の誓詞

と誓約が具体的に記 されています。

「汝 ら神の 口よ り出るすべての言により

て生 くべければな り。」(教 義 と聖約84：44)

これ は聖なる約束であ り，私たちが決 し

て破 ることのできないものであ ります。

神 はまた私たちに別の誓約 を与えて くだ

さいました。バプテスマを受 ける時に，私

たちは生涯主に仕えるという約束 をします。

また主の聖餐 にあずかる時に，別の誓約 を

交わします。その誓約が いか に大切 なもの

であるか，考 えていただきたいと思 います。

主の聖餐は どの ような意味を持っているで

しょっか。それは主が十字架におかか りに

なったことを示 しています。私たちは裂か

れたパ ンを主の肉の記念 としていただきま

す。 また十字架上で流された救 い主の血の

記念 として水 をいただきます。主の賄罪は，

歴史上最 も偉大な出来事 です。従いまして，

主の晩餐であ る聖餐 の儀 式は， この教会で

最 も重要 な儀式のひ とつなのです。

主の賄罪はふ たつの部分に分かれていま
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す。ひ とつ は，主が十字架上で私 たちのた

めに亡 くなられたとい うこ とです。 もうひ

とつは，救 い主が死か らよみがえられたと

い うことです。主 は私 た ちに，贈 罪を象

徴するふたつの ものを与えて くださいまし

た。世の人々は，十字架がキ リス ト教の象

徴であると考えています。 しか し，救 い主

はそのような象徴 を私 たちにお与 えにはな

りませんでした。救い主が与えて くださっ

たのは，蹟罪 を表わすふたつの象徴です。

この象徴により，主が私たちのためになし

て くださったこ とを思 い起 こすのです。主

が十字架におかか りになったこ とを象徴す

るものは，主の聖餐です。主が葬 られた後

に復活 されたこ とを象徴す るものは，罪の

赦 しを得るために水に沈め られるバプテス

マです。浸礼は主が認めてお られ るバプテ

スマの唯一の方法です。私 たちは水に沈め

られることによって葬 られ，水か ら上がる

ことによって復活 と同 じ意味のことを受け

るのです。主が墓に葬 られたように，私た

ちは水の中に沈め られ ます。そ して，主が

墓か らよみがえられたように，水か ら出て

来て，新 しいみたまに満ちた生活 を始める

のです。皆様は，主の聖餐 とバプテスマの

儀式が いかに重要な ものであるか，お分か

りになったことと思います。これ らの儀式

は誓約によって執行されます。私たちは全

能なる神に.，全身全霊 をつ くして仕えるこ

とを約束す るのです。同 じことが神権の誓

詞 と誓約に も言えます。これ ら3つ の偉大

な誓約が，一点において一致 しているので

す。それは神に仕 え，神の戒めを守るとい

う点です。 では，神権 を持つ者 として他に

どのような責任があるでしょうか。

第1の 責任は，福音に従 って生活 し，身

も心 も清 くすることです。悪い思いを抱い

てはな りませ ん。 また， よくない習慣 を身

につけてはなりませ ん。あらゆる面で正直

に行動 します。 うそをついたり， ごまか し

た りせず，だれに対 して も不親切な行為は

慎みます。 キリス トのように思いや りのあ

る人間になるのです。不親切はこれに反す

る行為です。ですか ら，私 たちに とってひ

とつの大切な義務は，親切に思いや りの心

を持 って行動す ることなのです。

また，私 たちは道徳的に清 く汚れのない

状 態を保 たなければな りません。徳を失っ

てはな りませ ん。すべての男性 は妻に対し

て忠実かつ誠実 であるべ きです。末 日聖徒

の男性は，妻以外の女性に心 を寄せ てはな

りませ ん。 ここで聖句 を参照 したい と思い

ます。教義 と聖約第42章 の22節 です。是非

書 き留めていただ きたい と思います。第42

章 の22節 です。これはすべての聖典の中で，

最 も大切 な聖句のひ とつです。
まこころ

「汝 ら誠心 を以て妻 を愛 してこれと結び

合 うべ し。その他の者に愛着することなか

れ。」

実に興味深いことです。主は 「汝ら誠心

を以て妻 を愛し」 という言葉でこの聖句を

始めておられます。まこころから愛す ると

い う表現 を使っている聖句は，聖典の中で

他 にひ とつ しかありませ ん。それは 「心を

つ くして主なるあなたの神 を愛せ よ」 とい

う聖句です。この ことか ら，妻を愛せ よと

い う戒めの重要性が，お分か りいただける

と思い ます。心 をつ くして神 を愛 し，同 じ

く心 をつ くして妻 を愛するのです。

では，「妻 と結 び合 うべ し」とはどうい う

意味で しょうか。それは，妻 を心か ら愛 し，

思いや りを示 し，いつ も妻のこ とを考 える

ということです。 また ，妻に対 して親切 に

振る舞 うことです。言 い争 いをせず，常に
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親切 に思いや りの気持 ちを示すのです。

この聖句の最後の部分につ いて考 えてみ

ましょう。「その他 の者に愛着することな

かれ」と記 されています。つ まり，「心をつ

くしてあなたの妻 を愛 し，その他の者に心

を奪 われてはならない」 というこ とです。

主は私たちに，女性に対 して情欲の念を抱

かないように と言われました。 もしそのよ

うなことをす るならば，心の中で姦淫を犯

したことにな ります。また男性に対 しても

情欲の念 を抱 いてはな りません。男性 との

道徳上の罪は女性 との道徳上 の罪 と全 く同

じです。私たちは神権を持つ者 として， ひ

とつの戒めを心に留めてお く必要があ りま

す。それは 「汝 ら，主の器 をもてるものは

潔 くあれ」(教義 と聖約38：42)と い う戒め

です。

神権者 に与 えられた第2の 責任は，家族

の長 になるこ とです。神権者 として家庭 を

管理す るのです。 しか し，正義の心 をもっ

て管理 しなければな りません。もしも義 し

か らざる方法 で管理 しようとす るならば，

その人の神権 は終わ りであると，主は言っ

ておられます。私たちは義 をもって家庭 を

治めるべ きなのです。すなわち，思いや り

をもって管理す るのです。妻子に暴力をふ

るってはな りません。子供 をしつける時に

も思いや りの気持ちを持つべ きです。愛な

くして家庭の中に平安はあ り得 ませ ん。で

すから，私たちは家庭の中に真実の愛 を築

き上 げるのです。妻には夫や子供 を愛する

ことを教 え，子供たちには両親 を愛す るこ

とを教えます。 また，特別に時間 を取 って

子供 たちに福音 を教 え，福音に従 って生活

できるように必要な援助 を与えます。子供

たちは福音 を知 らなければ，それに従 うこ

とはできませ ん。子供たちが福音 を理解す
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理解 というものは，教えられ るこ とによっ

て生 まれ ます。

両親は家庭にあって子供たちの教師であ

るべ きです。それ には，両 親 自 ら福 音 を

理解 していなければな りません。皆様は毎

日福音を勉強していらっしゃるでしょうか。

是非そ うしていただ きたい と思います。福

音を勉強せ ずに， どうして福音を理解す る

こ とができるでしょうか。 自分で福音を理

解せずに， どうして子供 たちに福音 を理解

させ ることができるでしょっか。自分が知

らないこ とを人に教 えることはできません。

ですか ら，毎 日福音 を勉強 していただきた

い と思います。

私たちは非常に邪悪な時代に住んでいま

す。霊的 な力を可能 な限 り得 る必要があ り

ます。救 い主 について毎 日少 しずつ読むこ

とがで きれば，それは私 たちを守る大 きな

力になるでしょう。そして， その力は子供



たちにも与 えられ るのです。これが子供た

ちを改宗 しなければならない理由です。子

供たちはイエス ・キ リス トについて毎 日少

しずつ読む必要があるのです。

では， どうすればそれがで きるでしょう

か。読書計画を立ててみてはいかがでしょ

う。新約聖書の四福音書か ら始めて，モル

モン経のニー ファイ第三書へ と進むのです。

これ らの聖典 をすべて， しか も家族 と一緒

に読む と決心 した としましょう。毎 日1章

ずつ読めば，1日 に10分 とはかか りません。

しか し，それは1日 を始める何 とすば らし

い方法でしょうか。今 日の朝，家族が集 ま

ってマタイによる福音書の第1章 を読んだ

とします。明 日の朝は第2章 を読み ます、

その翌 日には，第3章 を読み ます。 こうす

れば，28日 間でマタイによる福音書 を読み

終わ ります。それか らマル コに よる福音書

に進みます。マルコによる福音書には16章

あ りますから，16日 で読み終わ ります。同

じようにルカ， ヨハネ と読み進み，ニーフ

ァイ第三書に入 ります。 この ように1日1

章聖典 を読む ことで，皆様や子供たちは世

の悪か ら守られるのです。

家族 と共に毎 日家族の祈 りを捧げること

を忘れないで ください。 また，子供たちが

毎 日個人の祈 りを捧げるように教 えて くだ

さい。毎週月曜 日の夜には，家庭の夕べ を

開いていただ きたい と思います。家庭の夕

べは本当に大切 です。そこで福音 を勉強 し1

一緒 に祈 ることがで きます
。 また，楽 しい

活動 を行 なって愉快 に過ごす こともできま

す。どうぞ，家庭の夕べ を楽 しい時間に し

て くだ さい。そうすれば，子供 たちは喜 ん

で，家庭 の夕べ を楽 しみに待つ ことでしょ

う。

では，神権者に与 えられた第3の 責任に

ついてお話 したいと思います。それは，ワ

ー ド部や支部において活発な会員 とな
って

神権 を行使することです。皆様は，監督や

支部長か ら与えられた責任 を喜んで引き受

けてお られる と思います。監督や支部長を

心か ら支持 して ください。また，皆様の召

しのひ とつであるホームティーチングを一

生懸命に行なって ください。組織の副会長

や教師に召されている人は，責任の内容を

研究 し，教えるべ きレッスンに精通 して，

与 えられた召.しを立派に果たして ください。

皆様の家族にも，教会で活発になるよう教

えて ください。私 たちは教会に活発でなけ

れば，救いを得ることはできません。教会

か ら離れている人は， 自らを救 うことはで

きないのです。不活発な人 も同 じです。私

たちは教会にあって真に活発であるべ きで

す。教義 と聖約の第4章 の中で，主は次の

ように述べ てお られ ます。

「すべから く心 をつ くし，勢力をつ くし，
つ と め

思 をつ くし，体 力をつ くして神 の役務をな

せ。」(教 義 と聖約4：2)

す なわち，私たちは心 をつ くして熱心に

神に仕 えるのです。 また，神のみ業に全力

を注 ぐのです。与 えられた英知 を十二分に

発揮 して主に仕 えるのです。

これ までお話 したことは，すべて私たち

神権者に課せ られている責任です。私たち

は主 に仕 え，これらの戒め を守 るとい う神

聖な誓約 を交わ していることを忘れないで

ください。主に対するこの約束を破 らない

よっに しよっではあ りませんか。すべての

皆様が主に忠実 であ ります ように，イエス・

キリス トのみ名により，へ りくだってお祈

りします。アー メン。
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11月 工日(土)神 権 部会 における説教

「しも べ は聞 き ます
。

主 よ ， お 話 しくだ さ い」

ア イスルキ・ウダイ・ オハ ヨウゴザイマ
ス。皆 さん と共に主 イエス ・キ リス ト

を礼拝 で きるこ とは，栄誉 な ことです。

また，主の代理の者 として主のみ名によ り

語れるこ とは特権です。私 たちは今朝，素

晴 らしい主の勧告 を学んできました。こ う

して心 と思いが備 えられた今，私 たちはさ

らに多くのこ とを学んでい きたい と思いま

す。

私 たちは来年度，神権定員会のレッスン

や個 人学習 を通 して，旧約聖書 を学び ます。

そこで私 は今朝，旧約聖書の中か ら皆さん

もよく御存 じの話をふたつ引用 したいと思

います。こちらか ら見渡 します と， この会

場には若い方が大勢 いらっしゃい ます。年

齢的にではな く，福音 との交わ りにおいて

まだ若い方もおいでのことで しょう。 また

教会内で数々のことを経験 された方々もい

らっしゃると思 います。これか らお話 し致

しますふたつの物語 は，一方は若い少年の，

もう一方は経験 を積 んだ老人の話です。両

方共，主に仕 えるという召しを受けました。

ところが，この召 しに対 して一方は主が望

んでお られる通 りの答 えを出 しましたが，

もう一方は違 った答え方 をしました。正 し

い答え方 をしたのは少年の方であ り， とり

か えしのつか ない過ちを犯 して しまって後

七十人第一定員会会 員

マ リオ ン ・D・ ハ ンク ス

で悲痛の内に悔 い改めなければならなかっ

たのは，老人の方で した。この少年は後に

偉大な予言者 となったサムエルです。皆 さ

んはサムエルの話 を覚 えておいでで しょう

か。本当に胸躍る話です。

サムエルの母 はハ ンナ という名の人で，

サムエル をみ こもるまでずっ と子供に恵ま

れませんで した。彼女は，世の清 く美 しい

妻たちであればだれで もそうであるように，

何 を犠牲に してで も母親にな りたいと願 っ

ていました。ある 日彼女は神殿に行 き，子

供 を授 けて下 さるように祈 りました。今朝

の開会の祈 りで，長浜副 ステー キ部長は，

この会場に集 った多 くの方々が断食をして

お られる とい うこ とを言われました。同 じ

ようにハ ンナ も，断食 をしていました。そ

して主に，かわいい男の子 を授か るよりに

祈 り求めたのです。後にその祈 りは聞 き届

け られて彼女 は男の子 を産み， その子 をサ

ムエル と名づ けました。

ところでハンナは，子供 を授けていただ

きたいと祈 り求めていた時に，主にひとつ

の約束 をしていました。すなわち， もし子

供 を授けて くれるならば， その子 を一生主

に仕 える者 として捧げるということです。

ですか ら彼女は，サムエルが 自分ひ とりで

身のまわ りの ことができるようになる とす
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ぐに，サムエルをエ リとい う名の大祭 司の

もとに行かせ，神殿で主に仕 えるようにさ

せ ました。

ある晩，サムエルがこの年老いた大祭司

のそばで眠っていると，主の声が語 りかけ

ました。 しか しサムエルは，それが主の声

だということがわか りませ んで した。そば

に寝ていたエ リが呼んだと思 ったのです。

その声が 「サムエル よ，サムエルよ」 と呼

んだ時，サムエルは 「はい， ここにお りま

零囁

す 」 と答 え ま し た 。 エ リが 呼 ん だ も の とば

か り思 っ た サ ム エ ル は ， エ リ を起 こ して ，

「わ た し は こ こ に お り ま す 」 と言 い ま し た 。

しか しエ リは ， 「わ た し は 呼 ば な い 。帰 っ て

寝 な さ い」 と言 い ま し た 。 サ ム エ ル は 狐 に

つ ま まれ た よ う な 気 持 ち で した が ， とに か

く戻 っ て ま た 床 に 着 き ま し た 。 す る と ま た

主 の 声 が 「サ ム エ ル よ， サ ム エ ル よ」 と呼

び ま し た 。 そ こ で サ ム エ ル は ま た エ リの も

とに 行 き， 「わ た し は ，こ こ に お り ま す 」 と

ξ寧 メ箏

雛 軸
》

攣難

歓 ド舗
騰

・轟
難

…薮

誌

F

l3
PP

灘㌔蟻 懸

轟 灘

臓 ・

窺 欝，

泌

劇論

編

81



k

答えました。エ リは面倒 くさそうに，「子 よ，

わたしは呼ばない。 もう一度寝なさい」 と

言いました。 しか しもう一度主の声が 「サ

ムエルよ，サムエルよ」 と呼びました。サ

ムエルは，今度はエ りを揺 り起 こし，「あな

たがお呼びにな りました。わた しは， ここ

にお ります」 と言 いました。エ リは ようや

く覚 りました。そして 「その声はわた しで

はない。主の声だ」 と言い， また呼ばれた

ら 「しもべは聞きます。主よ，お話 しくだ

さい」 と答えるように言いました。そこで

サムエルは，主の声に対 して教えられた通

りに答えたのです。それから後，主がサムエ

ルに対 して何 をお話 しにな り，また どの よ

っなことが起 こったかはサムエル記上の最

初の数章に書いてあ りますが，これは非常

に興味ある物語です。

この中で私たちが心に留めなければなら

ないことは，年端 もゆかず経験 もない少年

が，主に呼ばれた時に， 「しもべはあなたの

言 っことを聞 き，それ を行 ないます」 と言

ったこ とです。彼は幼い頃のその経験 を生

涯決 して忘れ ませんでした。主はサムエル

を何度 もお呼びにな りました。そ してサム

エルの答えはいつ も同じでした。 こうして

サムエルは偉大な予言者にな ったのです。

では， もうひ とつの話を簡単に紹介 しま

しょう。皆 さんが よく御存 じの， ヨナ とい

う人の話です。ヨナは成人で， しか も経験

に富んだ人でした。この ヨナに神の声が降

り， ヨナを伝道に遣わす ということが告 げ

られ ます。神権の召しが下 されたのです。

ヨナはその召 しについて思い悩み ました。

邪悪なニネベの民のもとに行 って，悔い改

めなければ滅びるであろ うと告げなければ

ならなかったからです。彼はその召しを拒

み，神の もとから逃れ ようと試み ました。
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ヨナは神の目の届かない所に隠れるこ とが

できる と思 ったのです。この話の続 きは皆

さん もよくおわか りのことと思います。

このサムエル とヨナの物語は，共に読む

人に訴 え るもの を持 ってい ます。少年サ

ムエルは，幼 い頃 に心 か ら主 の召 しに応

じるすべを学びました。主に召された時に

はいつ でもそれを行なうということです。

それに対 して ヨナは，主の もとか ら，つま

り主の召 しか ら逃げよ うとしました。 しか

し幸いなこ とに， このヨナ も，悔 い改めて

また別の機会が与 えられた と記されていま

す。

福音 を少しで も御存 じの方は，主か らの

召 しにもかかわらずそれを拒む人々が， ど

れほど悲 しい目に遭 うかおわか りのこ とと

思います。そのような話を皆 さんに紹介 し

たいのですが，今は もう時間があ りません。

その代わ りに，次のことを皆 さんにお願い

致 したい と思います。直接であって も神権

指導者 を通 してであって も，主が皆さんに

語 りかけられる時， どうか，サムエルが ど

う答 えたか を思 い起こしていただけないで

しょうか。 また， ヨナが どう答えたか とい

っことを思い出していただけないで しょう

か。どのように答えるかによって，皆 さん

が喜び をもって， しか も主のお役 に立てる

者 として生活できるか どうかが決 まるので

す。主の助けがあって私 たちが主の求めに

応 じるこ とができるよう，イエス ・キ・リス

トのみ名 により祈 ります。アー メン。

☆ ☆



11月1日(土)神 権 部会に おける説教

燃

神聖な任務に備えて

兄 弟たち・おは ようございます・キンボ
ール大管長， このたび私たち西 日本に

住む者 を大阪の地にお招 き下 さりあ りが と

うございます。キンボール大管長，ロムニ

ー副管長
， ピーターセ ン長老，ヒンクレー

長老，ハンクス長老，菊地長老， またその

ご夫人方， ス ミス姉妹，キャノン姉妹，そ

の他スタッフの方々，本当にご苦労さまで

した。この2週 間余 り，アジア各地での大

会，東京における神殿献堂式，地域大会 と

連 日お休みの暇 もなく私たちのためにお働

き下 さり，感謝の言葉 もございません。 ま

た，松下電器産業株式会社様の想像 を越え

たご厚意，ご配慮， ご協力 を心か らお礼 申

し上げます。

さて，愛す る兄弟，神権者の皆さん，私

は神の予言者，聖 見者の前で，神のみ旨に

かなった話 をす るように， ここに立ってい

ます。心か らみた まの導きがあるよう願 っ

てお ります。

私は神の御子 イエス ・キ リス トが再臨さ

れ，直接 この地上 を治め，中国，韓国，ア

メリカ， ドイツなどの国名 を必要 としな く

な る日まで， 日本に生 まれ 日本人であるこ

とを誇 りとして過 ごしたい と思います。兎

小屋の建 ち並ぶ 日本 との批評 もあ りますが，

世界地図の上で捜 し出すのが難 しいこの狭

地区代表

安 芸 宏

い国土に，約1億2千 万人，一平方キロに

306人 という高 い人口密 度 を擁し，なお世

界で2，3位 を競 う経済大国 となっている

ことは， 「生め よ，増えよ，地に満 ちよ」 と

の神のみこころにかなって祝福を受けた証

拠であると思います。両親を尊敬 し，家長

として父親が家族 を導 くという素晴 らしい

制度 を長 く維持 し，親切，勤勉，正直，礼

儀正 しさ， 人か ら受けた親切に感謝の心を

忘 れず，一度交わ した誓約は自分の命 より

も大切に と厳 し く教え られ，万一約束を破

った時には人前で笑われて もか まわない，

単に人前で笑われるだけで も非常 に不名誉

だ と，誠実に約束 を守った私 たちの先祖。

ちょうど罪のきざすの を見て，恐れおのの

くようにわれを成 らせたまえと祈ったニー

ファイのような，高潔な人格 をめ ざしてそ

のようなことを習慣 とした先祖 を心か ら誇

りといたします。

主は確かに， この 日本 と日本人 を祝福 し，

極東の一角にご自分の大切 な民をお守 りに

な り，盛衰興亡の激 しい世界歴史の中で，

静かに主の時のために待ってお られたと思

い ます。主はご自分の教会 を回復されて150

年 ，世 界で初めて非キ リス ト教国の 日本に

ご自身の宮居，神殿 をお建 てにな りました。

時は満ち，主の再臨を目前に した今 日，
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主は伝家の宝刀を抜こうとしておられるか

のようにみえます。アジ アの民の救いのた

めに，備 えよ，進めよと号令がかかったの

であ ります。 しか し，前方に黄色の信号 を

見るとアクセルを踏み込んで一気に交叉点

を走 り抜け る運転者，被告女性の弱味につ

けこんで破れん恥 な罪 を犯 しなが ら，罷免

を免れて退職金，年金 を受けよ うと町長選

挙に立候補す る裁判官，他人の研究成果を

盗用 して恥 じない大学教授，結婚制度 を人

間進化 の一段階にす ぎないと，あえて悪魔

の計画に加胆 して軽視す る評論家の台頭な

ど，名誉欲，社会的地位への執着，富，享

楽 とい う名の偶像への礼拝が半ば公然 と横

行 しているかのよ うに思 えます。

愛す る神権者の皆さん，私 たちはいたず

らに時を過 ごすこ とはできません。主が人

類の永遠進歩のために備え られた福音の道

を人々に知 らせ なければな りません。隣人

に警告 をしなければな りません。

「この故に
，今や神権者皆各々その義務

さ と

を覚れ。また己が任命せ られたる務めを全

く勤勉に勤むべ し」(教 義 と聖約107：99)

と言 われています。

私たちは神聖な神権者の努めを果たす備

えをしなければなりません。私たち神権者

に頼る人々に，私たちが選ぶ道を知 らせ る

必要があ ります。水泳のできない人が救助

員のような顔を してはな りません。同 じよ

うに，すでに 自分の持 ち場 を離れて己れの

考 えの中をさまよっている人が入々の道案

内 をしてはな らないのであ ります。

次の事柄について，一 人一人お考 え下 さ

い。

1。 私は末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会

の大管長 スペ ンサー ・W・ キンボール長老

を予言者，聖見者，啓示 を受け る者 として

支持 してい るか。また大管長以外に，すべ

ての神権の鍵 を行使する権限を託 されてい

る人は地上にいないことを認めているか。

2.他 の教会幹部 と地元の管理役員 を支

持 しているか。

3.教 会が受け入れている律法 と教義に

従 って生活す るよう努力 しているか。
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4.末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会が公

式に認めていない教義 を教え，あるいは実

施 しているグループや個人に同情を寄せた

り，関係 を持 った りしていないか。

5.什 分 の一を完全 に納めているか。

6.隣 人 と全 く正直な交際 をしているか。

7.知 恵の言葉 を守 っているか。

8.す でに神殿に入った神権者は，常に

正規に認め られたガー メン トを着用 してい

るか。

9.教 会において義務を果たす よう心か

ら努力 しているか。聖餐会，神権会，その

他の集会に出席 し，教会の規則，律法，戒

めを守っているか。

10.監 督や支部長に話していない未解決

のままの純潔の律法に関す る罪はないか。

11.す で に解決 しておかなければな らな

い過 ちを過去に犯 しながら， まだ支部長や

監督の もとで完全 に解決 していない事柄は

ないか。

これ らすべてに 「はい」 と答えられた人

は心に平安が.あることでしょう。

今こそ立って， 自分 の家族のため隣 人の

ために，神の方法 で雄々 しく働 き続けよう

ではあ りませんか。「はい」と答え られなか

った事柄は，両親やホームティーチャー，

支部長，監督，聖典，聖徒の道などか ら学

び，祈 り，悔い改めて，一 日も早 くすべ て

を 「はい」 と言える状態に しようではあ り

ませんか。私たち神権者は自分 を整えるだ

けでは十分であ りません。人が救われ るよ

うに助けなければな りません。

「汝 ら長老
，祭司，教師 また会員に至 る

まで，あらゆる人々精力を尽 しその手の働

きを尽 して為すべ きことを為 し，わが命 じ

たることを準備 し且つこれを為し遂 ぐべ し。」

(教 義 と聖約38：40)

主 は，サタンの誘惑が巧妙，強力になっ

た今 日，両親がその子供 を見守 り，訓練す

るため，予言者 を通 じ，家庭の夕べの実施

と，安息 日の3時 間プログラムが啓示 され

ました。また報告制度 の変更 も指示 されま

した。

家長である神権者，支部長，監督 として

の神権者，ステー キ部長，地方部長 として

召 されている神権者， そして神の家族の援

護者 として召されているホームティーチ ャー

としての神権老に，皆等 しく，神聖 な神の

代理人 としてその権能が付与されています。

この力によって，この力を結集 して，すべ

ての家庭で家庭の夕べ，統合された3時 間

プログラムが有効 に実施 できるように助け

合お うではあ りませんか。そして名誉欲，

社会的地位への執着や 富，享楽 という名の

偶像礼拝 をやめて，生ける真 の神 を礼拝す

る祝福 された民， 日本人になろうではあり

ませ んか。そして，アジア各地の人々 と神

殿の業 を通 して結び合 おうではあ りません

か。

私は心か ら神が生 きたまい，イエスは罪

の贈 いのために十字架 にかか り，今救 い主

として生きた もうことを証 いた します。確

かにジョセブ ・ス ミスは骨肉を具 えた神に

まみえ， この教会 を回復され ました。私た

ちは今生け る神の予言者キンボール大管長

をお招 きし，そして今 ここに同席できる光

栄 を心に思いなが ら， この後正 し く神様の

代表者 とし，神権者 として， 自分の家族を

守 り，隣 り人を守るという素晴 らしい任務に

励 もうではあ りませんか。心からの証 と気

持 ちをすべてイエス ・キ リス トのみ名によ

って申 し上げます。アーメン。
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11月1日(土)神 権 部会 における説教

教会員を守護する神権

日本大阪ステーキ部長

中 野 正 之

，i>から敬愛する神権者の皆さん，尊敬し

ますキンボール大管長が去 る10月26日

の夜大阪空港に到着 され，お出迎 えにあが

った時か ら，私の心や霊や魂のすべてが洗

い清められた思いが しています。再び以前

のような自分であってはな らない と深 く心

に刻んでいます。皆さん方 も御存 じの よう

に，敬愛するキンボール大管長は奇跡の人

でございます。これまで幾度 とな く生死の

境 を越えて現在に至っているのです。この

度香港，フィ リピンや台湾，韓国，東京そ

して大阪の地域大会に尊い予言者 としての

務めを果たすために，大管長は主 イエス ・

キ リス トの見守 りをいただいていることが

よ くわか ります。本 日神権者の皆 さん と予

言者の前でこうしてお話する機会 を心か ら

喜び としてお ります。

皆さん と共にここで考えたいこ とは，教

会員を守護する原則についてです。その こ

とを少しお話 したい と思います。

皆さんはアロン神権者 として主か ら聖任

され，神権の権滅 と権能 の一部 を神様か ら

付与されているのです。 その時か ら，神様

は皆さんに大 きな信頼 を寄せ，神の教会に

おけるある種 の職務 を，すなわち救い主御

自身が執行 された職務 を行な う権能 を授け

られたのです。 この職務 を遂行す る時，皆

さんの行動はイエス ・キ リス トや使徒 と同

じように神聖 で権威あるもの とな ります。

主が1830年 に予言者ジョセブ ・スミスを

通 して授け られた，教会の組織 と管理に関

す る啓示の中にこの原則が示 されています。

教義 と聖約第20章 には，執事，教師，祭司，

教会員たる者の義務について記されている

箇所があ ります。主はそこで教会員を守護

す るという責任について述べてお られます。

す なわちホームティーチ ングの原則につい

て語ってお られるのです。53節 には，「教師

のi義務 は常に教会員を守護し，彼 らと共に

あ りて彼 らを強 くすべ きもの とす」 とあ り

ます。この言葉はホームティーチ ングの土

台となるものです。この責任は主が神権者

に対 して与えられた責任のすべて を含んで

います。 この啓示は，教会が組織 されまだ

祭司や教師や執事や長老が召 され る以前に

与 えられた ものです。皆 さんはこの神権 を

受けられた時，当然それに伴って この責任

を受 けていたのです。近代の啓示によ りこ

の責任が教師に与えられたことには意義が

あ ります。常に教会員 を守護 し，彼らと共

に強 くある， これはすべ ての神権者 に対す

る律法であ り，基本的な原則です。すべ て

の神権者にとって，教会員 を守護す るのは

いつ でしょうか。「常 に」 です。では， どこ
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です るのでしょうか。「家庭」においてです。

ホームティーチャーは会貝の家庭 を訪れて，

教義 と聖約50：47，51に 記 されたことを行

な うのです。

祭司は 「各会員の家庭 を訪れて，彼 らが

声 を挙げて もひそかにて も祈 りを為 し，す

べ て家庭の務めにいそしむよう勧め をなす」

のです。家庭 の務 めをなし，それにいそ し

むよう導 くことが， ホームテ ィーチャーの

責任です。

また 「教会員の しば しば集会す ることを

はか り， またすべ ての会員にその義務 をつ

くす ようなさしむ。」(教 義 と聖約20：55)

この こ ともホームティーテ ヤーの義務です。

ですか ら，教会員を守護す るとい うことに

は，ふたつの義務があ ります。ひ とつは家

族 としての義務であり， もうひとつは個人

としての義務 です。

家族の務め として声を挙げてもひそかに

ても祈 りをなす ということは，主がアダム

とイヴに礼拝 をす るように と言われた以前

か ら続け られていたことです。 また主は教

会員個 人の義務 として も与えられています。
よ こ し ま

「邪曲なきよう……虚言，蔭 口，悪 ロ……

なき様注意」し，「教会員のしばしば集会す

ることをはか」(20：54，55)る よ う言われ

ています。これ らの教 えと勧め と励 ましは，

常に教会員を守護 し，彼 らを強 くす るため

の原則なのです。

ジョセブ ・ス ミスは17歳 のウィ リアム兄

弟によってホームテ ィーチングを受けられ

ました。ウィリアム兄弟は予言者ジョセブ・

ス ミスの家庭 を訪れ， このようにジョセブ

兄弟に話 しました。

「ジョセブ兄弟，あなたは自分の宗教に

従って生活しようとしていますか。家族の

ために祈 っていらっしゃいますか。家族 に

福音の原則 を教 えていらっしゃいますか。

食事の祝福 をしていらっしゃいますか。家

族の皆 さんと，平安 と一致のある生活を送

るよう努めていらっしゃいますか。」そ して

その後，奥様であるエマ姉妹 に対 して，「教

会の教 えに従って生活 しようと努めていら

っしゃいますか。両親に従 うよう，子供た

ちに教えていますか。祈 るよう子供たちに

教えていますか。」と尋ねて帰 ったのです。

ホームティーチャーは主の代理 人として

神権者の義務 を説 く力が与えられています。

ロムニー副管長は私たちにこのような言葉
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を投げかけています。

「ホームティーチャ7の 務め を果たす義

務はメルケゼデ ク神権に聖任 された時， ま

たア ロン神権 の祭 司，教 師の職に聖任 さ

れた時， 同時に与 え られ る もので ある。

ホームティーチングという奉仕により，神

権者が 自分の召 しを全力 を尽 くして遂行 し，

次のような偉大な約束にふさわ しくなるの

である。およそ忠実にしてその天 よりの召

しを全力 を尽 くして遂行する者たちは，『み

た ま』により聖め られてその肉体再新 され，

またその召 しを全力を尽 くして遂行する神

権者たちは，偉大 な約束にふ さわ しい者 と

な り，教会員に して王国の民 とな り神 の選

民 となる。」

神権者の皆 さん，ホームティーチ ャー と

しての最 も神聖な義務 を果たす時，天父の

みたまが家族に もたらされることを知るこ

とでしょう。父親の皆さん， 自分の生活に

とって一番大切 なものは家族です。常にそ

のことを心に留めて下 さい。家族に心を配

り， また現在 と永遠にわた り家族 と共に過

ごしたいと願 うならば，福音の教 えに従っ

て生活 していただきたいと思 います。また

自分の生活を息子に知 って もらうために，

そして息子の生活 を知 るために一緒に過 ご

す時間をもつ ことが大切ではないでしょう

か。決 して子供に，無償で物 を与 えること

のないようにしていただきたいと思います。

息子が神権の意味 をよ く理解 しないまま，

アロン神権を受けるこ.とがないように。ふ

さわしくなれるよ う準備の機会を，父親の

皆 さんは与えるべ きではないでしょうか。

神権者の全員が神権指導者 として召 され る

ことはないか もしれ ません。 しか し神権 を

得 ることが特権であり大 きな祝福 であるこ

とを認識する必要があるで しょう。
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キ ンボール大管長はこの春の総大会で，

新 しい神殿の建設計画を発表 され た際，神

殿 で行なわれる神聖な儀式が この地上 に住

むすべての教会員にとって便利な所で行な

われ る日が待 ち望 まれるとおっしゃいまし

た。

神権者の皆 さん，この シオンの大阪の地

に，名古屋，福岡の地に主の宮居が建て ら

れ，聖なる神権 をもってイエス ・キリス ト

に仕え，奉仕 できる日のために今か ら備 え

る必要が あるでしょう。

使徒パ ウロはペ テロの第一の手紙5章1

4節 で こう述べ てい ます。「そこで，あ

なたがたの うちの長老たちに勧め る。わた

しも，長老のひとりで……あなたがたにゆ

だね られている神の羊の群れ を牧 しなさい。

しいられてす るのではな く，神に従って自

ら進んでなし，恥ずべ き利得のためではな

く，本心か ら，それ をしなさい。……そう

すれば，大牧者が現われ る時には， しぼむ

ことのない栄光の冠 を受けるであろう。」

神権を持つ私たちは， イエス ・キリス ト

の教会の会員 としてふさわ しい生活 をす る

よ う努め ようであ りませんか。そして教会

貝 を守護する とい う大切な務めをなそ うで

はありませ んか。この教会の進歩 と発展は，

神権 をもつ私 たち一人一 人が教会員 を守護

す るこ とか ら始 まるのではないでしょうか。

「わが僕 らを受け入るる者はわれを受 くれば

な り，また，われを受け入るる者 はわが父

を受 くるな り。而 して，わが父 を受け入る

る者はわが父の王国 を受 くるな り，この故

にわが父の もてるすべ ては彼に与 えらるべ

し。」(教 義 と聖約84：3638)私 たちはこ

れにふさわ しい者 となろうではあ りません

か。イエ ス ・キ リス トのみ名によ り申 し上

げます。アー メン。



11月1日(土)女 性 の集会 における説教

自己の才能を伸ばし

神 と隣人に奉仕する人となろう

一 の麗わしい朝に皆 さん と共に集 うこと
一

ができ，心か ら感謝 しています。主は

麗わしい天気 をもって私たちにほほえみか

けてお られます。

今朝，私 は若い女性の皆さん，特にまだ

結婚 をしていない独身の女性の方々にお話

したい と思います。私 たちは家族や両親に

つ いてよ く語 る機会があ ります。これ も非

常に大切なことです。 しか し，母親や結婚

された女性についてはほかの方に話 してい

ただ くことにして，私は，独身の女性 につ

いてお話 したいと思い ます。特にここでコ

ー ラスを発表 して下 さっている美 しい女性

の皆 さんに申し上げたい と思います。時折，

私 たちは自分 自身がな さけな くなって悲し

むことがあ ります。自分 は美人で もなけれ

ば魅力があるわけでもない。この世には自

分 のい る場所などないのだ， と考えて しま

うのです。すべての若い女性が結婚す るか

どうか私 にもわか りませ ん。若い女性に と

って，結婚は心か らの願望 です。すべての

若い女性が伴侶 を得るように願 うのは当然

のこ とです。また家族 を持 ちたいと願 うこ

とも当た り前のことです。 しか し，何 らか

の理由で結婚 で きない女性 もいます。時折，

人はそのよ うな女性 を見下す ことがあ りま

す。またそ うした女性 自.身も， 自分に対 し

十二使 徒評議員会会 員

コ.'一ドン ・B・ ヒ ンク レー

て批判的にな る傾向があ ります。ここで姉

妹の皆 さんにはっきり申し上 げたいと思い

ます。皆さん一人一人は神の娘です。皆 さ

ん方の中には神か ら与 えられた何かがあ り

ます。 したが って自分 自身を卑下 してはな

りません。この世の中に皆 さんのいる場所

がないなどと思ってはなりません。また自

分は結婚 していないか ら神の 目的に貢献 し

ていないと考 えてはな りません。 申し上 げ

る必要のないことだ とは思いますが，結婚

は必ず しも幸福 を保証す るものではあ りま

せん。私たちは， 人々が問題 を抱 えて苦 し

んでいる様子 を耳にしますが，既婚者の中

に も大変な苦悩 と悲1参を味わっている人が

実際にいるのです。

ある時，私 の秘書が とて も気落 ちした顔

をしていました。だれが見ても何かあった

な とわかるような顔 をしていたので，私は

彼女に，一体 どうしたのか と尋ねました。

する と彼女はわっと泣 きくずれました。私

は もう一度， どうしたんだね， と尋ねまし

た。す ると，彼女はこう答えました。「私は

きょうで35歳 になりますが，まだ結婚 でき

ませ ん。」そこで私は彼女に，「それが どう

した といっのだ」 と言 いました。

保険統計表の どれ を取ってみて も，皆 さ

んはこれ まで過ごしてきた人生よりももっ
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と長い人生 をこの地上 で送るはずです。 ど

っぞ， 自分 自身 を忙 しく，し，何か有益 なこ

とを行 なって下さい。そして， 自分の問題

など忘れて下 さい。 自分 を忘れるのです。

自分 を捨てて人のために奉仕 して下さい。

主は 「自分の命を得 ている者はそれを失い，

わたしのために自分の命を失っている者は，

それを得るであろう」(マ タイ10：39)と 言

われました。これは永遠の真理です。この

言葉は男性にも女性に も当てはまります。

私たちが自分 の個 人の問題で日夜思い悩む

とした ら1人 生は実 りのないもの となるに

違いあ りません。反対 に， もし私 たちが 自

分 自身を忘れ，無私の気持 ちで人のために

奉仕 し，神に仕えるならば，そこか ら真の

人生が始 まることで しょう。そ うすれば，

私たちは もっと人々か ら関心 を得て，魅力

ある民 となるこ とができます。また私たち

が住んでいる地域の偉大 な力 となるに違 い

あ りませ ん。それが また，教会に とっても

大 きな力 となるのです。

若い女性の皆さんに2，3提 案 したいこと

があ ります。

第1に ， 自分の仕事において常に傑出 し

た働 きをしてもらいたい ということです。

皆さん方の多 くは会社で働いていると思い

ますが，その仕事の中でまだ完全の域に達

してはいないはずです。皆 さんは もっと熟

練 できると思います。そ うすれば皆 さん方

の生活は もっ と楽 しくな り， もっ と価値あ

るものになるに違 いあ りません。時折， じ

っ くりと腰を落 ち着けて， どうしたら自分

が仕事の中でもっと役立つ人間になれるか

考えてみて下 さい。 また， どうすれば仕事

の技術を向上 させ ることがで きるか考えて

みて下 さい。そして仕事 でそのことを実践

するのです。そうすれば，皆さん方の上 に
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素晴 らしいことが起こることに気付かれ る

でしょう。

次に，書物 を読み，精神 を高揚 させてい

ただきたい と思います。この美 しい国 日本

の文学 を学んでいただきたい と思います。

その他の国々の文学に も親 しむように して

いただ きたい と思います。私 たちは読書を

通 してた くさんのことを得 ることがで きま

す。 もちろん，聖典 も読んで下 さい。男性

であれ，女性 であれ， いかなる人 も聖典に

完全に精通 している人はひ とりもいません。

この神聖な書物の中には，興味ある事柄や

知恵がたくさん記 されています。私たちは

皆，この書物から絶えず多 くのことを学ぶ

ことができます。そ うすれば，精神が高揚

され，私たちは他の人々にとって もっと興

味ある民 となることができるでしょう。主

はそのことをひとつの義務 としてこの教会

の民に与 えてお られ ます。「汝ら最 も善 き書

よ り智恵ある言葉 を探 し求め よ。また正 に

研究 と信仰 とによ りて学問を求むべ し」 と

あ ります。また，「お よそ，われ らのこの世

に於 て達す る英智の一切 は，何 にて もよみ

がえ りの時われらと共によみがえるべ し」

と述べ られ ました。神に関することを学ぶ

ことは永遠の事柄です。聖典 を読み，主の

みこころを学ぶ上で，若過 ぎるとか年 をと

り過 ぎている とかいうこ とはありません。

次に， キンボール大管長は私たちに 日記

をつけるように言われました。 もし皆さん

方が毎 日時間 をとって何かを書き残 してい

くようにす るならば，書 く技術を伸 ばし，

言葉 を使 う力が増 し加え られることでしょ

う。皆 さんは 自分の生活で毎 日経験す る美

しい，興味ある事柄 を記す ことができるだ

けでなく，他 の人々と話 を交わす能力 をも

高め ることができます。 こうして皆 さんは



もっと他 の人々の関心 を得 るようになるで

しょう

次に，音楽 を学んでいただ きたい と思い

ます。私 たちすべてが音楽家であるわけで

はあ りません。私は歌 を上手に歌 うことは

で きませ ん。 ピア ノを弾 くこともできませ

ん。バ イオ リンを弾 くこともできません。

ただ少 しロ笛を吹ける位 です。 しか し私は，

よい音楽 を聴 くことが好きです。私の家 に

はレコー ドプレーヤーがあ ります。そして

私 は世のす ぐれた音楽家のいろいろな レコ

ー ドを持 っています。時々そのレコー ドを

かけ，電燈 を少し暗 くして，この霊感 され

た天才たちの胸に去来 したものは何 であっ
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たろっか と考えるのです。この経験は，私

に何か特別の もの を与え て くれ ます。恐 ら

く，皆 さんも同 じような何か を感 じとるこ

とができると思 います。楽器 を， たとえば

ピアノを演奏す ることができる人は， どう

ぞ一生懸命練 習して下 さい。た とえコンサ

ー トに出るような演奏者にはなれな くとも
，

人 を喜ばせるエ ンタテイナーになることは

で きるか らです。そしてこの人生における

芸術的な事柄 を愛す る気持ちが ます ます高

まってゆ くに違いありません。私は 日本を

訪れ るたびに， 日本女性の生け花の才に驚

きの念を抱いています。大分前の話にな り

ますが，私 は各地の支部がまだ非常に小 さ

かった頃この国を訪れ，バプテスマ を受け

た会員全員にす ぐ責任 を与えるよう，支部

長の皆 さんにお話 しました。そ して私 は6

カ月後に もう一度 日本 を訪れ るので， その

時にはすべての改宗者が何の責任 を果 たし

ているか教えて下 さいとお願い しました。

そして再 び日本 を訪れた時，ひ とりのバプ

テスマ を受けた若い女性が教会 でどの よう

な責任 を果た しているか と彼女の支部長 に

尋ねました。彼女 は，毎週 日曜 日に壇上 の

花 をいける責任に召 されていました。壇上

を見上げます と， そこに平 らな花器が置か

れ，その中に一輪のバラが きれいにいけら

れていました。本当に見事 な生け花で した。

私 は彼女 を見つけ，感謝の言葉 を述べ まし

た。彼女は私の言葉に笑顔 で答えて下さい

ました。そして，彼女はその教会 で立派な

男性 と出会い，幸福 な結婚 をしました。彼

女がその男性 と知 り合 ったのは，彼女の芸

術である生け花 を通 して彼女 自身 を美しく

保 っていたか らだ と思います。

愛する若い友人の皆さん，決 して自分 を

卑下することのないようにして下 さい。皆
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さんはすべ て神の娘です。皆 さんの内には

偉大な可能性が秘め られています。その可

能性 には，1日 では到達 できないか もしれ

ませ ん。しかし皆さん方が熱心に努力し，自

分 を忘れて人のために奉仕するならば到達

で きる日が必ず訪れることで しょう。私 た

ちがこのような成長 を遂げ ることこそ福音

の神髄なのです。

教義 と聖約 の50章 の24節 に こう.記されて

います。「神によるものは光明なり。その光

明を受 けて神 に従 うこといよいよ久 しき者

は，その受 くる光明いよいよ明 らかな り。

その光 明いよいよ明 らかな りてつ いには完

き昼 となるべ し。」

これは絶えざる進歩の原則について述べ

ている ところです。神に向か って進歩，成

長するのです。私は，皆さんが幸せ な結婚

をなさるよ うに願 っています。皆 さんがそ

っできるよっに祈っています。私は皆 さん

に約束 をしたい.と思 います。皆 さんが 自分

の知識 を伸ば し，才能 を育み， 自分 自身を

魅力的に保ち，無私の気持ちで神 と人々の

ために奉仕 をす るならば，皆 さんは主か ら

祝福 を受け，恐 らく結婚 もす ることができ

るでしょう。たとえ結婚で きなくても，私

たちは永遠の父なる神の娘 として平安 で，

満足のゆ く，素晴 らしい人生 を送 るこ とが

できるに違 いあ りません。これ らのこ とが

できるように皆さんに代わってイエス ・キ

リス トのみ名によって祈 りたい と思います。

アーメン。

☆ ☆



工1月1日(土)女 性の集会 における説教

A， ここでお話 しできます ことを感謝致7

します。皆様方は，予言者，十二使徒，

七十人第一定員会会員，そ してその他の中

央管理役員ならびにその奥様方，技術者が

こちらを訪 問す るに当たって，長 い間この

大阪地域大会のために備 えてこられました。

また，この部屋 とほかにテ レビの備 えられ

た3つ の部屋にい らっしゃるすべ ての姉妹

たちと共に この会に臨み，素晴 らしい歌声

を聞 くことができますのは，私に とって大

きな喜びです。皆様は，本当によく準備 し

て下 さいました。

昨晩，私 たちが大阪空港に着 きました時，

何人かの人々が出迎えて下 さいました。皆

様方は，ほほえみ を浮かべ，ていねいなお

じぎと握手，そ して.英語のあいさつで私 た

ちを歓迎 して下 さいました。それから，私

たちはバスまで案内され， そこでまた大歓

迎 を受けたのです。ホテルに到着すると，

そこには私 たちの心 を打つプレゼ ン トが用

意 されてあ り， さらに，私 たちの霊 を高め

力づけて くれる美しい花 と新鮮な果物が飾

られていました。また，心に光 を投 じる日

本語のモルモン経 も置いてあ りました。 こ

れを見まして，私たちが心 を尽 くし，勢力

を尽 くし，思いを尽 くし，体力 を尽 くして

務め を果 たせ るように願ってお られ る皆様

備
へ

λ

中央 扶助協会会 長

バ ー バ ラ ・B・ ス ミス

のお気持ちが よくわか りました。

私たちが無事大阪に来ることがで きまし

たの も，すべて皆様の行 き届いた準備のお

かげです。皆様は，私 たちが健康 を保 って

無事に到着 できるようにと断食 し，祈 って

下 さいました。 また，この大会に出席する

ために貯金をし，家 をあけ会社 を休むため

に前から準備 してこられました。船や飛行

機，車，バス，電車 を使 い，大 きな犠牲 を

払 って長い旅 をしておいでにな りました。

ア リガ トウ ゴザ イマ ス。

天父は， この ような犠牲 を通 して私たち

がすべ ての祝福 を受け るように望 んでおら

れるのです。主は私 たちに，心 を尽 くし，

勢力を尽 くし，思いを尽 くし，「体力を尽 く

して仕えなければな らない と言ってお られ

ます。 この ような奉仕は，私にマ リヤ とマ

ルタの話を思い起 こさせ ます。この話はル

カ伝10章 に書いてあ ります。私 は，マルタ

はイエ ス ・キ リス トがおいでになることを

知っていたので準備 していたのだと思 いま

す。 しか し， イエスがおいでになっても準

備ができていなか ったので忙 しく立ち働い

ていました。一方，マ リヤはイエスの傍 ら

にすわってイエスの話を聞いていました。

マル タはそれを見て，不平 を言いました。

その時イエスは， 「マ リヤはその良い方を選
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んだのだ。そしてそれは，彼女から取 り去

ってはならない ものである」(ル カ10：42)

と言 われたのです。イエス ・キリス トは，

いつの 日か私たちの ところへおいでにな り

ます。私たちは， その 日のために準備 をし

なければな りません。教義 と聖約 には，「汝

ら主の道を備えよ」，また 「われわが民 と共

に住わん時の備 えを為 さん」 と記されてい

ます。さらに主は，「備 えと聖め とをなすべ

し」 とも言っておられます。

主は，私 たちが 自分 自身を備えて， 自分

に適 した， だれにも取 り去 られることのな

い務め を身につけるこ とができるように，

特 に女性のために，扶助協会 をお与 え下 さ

いました。私は，皆様が 自らを備 え，聖め

て，心 を尽 くし，勢力を尽 くし，思い を尽

くし，体力を尽 くし，主に仕 えることがで

きるように， ここに10の 提案 をしたい と思

います。私 は，皆様に女性 に生 まれたこと

の喜びを味わっていただきたい と思 ってい

ます。

まず第1番 目は，扶助協会に定期的に出

席することです。ヒンクレー長老がお話 し

になったように実行 し，学んで下 さい。

2番 目は，扶助協会 に行 く前にテキス ト

をよく読んで下さい。準備 をして扶助協会

に臨むのです。レッスンの原則 をどのよう

にして生活に取 り入れるか， またその原則

を通 して家族に どの ような祝福がもた らさ

れるか につ いて考 えてみ ましょう。

3番 目は，神 とその御子 イエス ・キ リス

トに対する信仰を持つ ことです。神が生 き

てお られること， また神は私たちを成長 さ

せ るために教会の責任 をお与えになること

を知 り，理解 して下さい。皆様は，神 のお

選びになった指導者を支持す ることによっ

て神の王国を設立する担い手 となるこ とが

94

で きます。

4番 目は，祈 ることです。教会で，家で，

個人で， また家族で祈 って下 さい。また，

病気の時や特別に祝福が必要な時は，神権

者，既婚者 であれば御主人か ら祝福を受け

るようにお勧め します。

5番 目は，祝福師の祝福 を受け ることで

す。

そして6番 目に，人生の計画を立てるこ

とです。 目標 を立て，努力し，達成 して下

さい。福音 の中で，一歩一歩成長 して下さ

い。そして，繰 り返 し勧告 されているよう

に， 自分の成長を日記に記録 して下さい。

7番 目は，神殿に参 入できるよう自分 自

身をふさわ しく整 え， そして神殿に行 くこ

とです。

8番 目は，家庭訪問教師の責任 を立派に

果 たす ことです。担当の姉妹たちを愛 し，

見守って下 さい。彼女 たちのために祈 り，

彼女たちを教え， そして彼女たちか ら学び

取 って下 さい。また，常に忠実であるよう

に努力して下 さい。

9番 目は，模範的な生活をすることに よ

って神の栄光 を表わす ことです。

そして最後に，皆様方の家庭 を，幸福 と

ほほえみ と愛の場所にすることです。常に

積極的にふるまい，福音の原則に従って生

活 して下さい。

これらの事柄をすべて実行する時に，皆

様は， 自分がだれ も 「取 り去る」 ことので

きない 「良 い方」の役割を選んだことに気

づ くことでしょう。そして，教義 と聖約88

章119節 に書かれている 「汝 ら組織 して必

要なる物をことごとく調えよ」 とい う勧告

に従った皆様は，そこに記 されているよう

に，祈 りの家，断食の家，信仰の家，学問

の家，栄光の家，秩序の家，神の家をどの



羅灘
照勝 囁蹴にP

よっにして建てるか を知 るのです。ここで

言 う家 とは，教会や神殿 を指 しているので

すが，女性に とって， この原則は家庭にお

いても適用 されるべ きものです。既婚者，

独身者 を問わず，主 の大いなる 日に備えて

すべ てこれらのことが達成できるよ う私は

心か ら願っています。 これらの祈 りと証 を，

主イエス ・キ リス トのみ名によって申し上

げ ます。アー メンげ
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11月1日(土)女 性の集会 における説教

天と地を結ぶ愛

オ ハ ヨウゴザ イマ ス・皆様 とこの よつ
に共に集 うこ とが で きま して，心か

らうれ しく思います。お会 いしてまだ1日

しか経っていませんが，私は皆 さんが大好

きになりました。もうすでに若い女性の指

導者の方々 と素晴らしい会 を持 ちましたが，

その会は，私が知 っている中で一番 よ く準

備の整えられた会でした。その会で私たち

は共に涙を流 し，若 い女性 とその指導者の

ために共に祈 り， またプレゼン トを交換 し

ました。そして心に喜びを覚えると共に，

その場に天父がお られ ることを感 じたので

す。

霧の都ロン ドンにいた時のことです。あ

る会合があって，そこでた くさんの国の方

方 と言葉 を交わす機会があ りました。会が

終わって，皆あちこちに輪 を作って談笑 し

ていました。どの方 も自分の国の言葉で話

しているのですが，私には何 を言っている

のかよくわか りました。愛を交換 していた

のです。

ところがその時， スカー トのすそが引っ

張られるのを感 じま した。私のまわ りには，

人々がちょうど救い主 を取 り囲む よっに し

て立っていました。 どうしたのかな と思っ

ていると， またスカー トが引っ張 られまし

た。振 り返ると，3歳 位のかわいい女の子

中央若 い女性 会長

イ レイ ン ・E・ キ ャ ノ ン

が私のスカー トを引っ張っていたのです。

かがんでその子の小 さな顔 をじっと見つめ

ると，その子 も私の大 きな顔を じっ と見つ

め ました。何 とも言えない素晴 らしいひ と

ときでした。彼女は私にこう言いまし.た。

「おばさんのこと大好 き
。おば さん と一緒

に天国に行 きたいわ。」私はその子 を見つめ

なが らこ う考えました。「私 もあなたが好き

よ。全然知 らない私のこ とを受け入れて く

れたんです もの。」天国 とはこのようなもの

です。私たちは，あ りのままの姿で受け入

れ られるのです。私 は皆さんのことはよく

知 りません。名前 も知 りませんし，年齢や

お子さんの数 も知 りません。で も，皆 さん

が主に対 してどうい うお気持ちでいるか，

私は感覚 を通 して知ることができます。 ま

た皆 さんが私たちをどの ように もてなして

下 さったか，互いに どの ように もてな し合

っているかを知っています。今朝バスでこ

の会場にやって参 りました時か ら，私には

そのことがわか りました。沿道には教会員

の方が立 っていて，道案内をして くれまし

た。 また指導者会の会場か ら外へ 出ると，

託児室へ の方角 を示す，お母さんが赤ちゃ

ん を連れた標識 を持 って立っている人がい

ました。確かに私は皆 さんのことは知 りま

せん。で も皆 さんが本当にやさしい心 を持
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った方々であることをひ しひ しと感 じるの

です。ですか ら私は，皆 さんのことを心か

ら愛 しています。そして，皆さん と一緒に

天国に行 きたいと思 います。

さて，先程 ヒンクレー長老が，この人生

を過 ごす上で非常に大切 なことを私たちに

教えて下 さいました。またス ミス姉妹は本

当に偉大な女性 の指導者であ り，私たちの

素晴 らしい模範です。このおふた りがお話

し下 さったことをよく心に留めて下 さい。

またこれか ら，ふた りのす ぐれた神権指導

者か ら，お話をうかがいます。このおふた

りの話に もよ く耳 を傾けて下 さい。この2

週 間，私 は教会幹部 の方々のお話 を何度 も

何度 もお聞 きしました。これからの私は，

今 までの私 とは違 うと思 っています。私は

幹部の方々 を愛 しています。幹部の方々 と

共 に天国に行 きたい と思 っています。 また

本 日の午後の大会では， キンボール大管長

からお話 をうかがいます。大管長は最 もキ

リス トに近い方です。大管長が キ・リス トに

近 い方であるように，私 も大管長に近い人

間になれた らと思 います。

私 はここに聖 句 を少 し用意 してまい りま

した。これを家にお帰 りになってか らよ く

読んでいただきたい と思います。私たち女

性 を啓発 して くれる，特別 な聖 句です。 ま

ず教義 と聖約25章 ですが， これは，教会員

の女性であればだれでも精通 してお くべ き

章だ と思います。何度 も何度 も，繰 り返 し

熟読 して下 さい。私 はこの章 を英語 でも，

フランス語で も，スペイン語で も知 ってい

ます。今度は 日本語 に挑戦するつ もりです。

息子が読み方を教えて くれ ると思いますか

ら。次にルツ記 とエ ステル記を何度 も読ん

で， このふた りの女性の心情をよくくみ取

って下 さい。モルモン経の中では，アルマ

書の19章 か ら23章 までです。 ラモーナイ王

の妻につ いて研究 して下 さい。それか ら使

徒行伝の9章 ，列王記下の5章 を読んで下

さい。このふたつはあま り話題に上 らない

物語ですが，祈 りながら何度 も繰 り返 し読

めば，女性 としてのあなたに深い理解 をも

たらして くれ る聖句であることがわか り，

子供や神権者 をよ く助け ることができるよ

うにな ります。

どっぞ，御父のまわ りに集 まる子供たち

が互いに どうい う気持 ちを抱 くかを理解 し

て下さい。そうすれば， この地上に天国が

訪れることで しょう。

私 は日本語で証 をす るように準備 しまし

た。これは，私 たちすべ てに とって本当に

神聖 であるこの証 を，皆 さんが どの ような

言葉 で表現するのか知 りたかったか らです。

発音がおか しくて もどうぞお許 し下 さい。

で も，この証は何度 もしてきました。そ し

て， この証 を通 して，神聖な事柄について

皆 さん と意思の疎通 をはかれることがわか

りました。同じように，私たちは神様 との

意志の疎通がで きるように，何度 も何度も

練習 しなければならないのではないでしょ

うか。

ア イスル キョウダイ シマ イタチ。ワタ

シハ ココロカラ， シュヲアイシテイマス。

コレガ， シュノキ・ヨウカイデア リ，マタス

ペ ンサー ・W・ キンボールガシュノヨゲン

シャデアルコ トヲ，アカシシマス。 カミサ

マガイキテイラ ッシャ リ，ワタシタチヒ ト

リヒ トリヲアイシテイラ ッシャルコ トヲ，

ワタシハイエス ・キ リス トノミナニ ヨッテ

アカシシマス。アー メン。
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11月1日(土 〉女性の集会 における説教

ふたりの姉妹の模範

七十人第一定員会会員

菊 地 良 彦

愛 する姉妹の皆様 お早うございます・
私は，いつ も素晴らしいお話をして下さ

るキャノン姉妹に感心しています。 またス

ミス姉妹は，私たちに とってとても大切な

お話 をして下 さいました。 ヒンクレー長老

も非常に具体的に，皆様方姉妹たちに とっ

て大切なことをお話 し下さいました。ヒンク

レー長老のお話なさったことは，私が常 日

頃，女性 について考 えている事柄です。

東京では， ロムニー副管長が，母親の こ

とを話 して下 さいました。私はその話に強

く胸 を打たれ ました。

きょう私は，皆様方が霊的に よく備えて

おられるの を感 じます。皆様方からとても

強い霊的な力を感 じます。

皆様がそのような備えをしておられるこ

とを，私 は深 く感謝 しています。また，美

しいコーラスに感謝 しています。あ りが と

うございます。 とても美しいコーラスです。

あ りが とうございます。

私はきょう皆様に，ふ たりの立派 な姉妹

についてお話 したいと思 います。そのひ と

りは，ニーファイ姉妹 とでも呼びましょう

か，ニーファイの奥 さんです。そ して もう

ひとりは，私たちの指導者の奥様です。

モルモン経には数 多くの素晴 らしい話が

記されています。信仰の話や改宗の話，大

勢の予言者たちの話，啓示や奇跡，教義の

話，裁きに関す る教え，そして主御 自身が

お話になってい らっしゃる，いろいろな美

しいお話が，そこに記されています。

確かにモルモ ン経は，「ユダヤ人，と異邦

人 とにイエスは永遠の神なるキ リス トに ま

しますことを確信 させ る」神聖 な書物です

(モ ルモン経の前文参照)。

きょうこの場においでの姉妹 たち， また

テレビで大会の模様 をご覧になっておられ

る姉妹たちは皆，御 自分がニーファイの妻

であると仮定 して下 さい。そして今，エル

サレムを発って，荒野を8年 間 も旅 してい

ると考えて下 さい。

ニーファイ第一書の17章 には，次のよう

に記録されています。

「私たちはみな荒野を旅 して 多くの銀難

をふみこえ……私たちの妻は荒野の中で子

供を生んだ。」(1ニ ーファイ17：1)

衛 生用品や水，薬，そのほか出産に必要

な物が十分になかったにもかかわらず，彼

女たちはたくさんの丈夫な子供 を産みま し

た。

荒野では多 くの悲 しみや 日中の暑 さ，夜

の寒 さ， 食糧の欠乏，そのほかいろいろな

苦難に直面 しました。聖典 にはこう記され

ています。
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「私 たちはこれまでまことに書きつ くし

難 いほど多くのつ らい難i儀に逢った。」(17：

6)

それ ばか りではな く，彼 らは荒野 では火

を使わず，す なわち食物 を焼 くことも煮 る

こ ともせず，生肉を食べ ました。そのこ と

が聖典 に記 されています。

皆様が御 自分の愛す る娘 さんや息子 さん

に， きょう 「生肉」 を食べ させ なければな

らないとした ら， どうお感 じになるでしょ

うか。

しか し彼女たちは，主から与えられた戒

め をよ く守 り， 自分たちの神権指導者をし

っか り支持 して，その銀難辛苦にめげずに

荒 野 を旅 しま した。 そこで，「われは荒野

の中にて汝 らの光 とならん」 と， イエス ・

キ リス ト様は彼 らに言われ ま した。「もし

汝 らわが命令 を守 らば， われは汝の前に道

を備 うべ し。故に汝 らわが命令に従わば約

束の地に導かれ，か くして汝らを導 く者の

われなることを知 るな り。」(1ニ ーファイ

17：13)

これ は現代 の姉妹 たちにとって，大 きな

教訓であると思 います。ニーファイ人の女

性たちは自分の夫である神権者， また指導

者である当時の予言者に立派に従いました。

聖典 には次の ように記 されています。

「皆は非常によろこび」(17：6)を 得
，

また 「つぶやかずに旅行に堪えるようにな

った。」(17：2)

姉 妹 たちの皆様，扶助協会に出席 し，教

会のプログラムに参加す るだけでなく，神

権指導者や夫によ く従 って下 さい。このこ

とは非常に大切です。彼 らが皆様 を正 しく

管理なさる時に，「つ ぶやかず に」彼 らに

従 うように して下 さい。そ うすれば主の祝

福が豊かに注がれて，彼女たちは 「子供 ら

に充分の乳を飲 ませ るこ とができ， まこと

に男子の ように身体が強かった」 と，聖典

に記 されています(17：2)

現代 の私たちは， この話を教訓 として大

切 にしてい きたい と思います。

ニーファイは兄たちか らたびたび不平不

満を言われ ましたが，ニーファイの妻はい

かなる銀難辛苦にあって も，絶対的に夫 を

支持 しました。このことを是非，教訓 とし

ていただ きたい と思います。

私 はきょう， もうひとりの女性について

ご紹介 したい と思います。それは私 たちの

予言者の奥様であ り，私たちの教会の模範

者である， カ ミラ・E・キンボール姉妹です。

この偉大な女性の示 して下 さった模範に

ついてお話 したい と思います。私たちはキ

ンボール姉妹のこ とをもっと知る必要があ

ります。私はこの機会に，この方のこ とを

是非ご紹介 したい と思います。そ して，偉

大 な教訓 を学 んでいただきたいと思 うので

す。

キンボール姉妹は次のように言っておら

れます。

「私に とって一番大切 なのは夫です
。私

は夫の世話 をし，夫に必要なことを何でも

します。……夫を手伝 うこと以上に大切 な

ことはほかにあ りません。」(C肱 肋2艶 ωs

「チャーチ ・ニューズ」1979年1月6日 ，

P.6)

この言葉か ら私 たちは，彼女の美 しい，

優 しい心 を知 るこ とができます。

「た とえ夫か ら頼 まれな くて も，何か必

要 なこ とがあれば，喜んで夫の手伝いをし

たいといつ も思 ってい ます。」

このことを立派な教訓 として学 んでいた

だ きたい と思います。

「私 は女性 の役割の大切 さを痛感 してい
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ます。公の生活の中で女性の果 たす役割が

大 きいことを決 して忘 れ ませ ん。」 キンボ

ール姉妹はこう言っておられます
。

また私たちはキンボール姉妹の模範か ら，

知識 を増 し加 えることが女性 にとって大切

であるとい うことを学ぶ ことが できます。

彼女は次のように言 ってお られ ます。

「その ことは非常に大切 であると
，私 は

思います。すべ ての女性は，進歩成長 し，

学び続け るとい う責任を負っています。ゆ

っくりと腰をおろし，何 もせずに物思いに

ふけっている時間な ど全 くあ りません。」

キンボール姉妹は，御主人をわず らわす

ことのないよう， ご自分のできるこ とは何

でもしたい と望 んでおられます。家庭のこ

とについてすべ ての責任 を果たしてお られ

ます。水道代や ガス代，電気代 を支払い，

家屋の補修 を手配 し，庭の草を取 り，芝生

を手入れす ることは，ご自分の責任である

と考 えておいでです。

キンボール姉妹はまた，次の ように も言

ってお られ ます。

「数カ月前か らカレンダーに 目を通 して
，

あ らか じめ予定に組んでおかなければなら

ない事柄にいつ も心 を留めるように してい

ます。」

またキンボール姉妹 は，ご自分に とって

一番大切 なのは教会に関すること
，兄弟姉

妹のこと，神のみ業に関することを優先す

ることである と考えてお られます。

キンボール姉妹は とて もお忙 しい方です

が， 多忙 な時間の合間に，花や野菜の手入

れを楽 しんでお られ ます。また，お忙 しい

中で，読書をすることや， 自然の美 しさを

婁
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箋
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芒 箏蝋芒 圏;舜

悔網 ・

葺
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観賞することが， ご自分に とって楽 しみの

ひとつであるとおっしゃってい ます。

皆様の方か ら少し見えに くいかもしれ ま

せんが，キンボール姉妹は とて も色 白で，

とて も美 しいお顔です。 この美 しい容貌の

中か ら，私 たちはキンボール姉妹の持 って

お られる美徳 を学ぶことができます。 とて

も優 しいお方です。私は， このように美 し

い姉妹か ら，美しいことを学ぶことが大切

だ と思い ます。

キンボール姉妹は，次のようにも言って

お られ ます。

「私は普通ならあ きらめて しまうような

事柄 に対 して も，決 して否定的な態度 をと

ったことはあ りませ ん。」

これは，バーバ ラ ・ス ミス姉妹がお喜び

になる言葉だ と思います。キンボール姉妹

は，大管長 と共に出かけなければな らない

スケジュールの合間に，過去50年 間，毎 月，

訪 問教師の責任 を果 たしてこられま した。

彼女はこの ように言ってお られ ます。

「同僚 と私は
，月の第一木曜 日にいつ も

家庭訪問をするように しています。私は訪

問教師の務めが大好 きです。これが大 きな

特権であ り， とて も大切 であることを，す

べ ての女性たちに理解 していただきたい と

思います。私 はこれ まで も度々繰 り返 し申

し上げてきましたが，扶助協会の訪問教師

とホームテ ィーチャーは教会の活力の基で

す。 目と目を合わせ，個 人と個人が交わ り

を持つこのプログラムによって こそ，私た

ちは全教会員の必要 を知 ることができるの

です。」

キンボール姉妹は大学 を卒業後 も，何度

か大学の クラスに出席 し，文学や歴史，そ

の他の勉強をな さいました。しか し一番の

楽 しみは，聖典 を勉強することです。また

姉妹は，次の ように言ってお られます。

「私は 自分が妻であ り
，主婦であること

を自覚 しています。ほかの女性 と何 ら違わ

ない と思います。私は自分の家庭のことを

す るのが大好 きです。……時には，社会の

第一線 を退いた御主人を持つ友達が夫婦 で

一緒に楽 しい旅行に出かけた りす るのを見

ると，少 しは うらや まし く思った りもしま

す。 しか し， この教会の仕事に代え られる

ものはないことを知 っています。」

それだけではな く， キンボール姉妹は，

重い病気にかか り，手術 を受けられた大管

長 を手厚 く看護 なさいました。大管長は姉

妹の温かい看護に よって，再び元気を回復

なさいました。姉妹 はこのように証 なさっ

ています。

「主のみ手が あったのです
。そうでなけ

ればこのよっなことはないはずです。主 人

は主がなすように と望んでお られる特別の

使命 を与 えられています。そのために主は，

主人の命 を長 らえて下 さいました。」

私は皆様に証 申し上げます。神様は本当

に生 きてお られ ます。

偉大な夫の後 ろには偉大な妻が必ずいる

とよ く言われます。 このことは真実だ と思

います。 ここにおいでのヒン クレー姉妹 も

そ うです。 とても優 しい立派なお方です。

バーバラ ・ス ミス姉妹 も， イレイン ・キャ

ノン姉妹 もそ うです。

私は皆様が， これ らの指導者の美徳を覚

え，美 しいモルモンの姉妹になられ るよう

に心から祈ってお ります。私は妻に心か ら

感謝 しています。彼女の助け と立派な働 き

に心から感謝 しています。

イエス ・キ リス トのみ名を通 して述べ さ

せて いただ きます。ア ー メン。
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11月1日(土)女 性 の集 会にお ける説 教

証

大管長 夫人

力 ミラ ・E・ キ ンボ ー ル

愛 する姉妹の皆様・あの ようなおほめの
言葉 をいただいた後で皆様の前に立つ

のは少 し恥ずか しいような気が いた します。

私がここで申し上げられることは，私が今，

こうしていられるのは，すべてイエス ・キ

リス トの福音のおかげであるということで

す。私は，戒めが守れるよう主が助けて下

さることを願い祈 ってお ります。私は，主

が示 して下 さった教えこそ， この世におい

てもまた来たるべ き世 において も幸福 と平

安 をもたらす唯一の確かな道であることを

知 っています。皆様の御子 さんがその よう

な安全な道 を歩むことがで きるよっ，立派

にお育てになることを心か ら願 ってお りま

す。 また，すべての御子 さんが初等協会の

歌 を学ぶように望 んでお ります。

神の子 です わた しやあなた

いろんなおめ ぐみ かんしゃします

わたしを助けて導 いて

いつかみもとへ行 けるように

子供たち， また私たちがこのことをよ く

覚 えて成長 し， この人生がいかに大切 なも

のであるか を日々知 ることがで きれば，私

たちは自分の望 む方向を目指 して進むこ と

ができます。皆様方に心か らの愛を示 した

いと思います。私 たちが この 日本の地 を訪

問す るに当たり，皆様方は暖か く歓迎 し，ま

た多くの心遣いをして下 さいました。皆様

方がこの世で平安 と幸福 と成功 を勝 ち得 る

ことがで きます よう，家庭にあって， さら

に人々との交わ りにあって皆様一人一人の

上に天父の祝福が ございますようにお祈 り

しています。私は，天父が私たちを愛 して

おられること，またイエス ・キ リス トは私

たちの贈い主であ り救 い主 であられること

を知 ってお ります。これ らすべ てのことを，

イエス ・キリス トのみ名によって証致 しま

す。アー メン。
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11月1日(土)女 性 の集会 における説教

母親と未婚の

女性たちの義務

第一副管長

マ リオ ン ・G・ ロム ニ ー

ま ず+代 と成人して間 もない人々に2・
3申 し述べて， この話 を始めたいと思

います。

青春時代は楽 しい時期 です。皆 さんはこ

の時期 を最：も有意義 なものとしなければな

りません。 しか し， このことはしか と心に

刻 んでおいて下 さい。今 日という日を楽 し

く過 ごしても，明 日とい う日はそれが悲 し

み となる，そのようなことのないよ うに し

ていただきたいと思 います。

ロムニー姉妹が私 と結婚 をす る前のこ と

ですが，彼女には当時16歳 の，秘書の仕事

をしていた妹がいま した。ある晩，その妹

が母親に電話をして，今夜は友達の家に泊

りたい と言いました。 しか し，母親の返事

は 「許 しません よ。家に帰っていらっしゃ

い」 といっもので した。妹はそれに言いさ

か らいました。 しか し母親 も一歩も譲 りま

せんで した。翌朝，妹は食事の席について

もまだ，家族の者たちに何やかや と言い立

てていました。「わかって欲 しいわ，私はも

っ16歳 なのよ。」もちろん母親はその ことを

知 っていました。また，1年 経てば16か ら

17に な り， さらに1年 経つ毎に18，19， そ

してはたちを迎え，それから10年 経てば30，

また10年 経 って40歳 。 そしてあ とは歳をと

らないとい っことを知 っていました。ただ，

母親はそれだけではな く，16，17，18，19

歳 の 間に，娘が残 りの入生に悲 しみや悔い

を投 げかけるようなことをして しまう場合

もあ り得ることを知 っていたのです。

若 い時代 を楽 しく過ごすこ とは良いこと

です。 しか し，今 日したことが明 日の悲 し

みになるようなことがないように，十分気

を付け ましょう。喜び と幸福につながる習

慣を若い内に築 いておいて下 さい。

日々，朝夕に主に一対一で親 しく語 り合

う習慣 を築いて下さい。

清い生活 を送 る習慣を身につけて下 さい。

清 くない ものは主のみ もとに行 くことがで

きない と，主御 自身が言われたことを心に

とめて下 さい。家の内外，自分の体，衣服，

言葉，行 ない， また，思いを清めて下 さい。

救 い主はこう言われました。「すべて心の清

き者は神 を見ることを得べ き故 にさいわい

な り。」(IIIニ ー ファイ12：8)

さて，次は母親の皆さんに申 し上げ ます。

生活費 を得 るためにどうして も外に出て

働かなければならないというのでない限 り，

家に留まって家族 と共にいるよ うにして下

さい。子供たちにそれぞれの責任を教え，

訓練することを決して忘れないように して

下 さい。子供たちを必ず 「光明と真理の中

に」導 く上 で自分にできることをすべて行
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な うように勧告 いた します。

私たちは皆，子供 を訓練す る責任は両親

にあり，家庭 を管理す るのは父親であると

い うことを承知 しています。 しかし，母親

は家庭にあって子供 と過 ごす時間が長 く，

従って子供に対す る責任の重 さも父親のそ

れ と変わらないということはよく知 られて

いるところです。母親は子供たちに対 して

より大 きな影響力を持 ち，大 きな責任を負

っているとい うこ とを述べた指導者 もいま

す。例えば，ブ リガム ・ヤングはこのよ う

に言っています。

「母親の義務は子供たちを見守 り
，幼 い

時期の教育 を施すことにある。なぜ なら，

幼児期に受けた感銘 とい うものはいつまで

も続 くものであり，…… もし母親が適切 な

配慮をす るなら， 自分たちの喜び となって

いるものを，子供たちの心に植 え付けるこ

とができる。……これ らの義務 と責任は，

父親に対 してよ りも，母親に多 くが委ね ら

れている。(Pガsoo〃駕θs(ゾBガgぬα解y∂ πηg

「ブ リガム ・ヤ ング説教集」p .201)

子供 の生活を見ると， その母親の教育ぶ

りがわかるというのは，私たちの間だけで

な く，世 間一般に広 く認め られているとこ.

ろ です。モルモン経の中に， ヒラマ ンの息

子 たちとして述べ られている2千 人の若者

の話があ ります。圧倒的に不利な事態に直

面 した時， ヒラマ ンは彼 らに，敵 との戦い

に赴 く気持 ちがあるか どうか を尋ねました。

彼らの答えは こうで した。

「『神はわれ らと共にましまして必ずわれ

らを倒れさせ たまわないか ら， われらは行

って戦お う。われ らの同胞が もしも日頃わ

れ らに迫 らないならばわれらはこれを殺 さ

ないであろう。かれらは迫ってきている。

同胞であるこの敵がアンテプスの軍に勝た
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ない ようわれ らは行って戦お う』 と答 えた。

わが子 らは まだ戦ったことがなか ったが

死ぬ ことを恐れず， 自分の命 よりも親の 自

由を重ん じ， また疑いを抱かないな らば神

が必ず自分らを救いたもうとその母か ら教

えを受けていた。

かれ らはその母の言葉 をわれに話 して…

『われ らはこれを疑 わない』 と言 った
。」

(ア ルマ56：46-48)

母 親 の皆さん，小 さな子供たちは学校 を

終えて家に帰 って来た時に，そこに母親が

いて欲 しい と望んでいることを思い起 こし

ていただきたいと思います。最近，初等協

会に集っている何人かの子供 たちが，家に

帰 りた くな い と言 うの を聞いたことがあ

ります。理由はというと，母親が外で働い

ていて家にいないか らというのです。これ

を聞いてエステル ・ハル ・ドゥー リトルの

一文 を思 い出 しました
。

学校か ら帰って

お母 さんがいない時

す ぐ帰って来るってわかっていて も

私は寂 しい。

家にある家具が変な形に見えて

何か とて も寂 しい

でも母の足音が聞こえて くると

不思議や不思議

ひとりでにうれしくなる

母親 という言葉はどこの国に行って も，

最 も美 しい言葉のひとつ に数 えられていま

す。そして，愛，家庭，家族，神，天国な

どの言葉 と語源的に関連 を持つ ことが少な

くあ りません。

アブラハム ・リンカーンが母親を賞賛 し

た言葉に次の ようなものがあ ります。

「私の現在そして未来は天使のような母

に負 うところが大 きい。」



ジョセ ブ ・F・ ス ミス大管長はこう語 っ

てい ます。

「私は子供の頃
，誠実 な母親の愛に匹敵

す るものは， この世にないこ とを知 った。

……母親の愛は神の愛に近いものである
。」

またある人は次の ような言葉 を残 してい

ます。

「ゆ りかごを揺す る人の手は世 界を支配

す る人の手である。」(ウ ィリアム ・ロス ・

ウオー レス， η昭Hα η6ηZ認Rπ16S魏6

防 耀 「世 界を治める人の手」)

年 老 いて目はかすみ

頭 には白いものが見えて も

この地上にあって 日々真理 を受けるに

値す る人，それは 『お母さん』」

結婚 を望 みながらも， 自分の意志 を越え

たところで， ことが思 うように運ばず， ま

だその機会に浴 していない姉妹 たちに申し

上げ ます。人生は永遠であるということを
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心に深 く刻んで下 さい。私たちはこの世に

来るはるか以前から生を受けていましたが，

これから後 も永遠に生 き続け るのです。私

たちがこのように地上に生 を受 けていると

い りことは，私 たちが第一の位 を保った と

い りことを証 しています。したが って，私

たちは 「第二の位 を保つ者は， とこしえに

栄光 をその頭に附け加えられん」(ア ブラハ

ム3：26)と い う約束 を受け継 ぐこ とがで

きるのです。この約束には，夫や子供が与

えられる とい うことも含 まれています。 も

し人が第二の位 を保つなら，つ まり，この

現世 にあって福音の原則 と儀式 を受け入れ，

最後 まで忠実 であ り続け るなら，次の世に

おいて， 日の光栄の王国の昇栄に伴 うすべ

ての祝福にあずか ることができるのです。

忠実な教会員であるとい うことは，第二

の位 を保つために大 きな第一歩を踏み出し

受「

嬢 鰯恥

撃鎌 劉
晒 畢

ていることにほかな りません。落胆 しては

いけません。福音の原則を生活の中に取 り

入れ， 自分の召 しを遂行 し，常に明るい態

度 を忘れないように しま しょう。常に祈 り

を捧げ，「正直，真実，貞潔，慈善，高徳」

であ り，主に信頼 し，忠実でいるな ら，皆

さんに与えられる報いは確かな もの とな り

ます。 この現世 での生活 を越えたところに

目を向けて下さい。 リバ ティーの牢獄の中

で苦 しむジョセ ブ ・ス ミスが助けを求め た

時に，主が答えとして授け られた励 ましの

言葉 を見てみましょう。

「わが子 よ
，汝心安かれ。汝の不幸汝の

困苦はただこれ束の間な り。

然 り而 して， もし汝 よくこれを耐え忍ば

ば，神は汝 を高 きに挙げたまわん。か くし

て汝 あらゆる敵に勝つこ とを得ん。」(教i義

と聖約121.7-8)
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懸翻 、
回復 された事柄の中には，私 たちが よく

知 っている，家族の絆は死後 も続 くという

素晴 らしい教義があ ります。私たちはこの

現世においてだけでな く，死の扉 を越 えて

不死不滅の生命 を受ける時にも母親 との絆

を保つこ とができます。私 たちは栄光の復

活の時に優 しく抱き合い，あいさつ を交わ

し，皆さん を 「お母 さん」 と呼ぶで しょう。

こうして皆 さんは永遠に光栄 を受けること

になるのです。

昇栄 し永遠の生命 を受けるに値する女性

は，やがて霊の子供 をもうけるのです。偉

大な末 日聖徒の詩人エライザ ・R・ スノー

は，新 しい啓示の光 を受けて想像力 を刺激

され，天の母の ことについて書 きました。

皆さん もこの 「天の母」になることができ

るのです。 この素晴 らしい詩 を皆 さんも御

存 じのこ とで しょう。

誌聯∴

…灘
諺 酬

鰍

驚.

一釜訟

「み親は一 人か 深 く思えば

永遠の真理 は告 ぐ 天に母 あ りと

この身を横たえ 世 を去 るときに

父母 と高 きにて われは会えるや

仰せ のみわざみな 成 しとげしとき

受入れみそばに 住 まわせたまえ」

(讃 美歌140番 「高 きに栄 えて」)

神 が母親の皆 さんを祝福 した もっよ っに。

また未婚の姉妹たちが良 き母親 となる上で

助 けが与 えられ るように。 また，すべ ての

未婚の姉妹たちが偉：大な母親 となるための

備 えをされ るように。これ らの ことが成就

するように，へ り下 って祈 るものです。ま

た， これまでに見てきた偉大な教えが永遠

の真理 を表現 したものであることを証 しま

す。イエス ・キ リス トのみ名によって。ア

ー メン
。
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ロ ー カ ル･ニ ュー ス

輝 く未来 へ向 けて

日本･韓 国地域
代表役員

菊 地 良 彦

昨年の地域大会で,十 二使徒定員会会員の ゴー ドン･B･ヒ ン

クレー長老は,80年 前 に最初の伝道部長 と.して 日本で伝道 した ヒ

ーバー･J･グ ラ ン ト長老(当 時十二使徒定貝会会員,後 に第7

代大管長 に召された)の 当時の 日記か らその一部 を引用 して次の

ように述べ られました。

｢私 には,こ の伝道部が教会の中で最 も成功 した伝道部のひと

つになるという揺 るぎない確信がある。最初はゆっくりとした歩

みになるかもしれ ない。 しか しその刈 り入れは偉大な もの とな り,

や がてそれ蝕世の人々を驚かす もの となるであろ う。神がそのみ

手をこの国の上に注 いでこられたか らである。｣(本 誌p.24)

また,ヒ ンクレー長老は同じ大会で次の ようにも述べ られました。

｢こ の国はまさに 日出ず る国であ ります
。そしてこの国では今,

日の出ずるように,教 会が著 しい発展 を遂げています。｣｢こ の国

は,将 来教会 の驚 くべ き発展 を遂げ る国です。｣

何 という祝福の言葉で しょうか。

1981年9月1日 は,こ の 日本の地で伝道が開始 されてか ら,ち

ょうど80周 年 目の 日に当た ります。そこで皆様 と共 に,｢日 本 に

おける教会開設80年 祭｣を 盛大に祝 したいと思 います。

ヒン クレー長老はまた,｢80年 前 に 日本 を訪れた宣 教師 を記念

する 日を祝 うように｣と 提案 して下さいました。･

ios
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藩嚢鍵羅鍮 離馨
◇日本における伝道80周 年を祝う◇

昨年の東京地域大会において,十 二使

徒評議員会会員のゴー ドン･B･ヒ ン ク

レー長老は,来 る8月 に日本のすべての聖

徒たちが80年 前に 日本 を訪れた宣教師を

記念し,そ れを祝 うように提案 されまし

た。1901年9月1日,4人 の宣教師たち

によって 日本の地に最初 に蒔かれた真理

の種は今,豊 かにその実 を結んでいます。

私たちは彼 らの働 きに感謝の念を覚 え

ずにはいられません。その功績 を末長 く

たたえるために,今 年はふ さわしい年 と

言えましょう。

日本における伝道開始80周 年にあたり

日本の地は再び奉献 され るこ とにな りま

した。

叢 　撫騨蕪腕

瀦鴛 緬
蟻

一禦

左 よリケ ルチ,テ イ ラー,グ ラ ン ト,エ ンサイ ン

の各 長老(1901年9月1日 横浜 にて)

1981年 をさらに伝道の飛躍につ ながる

新たなステップの年 にしたいものです。

◇全国的な規模の指導者大会を計画◇

全国的な規模の指導者大会が,今 年実施

されるこ とにな りました。大会には教会幹

部 も出席 し,今 までには見られないバ ラエ･

テ ィーに富んだプログラムが組まれ る予定

です。

今後の 日本の教会の発展 を考 える時,指

導者の養成が急務 となってい ます。それぞ

れ指導者が今一度,基 本的な立場に立 って

自らの特質 と力 を養お うというのが この大

会の大きな 目的です。大会を実施す るにあ

た り,皆 で指導者 としてのあるべ き姿を学

び,備 えることが非常に大切になってきま

す､。

なお,大 会についての詳細は逐次,お 伝

えします。
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